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　　　プロローグ







　アンドロメダ星せい雲うんを少し南に行った三丁目。

　そこに特設会場はあった。

　宇宙色彩粒りゆう子しが磁じ場ばの力でドーム状に張られ、まるで透明な膜のように宇宙空間に浮かぶホールを覆おおっていた。

「それでは第七百六十審しん議ぎの結果を発表します」

　審査委員長の声が響いた。

「銀河連邦警察機構公式採用、汎はん用ようパワードスーツは、エメラルドカンパニー製ネルロイドＸ、株式会社オタンコナス製スットコドッコイ。この二つが最終審査の対象となります」

「やったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　タンポポ・トコドッコ・ポポールは喜びの声を上げた。

　プロジェクトチームに飛び込んでから早くも五年。赤字覚かく悟ごで研究を重ね、チーム全員が一丸となって作り上げたパワードスーツ。それが公式採用の最終審査まで残ったのだ。

　注ぎ込んだ情熱の分だけ感かん慨がいもひとしお。

　ここまでの道程は筆ひつ舌ぜつしがたいほど苦しくつらいものだった。

　同じように採用を目指して三万二千三百六十三もの企業が研究し開発し発表したのだ。それから何百回ものテストを終えて現在にいたる。

　しかし誰だれも想像しなかったであろう。

　それまで宇宙玩がん具ぐを作っていただけの会社に過ぎない株式会社オタンコナス開発のパワードスーツが最終審査まで残るとは。

　同じく最終審査に残ったエメラルドカンパニー製ネルロイドＸを打ち破れば、公式採用が決まり弱小企業である株式会社オタンコナスは一いつ気きに巨大企業へと発展するだろう。

　だがタンポポにとってそんな事はどうでも良かった。

　一番大切なことは自分が作り上げてきたものの価値を皆が認めてくれるということである。

　それが喜びだった。

「あと一ひと踏ふん張ばりだな」

　チーフメカニックであるタケムッチョが、触しよく手しゆをウネウネ、体をくねりくねり動かしつつタンポポに躙にじり寄った。

　タケムーラ星出身の彼には骨というものがない。したがってどうしてもこのような不自然な動きになってしまうのだ。

「勝てればいいね」

　タンポポは満面の笑みでそれに答える。

　そんなタンポポの後ろからグニョ～～～ンと伸のびる二本の触しよく手しゆ。その先には巨大な眼球があった。

「希望を持てよ」

「マルマル」

　タンポポが華はなやいだ声をあげて振り返る。

　そこには巨大なカタツムリがいた。

　いやそれをかたつむりと形容していいのかどうかは分からない。

　全身から無数の触手を伸のばしてそれぞれに工具を握にぎり締めている生物など常識では考えられないから。

　マルマルと呼ばれたそのカタツムリ男は歯のない口を開けてのろのろとした口調で語る。

「ぶぉくにできることは整備だけだぁ。ぶぉくが長年培つちかってきた玩具オモチヤ作りのノウハウは全すべて注ぎ込んだぁ。後は信じるしかない」

「でも、あのエメラルドカンパニーと同じ土ど俵ひように上がっただけでも、すごいじゃないか」

「何言ってるんだ。ここまできたらもう勝利しかないぜ」

「勝利だ」

「勝利！」

　盛り上がる株式会社オタンコナスプロジェクトチーム。

　彼らの背はい後ごからゆっくりとした拍はく手しゆの音が響いた。

「正直驚きましたわ」

　かわいらしい声だった。

　タンポポは振り返り、そして声を上げた。

「うわ～～かわいい！」

　そこには体長三十センチ程度の妙みような動物がいた。

　猫ネコと狸タヌキを合体させそこにウサギを加味させたような妙な風ふう体ていだがハッキリ言ってめちゃくちゃ可愛かわいらしかった。

「わてをかわいいかわいいと形容するな!!」

　小動物は激げつ昂こうすると細長い尻尾しつぽを振り上げた。

　その仕し種ぐさがこれまたかわいらしい。

「ハナモモンチョ」

　マルマルが掠かすれた声を上げる。

「誰？　あのモモンガ星人？」

「知らないのかぁ。エメラルドカンパニー、ネルロイドＸ開発主任、ハナモモンチョ・モンチョッチョ・モンブランだぁよ」

「え～～～こんなにかわいいのが」

　タンポポの黄色い声は無視することに決め込んだのだろう。ハナモモンチョは左右にピンと飛び出した糸いと髭ひげを可愛かわいらしく小さな手でなでつけた。

　そして侮ぶ蔑べつの色の混じった口調で吐はき出した。

「しかしえらい屈くつ辱じよくですわ。古くから軍ぐん需じゆ産業を一手に独占してきたこのエメラルドカンパニーが、たかが玩具オモチヤ会社の出で来き損そこないと比較されることになるとは」

「てめえ」

　タケムッチョがうねうねと触しよく手しゆを動かした。その体が真っ赤に変化する。

　タケムッチョに代表される軟なん体たい人種は怒おこると体色が赤みを帯びる特性がある。

　そんなタケムッチョをさらに激げつ昂こうさせるかのごとくハナモモンチョは続けた。

「まぁ。奇き跡せきもここまでや。最終審しん査さはわてらがいただきますねん。わてらの傑けつ作さく、ネルロイドＸは、あんたらの偶ぐう然ぜんと運と奇跡で這はい上がってきた玩具とは訳が違いますよってな」

　ハナモモンチョは笑い声を響かせつつ去っていった。

　本人は悪者的演出に酔よっているのかもしれないが可愛らしくて腹も立たない。

「確かに、あっちは業界大手の軍需産業の会社だからなぁ。こんな玩具会社相手にならないかもしれない」

　スタッフの一人のぼやきがタンポポの耳に飛び込んだ。

「そんなことないもん」

　タンポポは振り返るとスタッフ一同を睨にらみ上げるようにして叫んだ。

「皆で一生懸けん命めいやったじゃない。雨の日も風の日も嵐あらしの日も小しよう惑わく星せい群ぐんが研究所に降り注いだ日だって皆で傘かささして作業を続けたじゃない」

「静かにしろ。タンポポ」

　タケムッチョが触手をタンポポの前に突き出した。

「最終審査の方法が発表されるぞ」

　タンポポは押し黙だまると評ひよう議ぎ席せきへと目を向けた。

　審査委員長が立ち上がる。

　指を鳴らすと空中に光が走り、そこにスクリーンを形成する。そしてそのスクリーンに惑星の映像が映写された。

　青色が地表面積を占める割合がかなり多い惑星だった。

「最終審査、その場所、その方法は」

　矍かく鑠しやくたる口調で響くその声をタンポポは緊きん張ちようした面おも持もちで聞いていた。

　その胸には熱い決意があった。

　下くだらない玩具会社と蔑さげすむ連中に一ひと泡あわふかしてやると……。
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「もしもし。ああ母さん」

　青年がそう言った途と端たん、受話器の向こうからマシンガンのような声が響いてきた。

　青年は顔をしかめた。内容なんて聞かなくたって分かる。

　親の金でどうたらこうたら、お前みたいな馬ば鹿かはどうたらこうたら、お姉さんを見習いなさいとかどうたらこうたら。

　そんなお小言なのだ。

　しかし落第してしまった身としてはここは素直にお小言に耐たえるしかなかった。

「ごめんよ。母さん」

　青年は真ま心ごころ三十パーセント、おざなり七十パーセントで謝った。

　学校の食堂の電話でペコペコ頭を下げる男が珍めずらしいのか人々が面白そうに見つめていく。そんな中で青年は受話器に向けて謝罪を続けた。

　お小言は二十分も続いた。

　青年は三枚目のテレホンカードを緑の電話機に挿そう入にゆうした。

『まあ、落第しちまったもんはしょうがないけど』

「とまあそういうわけだから」

　青年は安あん堵どのため息を吐はき出した。これでやっと本題に入れる。

「ところでさ。さっき仕送りを下ろしに銀行へ行ったんだけどさ」

『どうかしたのか』

「いや、僕は嬉うれしいんだけど……一体どうしちゃったの？」

『なにがだい？』

「なんか、いつもより多いんだけど」

『ああ、それかい』

　受話器の向こうの母親はいつもと変わらない口調で平然と言ってのけた。

「小こ鈴すずとお前の二人の生活費だよ。しっかり面めん倒どう見るんだよ」

　青年は受話器を手に困こん惑わくした。

　小鈴？　誰だれじゃそりゃ。

「ねえ母さん。小鈴って誰？」

『何言ってるんだよ。鈴すず雄お』

　母は馬ば鹿かにしたような声を上げた。

『お前の妹じゃないか』

「………………」

　青年が言葉を失った理由を説明するまでもないだろう。

　いや一いち応おう説明しておいた方がいいな。

　青年の記憶が正しければ彼には妹がいなかったのだ。

　現在長なが野の県で保母をやっている三つ年上の姉との二人姉弟。そのはずだ。

「何言ってるんだよ母さん。僕に妹なんかいるわけないだろ」

『鈴雄。お前落第したショックで頭がおかしくなっちゃったんじゃないの？』

　今度は心配したような返事が返ってくる。

『お前がこれから一生懸けん命めいやるって言うんなら、父さんも母さんも仕送りを止めるとか言わないから安心おし。ただし今度はしっかりやるんだよ。もっとも保父になりたいなんて考えは止めて家業をついでくれるっていうんならそっちの方がありがたいけど』

「ちょっと母さん」

　青年は受話器に向かって怒ど鳴なった。

「だから妹って」

『今朝出発したからね。もうそろそろそっちへ到着してんじゃないのか。ちゃんと小学校とかの手続き、やってあげるんだょ。お前はぉ兄ちゃんなんだから』

「母さん！　母さん」

　ぴ～～～～～。

　無責任にも電話は唐とう突とつに途と切ぎれた。

　テレホンカードが天てん寿じゆをまっとうしたのだ。

　青年はポケットをまさぐり古ぼけた財布を取り出したが小銭の重みは感じられない。

　予想通り小銭入れはカラッポ。先程銀行から引き出してきた仕送りの万札が一枚。

　青年は受話器を置くとため息を吐はき出した。

「母さん。僕が落第したショックでおかしくなっちゃったんじゃないか？」

　思えば、この時こそ、桜さくら咲ざき鈴雄が異変と接せつ触しよくした最初の時だったかもしれない。
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　神か奈な川がわの外はずれ、都心部から少し離れた所。

　中なか空そら町まち。

　そこにその学校はあった。

　鳴なる柿がき児童学専門学校。

　生徒、関係者からはワルガキ専と親しみと揶や揄ゆを込めて呼ばれてる。

　簡単に言えば保父母の養成学校である。

　もとは女子短大であったが三年前に専門学校と名を変え保父になりたい男性の入学も認めるようになった。

　男子入学を許可してからまだ日が浅いため全校生徒二百三十名中男性は十八人という状況である。

　知らない人からみればまるで羨うらやましい状況かもしれないが、これが一いち概がいにそうは言えないところが世の中っちゅうもんなのである。

　女は確かに多い。

　確かにかわいい人もいる。

　男は少ない。

　イコールウハウハのハーレムかというとそれは今世紀最大の間違いなのだ。

　別に南海の孤こ島とうにある学校ってわけじゃないのだ。

　町へ出れば男はいる。

　近くにいくつも大学はある。

　ほとんどのワルガキ専の女子学生が保父になろうなんて酔すい狂きようなことを言っているオカマチックでなよなよした男には目もくれなかった。

　したがってワルガキ専、一年Ｋ組、桜さくら咲ざき鈴すず雄おも例に漏もれることなく彼女いなくて木こ枯がらしが寒いぜって状況を続けているのである。

　ヘーックチ。

　この学校に通う生徒は大きく分けて二種類に分類された。

　一つは真ま面じ目めに保母、保父になろうといきごんでいる者。

　もう一つは高卒ってのもなんだしなぁぁぁって感じで暇ひま潰つぶしに来ている人々。

　桜咲鈴雄は立りつ派ぱなことに前者だった。

　かくして保父になるために励はげんでいるのだったが………。

　彼は見事に落第した。

　見事だった。

　確かに彼の脳のう味み噌そが全国平均よりも効率が悪いとか物覚えは悪いくせに物忘れは人一倍早いとかそういう理由もある。

　しかし落第のネックとなったのは。

　鈴雄は自分の無ぶ骨こつな指を見下ろした。

　見た目から推測できる無ぶ器き用ような指なのだ。

「ピアノって難しいよな」

　ピアノが弾ひける！　これは保母、保父には必要不可欠なことなのだった。

　鈴すず雄おは筋すじ金がね入りの無ぶ器き用ようだった。

　鈴雄は財布に入っていた食券であんパンを購入するとテーブルについた。

　何か飲物が欲しいところだが万札を崩くずす気にはなれない。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　あんパンをかじり、そして嘆たん息そくする。

「大丈夫かよ」

　鈴雄は母親の脳のう味み噌そを心配した。

　落第が決まった春休み、もちろん故郷に帰って目の玉が飛び出るくらい怒おこられた。

「もうあんたなんかに仕送りなんかしませんから！」

　確かそう怒ど鳴なられたはずなのに。

　昨日送られてきた仕送りの金額に驚き不ふ吉きつなものを覚えて電話をかけてみた。

　まさかあんなことを耳元で喚わめかれるとは思ってもみなかった。

「妹？」

　鈴雄はもう一度記憶の糸をたどった。

　やはりいくらたどっても妹という単語は出てこないまま端はしに至る。

　小こ鈴すず。

　名前で検けん索さくしても無む駄だ。やはり聞き覚えのない名前だった。

　長女、鈴すず。長男、鈴雄。

　二人揃そろってチリンチリンコンビである。

　もし妹が生まれていたならば小鈴と名付けられても不思議はない。

　鈴。鈴雄。小鈴。

　三人揃ってチリンチリンチリントリオである。

　鈴雄の頭に三人でタキシードを着てベルを奏かなでる場面が浮かび上がった。

　なんかはまってた。

　が、すぐに脱線する思し考こうという名の快速電車をもとの線路に戻す。

「妹ねぇ」

　三十秒ほどぼんやりと考えて鈴雄は結論をつけた。

　やはり、これは母親の精神に何か異常があったに違いない。

　落第がそうとうこたえたのだろうか？

「桜さくら咲ざき」

　不ふ意いに肩を叩たたかれた鈴雄は体ごと振り返った。

「お前入学式出たのか？」

「出るわけないよ。先生」

「それもそうだな」

　四十代前半の児童心理学の教師、斎さい藤とうはにやけた笑みを浮かべつつ鈴すず雄おの前の席に座った。

　湯気の立つラーメン二杯を乗せたトレイと共に。

「もと女子短大だからな、飯めしの量が少なすぎる。そうは思わないか」

「こっちは飯の量を気にしてる余よ裕ゆうなんかないんですよ」

　鈴雄は吐はき捨てるように言った。

「落第したからって俺おれに当たるなよ」

　斎藤は口を尖とがらした。

「俺だって結けつ構こうお前が進級できるよう話はしてみたんだぜ。まあ駄だ目めだったけどよ」

　斎藤はキョロキョロと辺あたりを見渡す。

　鈴雄は隣となりのテーブルに手を伸のばすと割わり箸ばしを取り斎藤に渡した。

「おっありがとよ」

　斎藤は満面の笑みを浮かべると器き用ようにそれを片手で割ってみせる。

「お前にできるか？」

　ニヤッと笑うと猛もう然ぜんとラーメンを食べ始めた。

「まあな。落第の一回や二回なんて長い人生の中じゃほんの些さ細さいな問題なんだぞ。落ち込むだけ損ってもんだ。幸いこういう学校だからな、同じ学年でも年の違う奴やつはいくらでもいる。まあお前なら落第なんて平気だろ」
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「どうして僕なら平気と言い切れるのか児童心理学の先生として心理学的、学術的根こん拠きよに基づいて説明して欲しいですね」

　皮ひ肉にくのこもった言葉だった。

「簡単に言うとだな」

　斎さい藤とうはラーメンをすする手を止めると鈴すず雄おにシナチクを挟はさんだ割わり箸ばしを突きつけた。

「この学校の男の特徴って知ってるか？」

「さあ」

「女が多いことに興味を覚えて入学して来た馬ば鹿か者もの。まあこれは想像とのギャップの深さにさっさと辞やめてくから除外してもいいだろう。残ったのは幼児教育関係の仕事につきたいと思っている奴やつらだがな」

「そいつらがどうしたの」

「大きく分けると二つに分かれるんだ。母性愛に目覚めた奴と父性愛に目覚めちまった奴。母性愛に目覚めた奴はまあワルガキ専の男が周りからオカマとかホモとか言われる奴らだ。彼らは女子の中でも周りを意識しない。完全に融ゆう和わできるんだ。だからそんな奴らは胃い潰かい瘍ようにはならない」

　斎藤はシナクチを口に放りこんだ。

「お前は父性愛に目覚めたタイプだ。だから肩かた身みの狭せまい思いを感じそしてこれまで耐たえてきた。それだけの忍にん耐たい力りよくがあれば落第なんて屁へでもないだろ」

「あのね～～～。問題は僕一人じゃないんですよ」

「家族か……。だがまあこの不景気に保父になるなんて言い出した息むす子こを許きよ容ようした家族だ。一回くらいの落第許してくれるって」

　軽けい薄はくそうに笑う斎藤の顔を鈴雄は鋭するどい目つきで睨にらみ上げた。

　もっとも生まれつき柔にゆう和わな顔に迫はく力りよくは皆かい無むだった。

「そうそう、お前に言っておかなきゃあかん」

　斎藤は空からになったラーメンの器うつわを前にして神しん妙みような顔つきで言った。

「今日からサークルの勧かん誘ゆうをやってもらう」

「えっ？」

　鈴雄は訳が分からないといった顔を見せた。

「何も知らない新入生がわんさかいるんだ。サークルを通して親しん睦ぼくを深めていろいろと教えて上げる。う～～ん。青春じゃないか」

「ちょっと待ってくださいよ」

　鈴雄は斎藤の言葉を遮さえぎると嚙かんで含ふくめるように、

「確か僕はどうしても人数が少ないからって仕方なしに名前を貸しただけだったはずですよ。活動だって今まで一度も参加してないし。何もわざわざそんな僕を引っ張り出さなくても」

「誰だれもいないんだ」

　斎さい藤とうは白髪しらがの髪かみの毛を指で弄もてあそびつつ、あっさりと言い放った。

「もともと昨年の二年生が二人で盛り上がってたサークルなんだ。卒業しちまった後は誰もいない。つまりだな」

　斎藤は腕を伸のばすと鈴すず雄おの肩をポンと叩たたいた。

「君が部長だってことだ」

「ちょい待ち！」

　鈴雄は間かん髪はつ入れず待ったコールを上げた。

「斎藤先生。気は確かですか？」

「私はいつでもこれでもかってくらい確かな気を保っていると自負しているがな」

「子育て研究サークルでしたっけ」

「そうだ」

「僕にその部長をやれとおっしゃってござんすんか？」

「そうだ」

　斎藤はマリアナ海かい溝こうよりも深く頷うなずいて見せた。

「無む理りです」

　鈴雄は力一いつ杯ぱい即答した。

「僕はサークル名以外は何も知らないんですよ。活動内容、活動日、会費」

「活動内容、子守。活動日、俺おれがかみさんと出かける時。もしくは別の教授から頼まれた時。会費、当然０ゼロ。報ほう酬しゆうだって貰もらえるぞ」

　どうだってばかりに鈴雄を見下ろす。

「とにかく無理なものは無理なんです！」

　かじりかけのあんパンを袋に戻すと鈴雄は立ち上がった。

「桜さくら咲ざき」

　斎藤は冷静な口調で背中から声をかける。

「今後の児童心理学の試験のことなんだが………………事前に俺が山ヤマをかけてやろうか」

　時代劇でよくある笑みを浮かべる斎藤。

「本当はいけないことなんだが、まあもしお前が部長という大役をやってくれると約束してくれるならばだな」

　ピクピクピク。

　鈴雄の頰ほおが動いていた。

　彼の頭の中では激しい葛かつ藤とうが行われていた。

「まっ気が向いたら午後の授業終わったら俺の所へ来いや」

　斎藤はまるで人生を熟じゆく知ちした古こ老ろうのように意味ありげな笑みを浮かべてみせた。

「人生助け合いだよ。分かるね」
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「人生助け合いだよ。どうやら分かってくれたようだね」

　斎さい藤とうの遠えん慮りよのない笑顔を受けて鈴すず雄おは少しだけ後こう悔かいしていた。

　やはり悪魔サタンの誘ゆう惑わくにまけないでさっさと帰宅した方がよかったかもしれない。

「さあこれを持って校門の所でよろしく頼むよ」

　斎藤から手渡された大きな旗にはへタクソな字でこう書かれていた。

『子育て研究サークル。会員募集中』

「目標五名！　はりきって行こう！　希望者には住所とか電話番号このノートに書いてもらってくれや」




　どだい無む理りな話だったんだ。

　薄暗くなった校門の脇わきに腰を下ろして鈴雄はため息を吐はき出した。

　現在五時三十分。

　鈴雄が校門でこの恥はずかしい旗を振り始めてから既すでに二時間の時が流れていた。

　川の流れのように流れた二時間が無意味に終わったのは手にしたノートが白紙であることから窺うかがえた。

　鈴雄の前をたくさんの人々が通り過ぎていった。

　誰だれも鈴雄には目もくれなかった。

　そのかわり校門を出たすぐの所でＢＭＷのスポーツカーの脇わきに立って歯をキラリとさせている男には皆尻尾しつぽを振って集まっていった。

　小こ麦むぎ色いろで長身なその男は市内の大学生らしくサークルの勧かん誘ゆうをしていた。

　鈴雄はがんばった。

　それなりにがんばった。

　誰も彼を責せめることなぞできないのだ。

　ルックス、学力、その他モロモロ。

　勝ち目のない相手を前に必死に旗を振った鈴雄の姿は素す晴ばらしかった。

　ただその素晴らしさに気がついてくれる女ひとがいなかっただけなのだ。

　そして誰もいなくなった。

　鈴雄は呆ほう然ぜんと座り尽くしていた。

「チクショ～～～」

　珍めずらしく鈴雄は愚ぐ痴ちをこぼした。

「学歴がなんだ！　保父目指して何が悪い！　車持ってなくて何が悪い！　金持ってなくて何が悪い！　人間の価値なんてそんなもんじゃ測れないじゃないか！」

　ひとしきり喚わめくと鈴すず雄おは頭こうべを垂たれた。

　喚いてはみたが鈴雄は理解していた。

　自分の頭が悪いことも。将来性がないことも。

「まあくよくよしててもしょうがないんだけどね」

　立ち直りが早い男だった。

「結局白紙のままか」

　ノートに目を落とす。

　白紙は目が痛くなるくらい白紙だった。

　そんな白紙を見ていると何な故ぜか腹が立ってくる。

　鈴雄はブロック舗ほ装そうされた校門の脇わきに座り、ノートを広げるとボールペンでつらつらと悪戯いたずら書きを始めた。

　昔覚えた絵描き歌なんぞを書き連つらねる。

　そんなお馬ば鹿かをやっている鈴雄の頭上からその声はかけられた。

「何なさってるんですか？」

　鈴雄は顔を上げた。

　ロングヘアの上品そうな顔がそこにはあった。

　清純そうで純情そうで、清せい楚そな感じの少女がそこにはいた。

　鈴雄は胸がドキドキするのを感じた。元来惚ほれやすい質たちなのだ。

　少女はしばし鈴雄の顔を見ていると何かに気がついたかのように口元に笑みを浮かべた。

「もしかして１年Ｋ組の方ですか？」

「え？　ええ」

「なんだぁ。そうだったんですかぁ」

　少女はため息を吐はき出すと、

「今日の授業の時、遅おくれて入ってきた方ですよね」

「って、君もＫ組なの」

「はい」

　少女は茶ちや目めっ気けのあるコケチッシュな笑みを鈴雄に向けた。

「今日鳴なる柿がき児童学専門学校に入学した野の菊ぎく朝あさ香かと言います。現在十八歳。来月十九歳になります」

　礼儀正しくお辞じ儀ぎする朝香。

　いまどきこんないい娘こいますか？

　鈴雄は滂ぼう沱だした。感涙である。

　慌あわてて立ち上がるとこちらもおおげさなくらい頭を下げて言った。

「昨年からワルガキ専でお世話になっている桜さくら咲ざき鈴すず雄おという者です。二は十た歳ちです。でも成人式は来年です」

　早口にまくしたてた後、鈴雄は後こう悔かいの波が押し寄せてくるのを感じた。

　それは伝説のサーファー、まさのりまんでも乗り越えることは不可能だろう。

　落第したことがばればれではないか！

　馬ば鹿かがばれてしまうではないか。

　しかし朝あさ香かは嘲ちよう笑しようの笑みを浮かべたりなどはしなかった。

「じゃあ先輩なんですね。よろしくお願いします」

　再びお辞じ儀ぎをしたのだった。

　ねえあんた。今時こんないい娘こいまっせ？

　鈴雄は道ゆく人々にそう言って回りたい衝しよう動どうにかられた。

「これからもいろいろお世話になると思いますけど。どうか邪じや険けんにしないでくださいね」

　それから朝香は興味深そうな顔つきで鈴雄の後ろの旗に目を向けた。

　そして尋たずねた。

「子育て研究サークルってどんなサークルなんですか？」

「え、ああこれね」

　鈴雄の中の悪あく魔まちゃんがニヤリと微笑ほほえんだ。

　噓うそでもなんでもこいてこの少女をこのサークルに入れられないだろうか？

　しかしすぐに自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　こんないい娘を騙だましてこの下くだらないサークルに入れたところで一いつ体たい何を得るというのか？

　束つかの間まの満足感か？

　一生引ひき摺ずる罪ざい悪あく感かんか？

　鈴雄は心の中でニヤリと微笑んだ悪魔くんをどつき飛ばした。

「一いち応おう子育てを研究するサークルってことになってるけど」

　そこで鈴雄は声を潜ひそめた。

「実際は顧問の教授が奥さんと外食する時とかの子守に使われるだけの意味のないサークルだよ」

「鈴雄さんはどうして入ってらっしゃるんですか？」

「昔、名前を貸してたんだ。そしたら先輩が卒業して知らない間に僕一人になってた。なんか知らないうちに部長ってことになっちゃっててさ。その後は川の流れのように流れて今日に至る」

「じゃあ鈴雄さんしかいないんですか」

「今のところはね。多分これからもそうだろうけど」

「私入りたいな」

「そうそう、普通の人はそう言う……」

　鈴すず雄おは顔面を硬こう直ちよくさせた。

　先程耳に飛び込んできた言葉がようやく脳のう味み噌そに到達したのだ。

「今……なんて言った？」

「入りたいって言ったんです」

　聞き間違いではなかった。

　鈴雄は口をあんぐりと開けた。

「サークルに入れてくれませんか」

　鈴雄は弾はじけ飛んだ。

　一いつ瞬しゆん空気に浸しん透とうした後再び凝ぎよう固こした鈴雄はその頰ほおをつね上げる。

　メッチャ痛かった。

　この痛みは夢ではない証あかし。

　それでも信用できない鈴雄はさらに校門にごんがごんがと頭を打ちつけた。

　やっぱり痛かった。

　それでやっと気がついた。

　これは夢という名の幻まぼろしではないことを。

「あの、本気ですか？」

　鈴雄がおずおずと尋たずねると朝あさ香かは深く深く頷うなずいた。

　その顔に冗じよう談だんとか躊躇ためらいとかそういったものは見られない。

「それじゃ。ここに名前と住所を」

　鈴雄はあわただしい動作で落書きの書かれたページを破りとると、白紙のページを朝香に突き出した。

「あの、ボールペンか何か持ってます？」

「ええ、ああどうぞどうぞ」

　胸ポケットに突っ込んであったボールペンを摑つかむと朝香に手渡す。

　つらつらと名前を書き始める朝香を鈴雄は女め神がみ様さまを見るような目つきで見下ろしていた。

　もしかして、僕はこの訳の分からないサークルに入ってラッキーだったのかもしれない。

　これからこのおしとやかで清純で可愛かわいらしい少女と青春を謳おう歌かする。

　今までの歴史が散さん々ざんたるものである分、鈴雄にとってそれは天国のように思えた。

　鈴雄の頭に駅前のフルーツパーラーで朝香と一いつ緒しよにあんみつパフェをつつく光景が浮かび上がる。

　パラダイスだった。

　地上の楽園だった。

　ブルルルルルルルウル。

　鈴すず雄おの楽園生活は車のエンジン音が空気を振動させるまで続いた。

　鈴雄と朝あさ香かは反射的にそちらへ目を向けた。

　校門の前に一台のスポーツカーが止まっていた。

　車関係にはうとすぎるほどうとい鈴雄にその車がどのメーカーのなんていう車種なのかは判断できなかったが、これだけは言えた。

　そんじょそこいらの学生が通学用に使っているにしては高価過ぎる代しろ物ものなのだ。

　鈴雄はいやな予感がした。

　先程までここでサークルの勧かん誘ゆう活動をして馬ば鹿かな女共をかっさらっていった人さらいの乗っていた車とよく似ているのだった。

　ドアからジャニーズ系の二枚目長身男が出てきた瞬しゆん間かん鈴雄は確信した。

　こいつが何のために車から出てきたのかを。

「やは」

　歯をキラキラさせつつ男は朝香に近寄ってくる。

　鈴雄の手の中にリボルバーがあったならば迷まよわず引ひき鉄がねを引いちゃったかもしれない。

　が、鈴雄の手の中にはくしゃくしゃとなったノートのみ。

　男は朝香の前に立つとざ～～とらしく笑った。

「僕は隣となり町まちの森もり本もと中央医療大学の三年で森本秀ひで人とっていうんだけど。君、テニスサークルに入らない？」

　名門だった。

　鈴雄ごときの学力では片足をかけるのも不可能だろう。

　うっせーこの歯に豆電球埋うめ込こんだよ～～な野や郎ろう。人が話してる時にしゃしゃり出てくるんじゃねえよ。常識ってのを考えろよ！

　なんて心で叫ぶがとても実際に口にするようなことはできない。

　恐こわいから。

　臆おく病びようだから。

　自分に引け目を感じてるから。

　そんな鈴雄を後しり目めに、森本は聞かれもしないのにぺらぺらと続けた。

「まあ一いち応おう、理事長の孫で親父は病院の院長なんだ」

　何が理事長の孫で親父は病院の院長だよ。僕のじいさんの名前は次郎長っていうんだぞ。しかも父さんはひどい便べん秘ぴ性しようなんだぞ。僕は次郎長の孫で親父は病院で浣かん腸ちようだぞ！

　怒いかりのあまりか訳の分からないことを頭の中で呪じゆ文もんのように繰り返す鈴雄。

「将来は僕も医者になろうかな～～～って考えてる」

　森本はハハハハハハと笑った。

　確かにそこには通俗的なかっこよさがあった。

　鈴すず雄おが何百年かかっても追いつけないものがそこにはあった。

「というわけなんだ。僕達のテニスサークルに入らないかい？　週に二回、うちの大学のテニスコートでやるんだ。先輩後輩の区別もないし年に二回、親しん睦ぼくを深めるため軽かる井い沢ざわの僕の別べつ荘そうで合宿するイベントもあるんだ」

　負けた。

　鈴雄はがっくりと頭こうべを垂たれた。

　格の違いというものを思い知らされた。

　自分は別荘どころか車すらない。

　森もり本もとが今着ているような洒落しやれた服も、高そうな腕時計も、キラリと光る歯すら持っていない。

　クールなボイスも持っていなければ身長もない。

「さぁとりあえずどこか喫茶店にでも行こうか？　そこで話をしよう」

　森本は強ごう引いんに朝あさ香かの腕を摑つかんだ。

「あの、申し訳ございませんが私今、こちらの方とお話を」

「いいじゃないですか。そんな人」

「でも」

「さぁ」

「でも」

　朝香は抵てい抗こうの素そ振ぶりを見せている。

　さすがに鈴雄もここで黙だまって見ているわけにはいかない。

　ここで黙って見ていたらオチンチンを切り落とされても文もん句くは言えない。

　ワルガキ専の男はやっぱりなよなよした奴やつばかりだと後ろ指差されてしまう。

「ちょっと待ってくださいよ」

　鈴雄は勇気を振り絞しぼるとその二枚目に近寄った。

「なんだね君は」

　森本が向けた視線。

　それは侮ぶ蔑べつだった。

　自分より頭悪い奴、自分よりも金持ってない奴、自分よりもルックスが劣おとる奴、自分よりも身長が低い奴。

　悲しいことに全すべて当てはまっていた。

　鈴雄は途と端たんにおよび腰となる。

　一度は上がった勇気バロメーターがぐぅぅぅぅぅんと下がった。

「いえ、そのあの。その。彼女嫌いやがっているようだし」

「子育て研究サークル？」

　森本は馬ば鹿かにしたような目でそのおめでたい旗を一いち瞥べつした。

「こんなサークルより僕達の所の方が面白いよ。君も入るかい」

　森もり本もとは鈴すず雄おの頼りない背せ格かつ好こう、ひ弱な手足を一いち瞥べつして、

「ちょっと君には無む理りかなぁ。あんまし運動できる方じゃないだろ」

　なんて笑いやがった。

　高校時代体育の授業中テニスの硬球を顔面で受けとめて血ち塗まみれになった苦にがい経験を持つ鈴雄は言い返したくとも返せない。

「さ、車へどうぞ」

　さらわれてゆく朝あさ香かを鈴雄は唇くちびるをへの字に曲げつつ涙目で見つめた。

　どうして世の中はこんなにも不公平なのだ。

　そう自問しつつ。

「あ～～～～～～もう我が慢まんできない！」

　突とつ如じよ、そんな叫び声が響いた。

「ざけんじゃないわよ！　このスケコマシ野や郎ろうが！」

　鈴雄が吐はき出したい言葉を代だい弁べんしてくれる人物がいた。

　初め鈴雄はそのパンチの利きいた言葉が誰だれから発声されたのか分からなかった。

　女の声だった。

　自分ではないことは確かだ。

　当然森本でもないだろう。

　辺あたりに人影はない。

　と、いうことは…………。

　鈴雄は信じられないといった顔で朝香の後ろ姿を見つめた。

　朝香は森本の手を振り解ほどいた。

「あんたのような馬ば鹿かの魂こん胆たんなんかとっくに分かってるのよ」

　やはり朝香だった。

　森本も呆ぼう然ぜんと目をぱちくりさせている。

「あわよくばどっかのホテルに連れ込んで×××で×××で×××んなことまでやらせて、ついでに△△△で△△△なら△△△しようとでも考えてるんでしょ」

　横で聞いていても頰ほおが赤くなってしまうような言葉を連れん呼こする朝香。

　髪かみをかき上げた朝香の顔が垣かい間ま見える。

　そこには清純とか清せい楚そとかそういった類たぐいの言葉は見られなかった。

　動物的で攻撃色の強い瞳ひとみの光が鈴雄にも確認できる。

「さっさとその玩具オモチヤに乗り込んで猿さる山やまへ帰りなさいよ。怪け我がしないうちにね」

「な、な」

　森本は口をぱくぱくさせた。

　突とつ然ぜんの朝あさ香かの豹ひよう変へんぶりに言葉を失っているのだ。

「それにしても下くだらないものに乗ってるわね」

　朝香はツカツカと車に近寄ると踵かかとを振り上げてそのドアに強きよう烈れつな蹴けりを入れた。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　森本が叫び声を上げて蹴りを入れられた部分に飛びついた。

　そして絶望的な声を上げた。

「傷がついてる！」

「傷がこわけりゃこんなものに乗らなきゃいいのよ。いやがる女の子を無む理り矢や理り車に乗せようとする。それが悪い事だってことくらい幼稚園生でも知ってるわよ」

　森本は歪ゆがめた表情を朝香に向けた。

　一いつ旦たん理性が切れるとこの手のタイプは錯さく乱らんするのだろう。

　拳こぶしを握にぎり締めて朝香に向かった。

　危ない！

　鈴雄が慌あわてて飛び出したがそれは必要なかった。

　朝香は只ただものではない身のこなしでその拳をするりと躱かわすと軽く身を屈かがめた。

　チ～～～～～ン。

　手を合わせたくなるようないい音が響いた。
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　朝あさ香かの強きよう烈れつなひざ蹴げりが男のとっても大切な部分を直撃したのだ。

　森もり本もとは自分のお守り袋を両手で押さえつつ顔面蒼そう白はくの状態でその場にへたりこんだ。

「女の子に暴力を振るおうとする。最低の男よね」

「ぐぐぐっくく」

　森本は体を引ひき摺ずるようにして車へ乗り込む。

　苦く悶もんの表情のままエンジンをかけた。

「覚えてろよぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　痛みを押し殺しての叫びか、掠かすれた捨すて台詞ぜりふが四月の清すが々すがしい空気を駆け抜けていった。

「どこいってもああいう馬ば鹿かな男っているのよね」

　朝香はポケットから取り出したゴムバンドで長い髪かみを束たばねた。

　活発さに拍はく車しやがかかる。

「さてと」

　朝香は肩越しに振り返って鈴すず雄おを見た。

　その鋭するどい目つきに、鈴雄は戦せん慄りつした。

　彼女が先程までのお人形さんのような少女と同一人物とはとても思えない気き迫はくというものがあった。

「あんな奴やつに比べたらあんたの方が多少はマシだけど」

　そこで朝香は鼻をフンと鳴らした。

「情けないわね。それだからワルガキ専の男はオカマだって言われるのよ」

　刃は物もののような鋭い言葉は鈴雄の心臓をグサリと貫つらぬいた。

「さてと、鈴雄とかいったわね」

「は、はい」

「俺おれさあ。こんな形でも一いち応おう保母さん目指してるのよ」

「はぁ」

「でもさ。学生時代から馬鹿やってたような保母さんなんて世間が認める思う」

「さぁ」

「だから徹てつ底てい的てきに猫ネコかぶろうって決めてたわけ。でも意い図としてできるもんじゃないわね」

「はぁ」

「止めた止めた！　猫かぶるの止めたわ。たった一日でもうこりごり。十年分くらい疲つかれた」

　朝香は大きく伸のびをした。

「下へ手たな猿さる芝しば居いなんて疲れるだけって分かっただけでも今日一日は無む駄だじゃないわ」

　朝香は言いたいだけ言うともう一度伸びをした。

　鈴雄はというと最初抱いていた朝香のイメージと現実のギャップにいまだ精神の安定が保たれていない。

「それじゃ」

　朝あさ香かは右手を突き出した。

　鈴すず雄おは埴はに輪わのような顔をしている。

「男ならシャキッとしろよシャキッと！」

　朝香は強ごう引いんに鈴雄の手を握にぎると上下にぶんぶんと振り回した。

　そして鋭するどい目を鈴雄に見み据すえたまま、

「俺おれの名前言ってみな？」

「はぁ」

「俺の名前だよ」

「朝香……さん」

「呼び捨てにしろよ。覇は気きがないんだよ。鈴雄には」

「朝香……」

「一回呼んでみれば勇気が出るもんなんだよ。分かったか？」

　朝香はニヤッと微笑ほほえんでみせた。

「特別だぜ。一いち応おうお前はこの町で最初に出来た知り合いだからな」

　朝香は肩をいからせながら家路についた。

「あばよ。鈴雄」

　軽く手をあげて。

　なんて男らしいの、と母性本能に目覚めたワルガキ専の男子学生が目にハートを浮かべてしまうほど格かつ好こうよかった。

　朝香が保父母採用試験に合格したならば将来どのような保母になるんだろう？

　想像しただけで末すえ恐おそろしいものを感じる鈴雄だった。
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　電車に揺られて三十分。

　駅から歩いて十五分。

　崩くずれかけた学生寮へと向かっているのである。

　もっとも学生寮とは名ばかり、実際そこに生息している奴やつらは社会人ばかりだった。

　食堂は一応あるのだが利用者が少ないため最後に食事が作られたのは数年前という状況だ。

　玄関で靴を脱ぐ鈴雄はパタパタ音をたててやってきた管理人の老人に不思議そうな目で見られた。

「桜さくら咲ざきさん。忘れ物ですか？」

「忘れ物？」

「荷物はとっくの昔に業者の人が運んで行きましたよ」

「はぁ？」

　困こん惑わく気味にそう返す。

「確か部屋はカラッポだったはずだけどなぁ」

「ちょと待ってください」

　不可解な老人の言葉の連続に、鈴すず雄おは待ったをかけた。

「何を言ってるんですか？」

「何って、引っ越しですよ引っ越し」

「誰だれの」

「桜さくら咲ざきさんのですよ」

　鈴雄はしばし呆ぼう然ぜんとした。

　それから噴ふき出した。

「何言ってるんですか管理人さん」

「あぁ鍵かぎはいいですよ。この機会に部屋の鍵は替かえたから。最新式のタイプのえ～となんていったかな。鍵の形がこう四角くて」

「僕が引っ越し？　冗じよう談だんは止めてくださいよ」

　老人の深く刻まれたシワに冗談という文字は埋うまってなかった。

「もしかしてどこかで頭でも打ちました？」

　心配そうに尋たずねる鈴雄。

「まぁ、何か忘れ物があるんだったらもう一度部屋を見てってくださいよ。もう明日には次の入居者が来るんですから」

　老人はスタスタと歩き始めた。

「ちょっとちょっと」

　鈴雄は老人の後を追って二階の自室へと向かう。

「何もなかったはずですがね」

　老人はぼそぼそと呟つぶやきながら鈴雄の部屋の鍵を開けた。

　やっぱり病院へ連れていった方がいいんだろうか？

　鈴雄は真しん剣けんにそんなことを考えた。

「さあ、確かめてください」

　開かれた自室を見た時、鈴雄の目の玉が軽く一メートルほど飛び出した。

　何もなかったのだ。

　見事に何もなかったのだ。

　ベッドも、使っていない机も、知り合いから安く買ったテレビも、バイトして貯ためた金で買ったビデオデッキも。

　鈴雄はすかさず辺あたりを確認した。

　階段を上った左。

　間違いなく自分の部屋だった。

「今日、妹さんが来てね。最後の家や賃ちんとかは払っていってくれましたよ」

　妹だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

　鈴すず雄おは不自然にピクピクする目ま蓋ぶたを老人に向けた。

「い、妹って」

「可愛かわいらしい妹さんでしたよ。なんでも新しいアパートでお兄ちゃんと一いつ緒しよに住むんだとか。とても楽しそうでした」

「その妹が、僕の荷物を」

「ええ」

　老人は頷うなずいた。

　自分が何か変なこと言いましたかって表情だ。

　さらに質問を浴びせかけようとする鈴雄を、突き出された二本の大根が制した。

「聞いたよ。鈴雄ク～～ン。突とつ然ぜん引っ越すなんて薄はく情じようじゃないか。あ、これお餞せん別べつ」

　八や百お屋やで働いてるマサさんだった。

　それから入れ代わり立ち代わり魚やら果物やらが鈴雄の前に突き出される。

「それじゃ鈴雄君。元気でね～～～～～～～～～」

　皆の熱い見送りを鈴雄は呆ぼう然ぜんと見つめていた。
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　あの想像を超える出来事から一時間が過ぎていた。

　うす暗い中、鈴雄は真新しい六世帯入居のアパートを前に立ち尽くしていた。

　管理人の老人から渡された新住居の住所をたどって来たのである。

　不自然なくらい真新しいそのアパートの入り口にはこう書かれていた。

『コスモス荘』

　餞別の詰まった袋を舗ほ装そうされた細い道へ置くと鈴雄はごくりと唾つばを飲み干した。

　いままで脳のう味み噌そがカオス状態でフラフラしていたがやはりおかしなものはおかしい。

　居もしない妹の存在。

　知らない間に引っ越し。

　不自然だった。

　とてつもなくおかしかった。

　鈴雄はコスモス荘のちょうど真向かいに公衆電話があるのに気がついた。

　鈴雄は電話に駆け寄ると、最後の望みをかけてその受話器を取った。

　落第の際、何度か電話で相談したことがあったためその番号を覚えていた。

　長なが野の県の姉である。

　プルルルルルル。プルルルルルルル。

　鈴すず雄おは息苦しさを感じながら待った。

　耐たえ切れない不ふ可か解かいさに押しつぶされそうになるのを持ち堪こらえながら。

『もしもし』

　わりと奇き麗れいな声が受話器の向こうから響く。

「ああ、姉ちゃん」

　鈴雄は急せき込んで言った。

『鈴雄？　どうしたの？』

　鈴雄の実の姉、桜さくら咲ざき鈴すずはいつもと変わらないのほほんとした口調で答える。

『保父母採用試験のこと？』

　鈴雄は受話器の前にもかかわらず首を振った。

『違うんだ姉ちゃん』

　鈴雄はそこで深呼吸をすると決意をかましたかのように表情を固くした。

　そして便べん秘ぴをひねくり出すように一言一言。

「僕達に、妹って…………いたっけ？」

『何馬ば鹿かなこと言ってるのよ』

「そ、そうだよな。はは。馬鹿なことだよな」

　鈴雄は拳こぶしを握にぎり締めるとヨッシャァってポーズをかました。

　そうだよ。僕はおかしくなかった。僕はおかしくなかった。おかしくなかったんだ。

　しかし続いて受話器から響いた姉の声は鈴雄を地じ獄ごくへと突き落とすものだった。

『小こ鈴すずのことでしょ』

　鈴雄は地獄へ落ちた。

　不可解という地獄の鬼オニ達が鈴雄を針の山へと急き立てる。

『そういえば小鈴あんたと一いつ緒しよに住むんだって。昔からお兄ちゃん子だったからね。小鈴は』

「はは、ありがとう。それから最後に聞くんだけど、姉ちゃんここ数時間以内に台所でこけて頭を打ったとかないよね」

『ないよ』

　絶望的だった。

「ありがとう」

『どういたしまして。ちゃんとピアノの練習しなさいよ』

　姉の声援を受け、鈴雄は受話器を置いた。

　どうやらこの異変は自分の想像を超える範囲で浸しん透とうしているらしい。

　考えられる可能性は二つ。





　①僕がおかしいのか？

　②僕以外の全すべてがおかしいのか？






　迷まよわず②をマークしたいところだがどうにも鉛筆を握にぎった手が震ふるえる。

　鈴すず雄おはここ数十時間に自分が頭を打ったかどうかを思い出した。

　結論はＮＯと出た。

　自分は頭など打ってはいない。

　自分は真マ面ジなはずだ。

　自分は正常なはずだ。

　鈴雄は頭の中で自問しつつ緩かん慢まんとした動作でコスモス荘へ近寄った。

　新築したばかりでまだ入居者が決まってないのだろう。

　一階は空からっぽだった。

　鈴雄は真新しい階段をとばとぼと上った。

　鈴雄はとぼとぼと剝むき出しの二階通路部分を歩いた。

　端はしまで到着した鈴雄は思わず涙した。

　発見してしまったのだ。

『桜さくら咲ざき』というプレートを。

　五号室だった。

　四と六は、空っぽだった。

　鈴雄は引き返すと五号室の扉ドアの前に立った。

　手の中の紙にもコスモス荘、五号室と書かれている。

　これが未知との遭そう遇ぐうって奴やつだ。

　もしここを開けた途と端たん、女の子がお兄ちゃんとか言って出迎えてくれたら、自分は間違いなく記憶喪そう失しつ症しように違いない。

　早いところ病院へ行かなくては。

　鈴雄はドアノブに手をかけた。

　それでも決心がつかないのか手に力が入らない。

『男ならシャキッとしろよ！』

　何な故ぜか朝あさ香かの言葉が頭を貫つらぬいた。

　鈴雄はとりあえずその場でシャキッとしてみた。

　それでも決心はつかなかった。

「あぁぁぁ」

　鈴雄が頭を抱かかえ込んだ瞬しゆん間かん。

　扉ドアが内側から開かれた。

　そして飛び出してきた活発そうな小学生くらいの少女は鈴すず雄おを見上げて顔を綻ほころばせたのだった。

「お帰り。お兄ちゃん」

　絶望だった。

　これで確定してしまったのだ。

　自分が記憶喪そう失しつだということに。

　鈴雄は踵きびすを返すと階段へ向かおうとした。

「ちょっとちょっと」

　少女が鈴雄の手を摑つかむ。

「どこへ行くんですか？」

「止めないでくれ。お兄ちゃんは記憶喪失なんだ。お前のことが何も思い出せないんだ。これから病院へ行ってくるんだ」

「ちょっと待ってくださいよ」

「前々から僕の脳のう味み噌そはトコロテンだとは思っていたんだ。さぁ僕を病院へ行かせてくれ。初期治ち療りようが大切なんだ」

　鈴雄にズルズルと引ひき摺ずられながら少女は喚わめいた。

「待ってください。待って！　わけを話しますから」

「早くしないと今度は別の家族のことまで忘れてしまうかもしれない」

「だから待ってください！」

「実の妹のことすら忘れるなんて僕はなんて男なんだ」

　自じ虐ぎやく的てきに喚く鈴雄に少女は声を張り上げた。

「私はあなたの妹じゃありません！」

　鈴雄は足を止めた。

　ゆっくりと少女に顔を向ける。

　そして糞くそ真ま面じ目めな顔で尋たずねた。

「それじゃあ僕の妹はどこにいるんだ？」

　少女はカクンと頭を落とした。

「最初からあなたに妹なんていませんよ！」

　少女はそう叫んだ後、ハッと口を押さえて辺あたりをキョロキョロと見渡した。

　辺りに自分たち以外誰だれもいないのを確認してホッと息を吐はき出す。

　少女は顔を上げると歯切れのいい声で言った。

「ご説明します。桜さくら咲ざき鈴雄様。私はタンポポ・トコドッコ・ポポール。タンポポと呼んでください」

　少女は鈴すず雄おの手を握にぎると莞爾につこりと微笑ほほえんでみせた。

　鈴雄は余よ計けい状況が飲み込めないという地じ獄ごくへ突き落とされたのだった。













　第二章　特別モニター
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　室内では見覚えのある家具たちが、まるで何百年も前からそこにいたかのように座りこんでいた。

　狭せまいながらも台所、風ふ呂ろ、トイレ、すべてが分割されているアパート。部屋の数も一つではない。洗せん濯たく物ものを干せるベランダだってついている。

　まだ子供の小さな夫婦なら十分問題なしに暮らせるスペースだろう。

　鈴すず雄おはリビングのちゃぶ台の前に座り、タンポポと名乗る少女に入れてもらった玄げん米まい茶ちやを飲み干した。

　それから眉み間けんにシワを寄せると首を傾かしげつつ困こん惑わく気味にその言葉を口にした。

「特別モニター？」

「そうです。あなたはこの度たび、株式会社オタンコナスの開発した新製品のモニターとして選ばれたんですよ」

　タンポポはどこからかクラッカーを取り出すとパンパンとならした。

「おめでと～～～」

　一人盛り上がるタンポポを前に、鈴すず雄おはポカンとした。

　はいそうですか。それはラッキー！　なんて素直に喜べないのだ。

　それはあまりにもタンポポの説明が常識を超えていたからである。

「つまり……」

　鈴雄はこめかみをポリポリっと搔かくと苦にが笑わらいを浮かべつつ言った。

「君はその宇宙………からやってきたって言うのか？」

「そうです」

　タンポポはコクリと頷うなずき、誇ほこらしげに薄い胸をはった。

「株式会社オタンコナスは小さいながらも良質の玩がん具ぐを提供し続けている素す晴ばらしい企業です。私はその新製品開発プロジェクトチームで外装デザインを担当しました。なおこの度たび、モニター補ほ佐さ、モニターの健康管理、その他モロモロの業務をこなすよう辞じ令れいを受けここにやって来ました」

「で、君が言うには、母さんや姉さんの記憶を操そう作さしたと」

「はい。関係のない男女が共に生活するのは大変奇き妙みような行為だと聞いたので、いろいろと下準備をしました。この星では私はあなたの妹ということになっています。当然表向きは小学生ですから学校にも通います。私が撤てつ退たいする時には元通りにしていくのでご心配なさらないでください」

　タンポポは手元のランドセルから紙の束たばを取り出した。

「それじゃあ、ここの所にサインをお願いします」

　ちゃぶ台に分厚い紙の束が広げられる。今まで見たこともないような図形やら文字やらでびっしりと埋うめ尽つくされている。

「すいません、日本語訳を作っている暇ひまがなかったんです。質問があったら言ってください。私が説明しますから」

「ちょっと待ってくれよ」

　鈴雄は無む理り矢や理り握にぎらされたボールペンを音をたてて置いた。

「僕はやるなんて言ってないぞ」

「え？　だってあなたはこの間、モニターを引き受ける意志があると返事をなさったじゃないですか？」

「知らんぞ」

「一月ほど前、郵便が送られてきたはずですよ。あなたからの返事は」

　鈴雄は沈ちん思しした。

　そういえば一月ほど前、何か妙な手紙が送られてきたような記憶がある。

　金になるならと適当に丸を書いて返事をポストに投げ入れた覚えもある。

「もうあなたに決めちゃったんですよ。そのために記憶操そう作さとかお金のかかることも実行しましたし新製品の規格、サイズ調整もあなたに合わせてしまったんです。代わりはきかないんです。お願いします」

「お願いしますって言われてもなぁ」

　信しん憑ぴよう性せいに欠かける少女の話。

　しかし記憶操作なんて普通の小学生に出来ることではないだろうから少女が何かしら特別な存在なのは頷うなずける。

　しかし怪あやしげな新商品のモニターなんぞを引き受けて僕に明日があるのだろうか？

　うんうんと思し案あんする鈴すず雄おにタンポポは言った。

「もちろんモニター料はお支払いしますから」

　鈴雄のこめかみがピクリと動いた。

「モニター料？」

　ずいっとばかしに躙にじり寄る。

「え、ええ」

　少し引き気味ながらタンポポは頷いた。

「ただうちの会社そんなに大きくないし、本当を言うと結けつ構こう赤字なんですよ。だからそんなに多くはないんですけど」

「ちなみにどれくらい」

「とりあえず引き受けてくだされば契約金１０００クリリウム。それからは一月５００クリリウム。特別手当もあります」

「クリリウム？」

「ちょっと待ってください。今、日本円に換かん算ざんしますから」

　タンポポは同じくランドセルから電卓を取り出すとピコピコ始める。

「１クリリウムの価値が今のレートだとこれくらいだから」

　何な故ぜ宇宙金融業界に地球の金融レートが関係あるのかよくは分からなかったが鈴雄は目を輝かせてタンポポを見つめていた。

　今までアルバイトをしていた喫茶店が休み明け帰ってきてみると見事に潰つぶれていたのだった。

　今は新しいバイトを探している最中。

　モニター料として月一万か二万貰もらえればこれほど助かることはない。

「え～～～と」

　計算を終えたタンポポが口を開いた。

「不況不況とは言われても日本円は価値が高いですからね」

　タンポポはもう一度計算をし直すと、

「契約成立金が千百八十六万円。月支給額が五百九十三万円ってところですか」

　鈴すず雄おは我が耳を疑った。

「せんひゃくはちじゅうろくまんえん？」

「そうです」

「せんひゃくはちじゅうろくえんじゃなくて」

「千百八十六万円です」

　鈴すず雄おの脳のう味み噌その中を幸せのお札さつ鳥どりが大たい挙きよして横切っていった。

「ただこちらの都つ合ごうでお支払いはモニター期間が終わってからということになりますが。あぁ、それまでの家や賃ちん、光熱費その他モロモロ。あなたに関する金額は経費として出させていただきます」

「ここの家賃も！」

「ただしこちらの要よう請せい以外で製品を無断使用した場合、それに関かかわる電力は個人負ふ担たんとなりますが」

「やりましょう」

　鈴雄は深く頷うなずいた。

　素す早ばやくボールペンを握にぎるとさっさと自分の名前を書く。

「拇ほ印いんをお願いします」

　言われるままに鈴雄は薄いプレートに親指を押しつけた。

　エメラルドブルーの光がプレートを走り指し紋もんが焼き付けられる。

「さてと、これで契約が成立しましたね」

　タンポポは満足げに頷くとまた赤いランドセルに手を突っ込んだ。

　そして細長い金属の箱を取り出す。

　とてもそれまで小さなランドセルに入っていたとは思えない大きさだった。

　もしかしたらランドセルの中身は異い次じ元げん収納庫となっているのかもしれない。

「どうぞ」

　鈴雄は箱を受け取ると別べつ段だん警戒する色も見せずそれを開いた。

　ベルトだった。

　しかも普通のベルトではなかった。

　昔、テレビでこんなような物を見たことがある。

　まもなく鈴雄は気がついた。

「そうか、変身ベルトなんだ」

「よく分かりましたね」

　タンポポは感かん嘆たんの声を漏もらした。

「そうです。これは変身ベルトです」

　なるほど。

　さすが銀河に名高い玩具オモチヤ会社。

　鈴雄は玩具玩具した恥はずかしいデザインに顔をしかめた。

「もしかしてこれを着けろと？」

「はい」

　当然いやな気分もあったが少女の話が本当ならばこの玩具の性能を試すだけで大金を手にすることが出来るのだ。

　立ち上がりズボンの上からベルトを装そう着ちやくする。

　カチッ。

　装着音とともにベルトは軽く空気を振動させるような音を立てた。

　やっぱり玩具玩具している。

「私がデザインしました」

　タンポポは誇ほこらしげに言った。

「へえ」

　少女が幼よう稚ちなのか、それとも宇宙人が全すべて幼稚なのか、それは分からない。

「で、僕は何をすればいいのかな」

　鈴雄の問いにタンポポは即答した。

「戦っていただきます」

　沈ちん黙もくした。

「どうかなさいましたか？」

　何の前ぶれもなく襲ってきた沈黙にタンポポは小首を傾かしげる。

「いや、なんか戦えって聞こえたような気がしたんだけど」

「ええ、戦っていただきます」

　鈴雄は恥はずかしいベルトをしたまま立ち尽くした。

「よく状況が飲み込めないんだけどさ」

「最初にお送りした手紙にホログラフィーデーターを添てん付ぷしておきましたが拝見なさってませんか」

　鈴雄はコクコクと頷うなずいた。

「先程言いませんでしたか？」

「いや、僕はこの玩具のモニターをしろとしか聞いてない」

「玩具なんかじゃありませんよ」

　タンポポは憤ふん慨がいしたかのように頰ほおを膨ふくらませた。

「それはドッコイダー変身ベルトです」

　玩具オモチヤとしか思えないネーミングだった。

　阿あ呆ほうのように口を半開きにする鈴すず雄おにタンポポは息を吐はき出した。

「それじゃあご説明致します」

　タンポポは空からとなった鈴雄の茶ちや碗わんに茶を注ぎ込んだ。

「どうぞ」

　鈴雄はとりあえず腰を下ろすと茶を一いつ杯ぱい。

　タンポポは鈴雄の喉のどがゴクリと音を立てるのを待ってから口を開いた。

「今から二百三十八年前、星系ごとにバラバラだった警察組織が統一されました。こうして設立された銀河連邦警察機構は宇宙の秩ちつ序じよを守るため、数々の犯罪に対たい処しよしてきました。しかし多発する凶きよう悪あく宇宙犯罪に対してどうしても強力な武装警察隊、ＡＰが必要となったのです。そのため銀河に散らばる数多の企業にパワードスーツの開発を要よう請せいしたのです。もちろん公式採用されればその会社は巨万の富を得るでしょう。何千何万という企業が研究、開発し、そして発表しました。そして最終審しん査さに二つの会社が残ったのです」

「なんかいきなり関係のない話になったような気がするんだけど」

「ですから、その最終審査に残ったのが私の会社なのです」

「君の会社は玩がん具ぐ会社じゃないのかい？」

「初の試みでした」

「ふ～～～～～～ん」

　鈴雄はひとしきり頷うなずいてから言った。

「で、最終審査はどうなったの？」

「審査委員長から言い渡された最終審査の方法は過か酷こくなものでした」

　タンポポは遠い目をして言った。

「はるか彼方かなたにある未開の星。二つの会社はそれぞれその星に住む知的生命体を一匹選びその生物にパワードスーツを与えます。そして審査委員会が用意した宇宙犯罪者を幾いく名めい逮たい捕ほできるか。それを競きそわせるのです」

「へえ」

「審査委員会は特別牢ろう獄ごく惑わく星せい、アバシリーから投獄中の超Ａ級犯罪人を三名、その星へ送り込むそうです。二匹のモニターには彼らを逮捕すべく死し闘とうを繰り広げていただき、最終的に逮捕者が多かった方のパワードスーツが採用となるのです」

「そいつは大変だ」

「ええ。事前の訓練も何もが禁じられてました。より公平を期すためこのような未開の星を選んだのでしょう」

「どこの世界でも生き残り競争ってのは大変なんだなぁ」

　鈴雄は感かん慨がい深く腕を組んた。

「で、その話と僕に一いつ体たいどんな関係があるんだい」

　驚くほど察さつしが悪い男である。

　タンポポは頭に重おもりが乗っかるような感覚を覚えた。

　なんとか鉛なまりのように重い頭を持ち上げたタンポポは、子供に相そう対たい性せい理論でも説明するかのごとく一言一言区切るようにして言った。

「ですから、あなたが今装そう着ちやくなさっているのが、私の会社が開発したパワードスーツなのです！」

　鈴すず雄おは腰のベルトに目を落とした。

　間違ってもパワードスーツなどには見えない。

「またまたまた。冗じよう談だんでしょ」

　へらへらと笑ってみせるがタンポポは真しん剣けんな表情だった。

「冗談じゃありませんよ。審しん査さ委員会は太陽系第三惑わく星せい、地球。小さな島国、日本。神か奈な川がわ県の中なか空そら町まち。そこを審査会場に選びました。株式会社オタンコナスでは肉体的に健康な二十歳前後の中空町住人をピックアップし、厳げん正せいな審査、抽ちゆう選せん、占うらない、くじびき、あみだくじの結果あなたに決定したのです」

「つまり、君の言ってることを総合的に判断するとだな」

　鈴雄は唇くちびるのはしっこをヒクヒクさせつつ、

「僕はその宇宙犯罪人とかいう連中と戦わなくちゃいけないってゆ～～ことかい？」

「やっと分かっていただけましたか」

　タンポポは安あん堵どの息を吐はき出した。

　鈴雄は引きつった笑顔のまま目の前の可愛かわいらしい少女の顔を見続けた。

　タンポポもニコニコ。

　鈴雄もニコニコ。

　なんとも和なごやかな空気が流れた。

「いやじゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　鈴雄は喉のどの奥からほとばしる絶ぜつ叫きようを発した。

「絶対いやじゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

「いやと言われましても」

「辞じ退たいじゃ辞退。僕は止めるからな」

　金は惜おしいが命はもっと惜しい。

　金と命の天てん秤びんは当然命の方に傾く。

　鈴雄はきっぱりと辞退の意志を示すとすぐにそのベルトに手をかける。

　必死にそれを外はずそうと試みるのだが…………。

　外れなかった。

　鈴すず雄おがいくら引いてもそのベルトは外はずれる気け配はいを見せない。

　なんとも強情なベルトだった。

　それでも諦あきらめずにベルトをうんうんと引っ張る鈴雄にタンポポは気きの毒どくそうに言った。

「残念ですけど。そのベルトはそう簡単には外れません」

「あんだって」

「すでに契約が成立している今、勝負がつくまでは外れないようになっています。あ、心配しなくても防水加工はしてますから」

「んな」

「諦あきらめて戦ってくださいよ」

「僕はいやだからな！」

「お願いしますよ鈴雄さん」

「いやなもんはいやなんだ！」

「こんな体験できるのはあなたとそしてもう一人しかいないんですよ。貴き重ちような体験ですよ。あなた英雄になれますよ」

　タンポポは煽おだてるように鈴雄を持ち上げた。

「地位とか名声とかお金とかそういったものは命に比べると紙切れのようなものなんだよ！」

　さすがに馬ば鹿かの鈴雄もそう簡単には持ち上がらなかった。

「鈴雄さん！」

　タンポポがそう叫んだ時だった。

　タンポポの赤いランドセルからピーピーという電子音が響いたのは。

「わ！　わ！　わ！」

　タンポポは慌あわててランドセルに手をつっこむと中から小さな白い塊かたまりを取り出した。

　卵形をしたそれは今いま更さら説明するまでもないだろう。

　少々、ブームの時期は過ぎているが間違いなくタマゴッチだった。

　タンポポは素す早ばやい手つきで三つのボタンを押す。

　まるで法則があるかのように親指を器用に動かし続けている。

　鈴雄とて現代に生きる馬鹿。

　タマゴッチくらい知っている。

　一年くらい前、旅行に行く姉のタマゴッチを預かってしばらく子守りをしたことだってあるのだ。

　しかし………。

　エサを与えるにしても、ウンコを掃除するにしてもあのような素早い指さばきが必要なのだろうか？

　鈴雄の目の前でピコピコタマゴッチを操そう作さするタンポポ。

　途と端たん、タマゴッチのディスプレイ画面から薄い光が漏もれた。

　そしてそこに浮かび上がる白はく衣いの老人。

　見事なまでの白はく髪はつが風になびいていた。浮かび上がったホログラフィーの老人は彫ほりの深い笑みを浮かべた。

『ふふふふ』

　音声は下のたまごっちから出ているのだが驚くほど違い和わ感かんはない。

『ワシはドクター・マロンフラワー。二つの企業に雇やとわれた愚おろかなる地球人よ。聞いておるか？　ワシはこれから三丁目なんじゃえ横町において最初の行動を開始する。無む論ろん最終的にはこの町、いやこの星を征せい服ふくするつもりじゃ。もしワシと戦う勇気があるのならば来るがよい。勇気があるのならばな。待っているぞ』

　もともと向こうから発せられた一方的な通信だったのだろう。一方的に通信は消えた。

「今のはなにっち？」

　なんともおまぬけな質問をする鈴すず雄おの隣となりで、タンポポは表情を固くしていた。

「なんてことなの。Ａ級犯罪人を無罪と引き換えに派は遣けんすると言っていたけど。まさかドクター・マロンフラワーだなんて」

「そんなに恐おそろしい犯罪人なのか？」

「超Ａ級犯罪人、マロンフラワー。彼に目を付けられて無事にすんだＵＦＯキャッチャーとコンビニキャッチャーはありません」

　タンポポが乾いた唇くちびるを湿しめらせる。

「さあ、鈴雄さんの出で番ばんです」

　タンポポが目を向けると、鈴雄は何やらふろしきに物を詰めて逃げる準備をしていた。

「鈴雄さん。何をなさっているんですか？」

　タンポポは少々語尾を震ふるわせつつ尋たずねた。

「逃げるんだよ」

　鈴雄は即答するとふろしきをよっこらしょと持ち上げた。

「それじゃあ」

　扉ドアの方向へ走り始める。

「あなたが逃げてどうするんですか！」

　タンポポの裂れつ帛ぱくの叫びに鈴雄は体をビクリとさせた。

「あなたが戦わなくて誰だれが戦うんです。エメラルドカンパニーに先を越されたらど～～するんですか？」

「そんな恐ろしいこと言うなよ。僕の今までのケンカの戦歴は三十八試合中三十七敗してるんだ」

「一勝してるじゃないですか？」

「不戦勝だよ！」

「鈴すず雄おさん」

　喚わめく鈴雄を安心させるかのごとくタンポポは口調を穏おだやかにした。

「安心してください。そんなあなたのためのパワードスーツなんです。一いつ旦たんそのベルトを発動させれば特殊な音波であなたの深層心理に働きかけて恐きよう怖ふとか躊ちゆう躇ちよとかなんか吹き飛ばして、正義の心を燃え上がらせます。ヒーローの模も範はんのような性格になれるんです」

　しかしそんな言葉など鈴雄にとってなんの慰なぐさめにもならなかった。

「とにかく僕は逃げる」

　駆け出す鈴雄の前に立ちはだかったタンポポは早口に言った。

「犯行予よ告こくが届いたのにも関かかわらずあなたが行動しなかった場合は、契約違反として銀河警察機構に逮たい捕ほされてしまいますよ」

　鈴雄の背はい後ごに雷かみなりが落ちた。

「た、逮捕…………」

　ここまで築き上げてきた僕の潔けつ白ぱくを絵に描いたような人生に汚お点てんがついてしまう。

「さぁ。信じてください。あなた自身と、そして我が社の作り上げたパワードスーツ、ドッコイダーを」

　両者とも信じられるものではなかった。

　特に前者を信じたら人生おしまいのような気もした。

　しかし………。

　ただでさえ家族には迷めい惑わくをかけている。この上犯罪者にでもなったら家族はどうなるのだろうか？

　それにこのままあのマロンフラワーとかなんとかいう奴やつに世界を征せい服ふくされてしまっては、保父になるという壮大な夢が頓とん挫ざしてしまうではないか。

　夢はかなえたい。

『男ならシャキッとしろよシャキッと』

　朝あさ香かの言葉を反はん芻すうする。

　鈴雄は目を開いた。

「行こう……かな」

「やっとその気になってくださいましたね」

　タンポポは感かん涙るいした。

　すぐさまランドセルを拾い上げるとそれを背中に背負う。

「タンポポール！」

　軽くそう叫ぶとランドセルから幾いく筋すじもの光の帯が現れタンポポを包み込んだ。

　三秒ほどで消え去った光の後には別人のような少女がいた。

　それまで深い黒だったオカッパ髪がみは透すき通るような緑へと変化していた。

　服装も近未来的なピッタリとしたものへと変化している。

　かすかな胸の膨ふくらみが確認できたがそんなものでへらへらするようなロリコンの気は鈴すず雄おにはなかった。

「さぁ」

　タンポポは不思議な素材で覆おおいつくされた指先を鈴雄に向けた。

「このようにポーズを決めて」

　右手を斜ななめ上空に上げて、左手を腰に当てる。

「へ～～～んしんと言いながらこのように手を動かし」

　その右手を大きく振り回しながら腰へと持っていく。

「続いて胸の中央で手をクロスさせ、それからこのようにやってください」

　あれやこれや実演して見せるタンポポ。

「最後にここで右手を握にぎり締め空へ突き出してドッコイダーと叫んでください」

　鈴雄は呆ぼう然ぜんとそれを見つめていた。

「それを僕がやるのか？」

「はい。ちなみに振り付けは私です。格かつ好こういいでしょ」

「う～～む」
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「お願いします。このプロットを通過しないとそのベルトは作さ動どうしないんです」

　確かに、見かけ通り変身ベルトだな。

　鈴すず雄おはしぶしぶ従った。

「こうか？」

「違います、もっと拳こぶしをきかせて！」

「こうだな」

「駄だ目めです。羞しゆう恥ち心しんを捨ててください！」

「それじゃこうか？」

「腰の捻ひねりが足りません！」

「どうだ？」

「もう少し！」

「よ～し。これでどうだ！」

「……完かん璧ぺきです。やはりあなたには才能があると思っていました」

「よし」

　鈴雄は覚かく悟ごを決めると息を大きく吸い込んだ。

　天を貫つらぬくかのごとく右手を突き上げる。

「へ～～～～～～～～～～んしん」

　確かに恥はずかしかったが、何かしら懐なつかしいものも感じていた。

　幼稚園の頃ころやったライダーごっこ。

　戦闘員役でキーキー言うことしか許されず、いつもライダー役の子を羨うらやましそうに見ていた自分。

　鈴雄は拳を握にぎり締めると空へ突き出しそして叫んだ。

「ドッコイダー！！！！！！！！！！！」

　ベルトから光がほとばしる。タンポポの時とほぼ同様に光の帯が鈴雄の体を包み込んだ。

　透すき通るように美しい青い光だった。

　目の前で変身を遂とげた鈴雄をタンポポは満足気に見つめた。

　そして自分のこめかみを軽く押し、薄うす膜まくの電子ゴーグルを出現させると鈴雄に向かって微笑ほほえんだ。

「さあ、行きましょう。鈴雄さん」

　そこでゆっくりと横に首を振る。

　そして誇ほこらしげに鈴雄を見み据すえて言った。

「正義の味方。ドッコイダー」




　　　　　２




　中なか空そら町まち三丁目なんじゃえ横町。そこは飲み屋さんが軒のきを連つらねる通りだった。

　酔よっ払ぱらったおじさん達が肩を組み合う姿が三々五々。

　彼らこそこの日本を背負っている立りつ派ぱなサラリーマンの方々なのである。

　拍はく手しゆ！

「男には～～♪　二つの魂たましい～～～♪　それは秘密なの～♪」

　調子っぱずれた声が響くなんじゃえ横町に唐とう突とつに亀き裂れつが走った。

「おっと」

　すでに血液がアルコールへと変へん貌ぼうしているジャパニーズサラリーマンが、突とつ然ぜん走った亀裂に足をひっかけると盛大に素すっ転ころんだ。

「いてててててててえてって」

　サラリーマンは神経質そうに眼鏡メガネを押し上げると腰をさすりつつ起き上がった。

「なんだよ。こんな所に。危ないなぁ。道路公団と東京消防庁に文もん句くを言ってやる」

　サラリーマンは怒いかりが抑おささえられないのかその盛り上がった亀裂をげしげしと蹴けりつけた。

「いててててててってて」

　今度はつま先が痛い。

　ヒーヒー飛び回るサラリーマンの隣となりでその亀裂はさらにグモモモって盛り上がった。

「えっ！」

　サラリーマンが引きつった表情を見せる中、道路のアスファルトは見事に弾はじけ飛んだ。

　そして地中から体を抜き出してくる異い様ような物体。

「あひゃ、あひゃ」

　サラリーマンは目の前に立ちはだかる小山のような物体に呂ろ律れつの回らない悲鳴をあげつつ後あと退ずさっていく。

「わぁ」

「きゃあ」

「なんだあれは！」

　様々な悲鳴、罵ば声せいが響く中、そいつはゆっくりと首を持ち上げた。

　それは巨大なオケラの形をしたロボットだった。

　メタリックカラーが眩まぶしい。

　その巨大なスコップの形をした両腕は人間などいとも簡単にげちょげちょにしてしまいそうだった。

　そしてそのオケラの背中がぱっくりと開いて中から迫せり上げてくるように登場する一人の白はく衣いの老人。

　老人は手て摺すり付きの浮遊する円盤に乗ったまま上昇を続ける。

　十メートルほど上昇した後、老人は望遠鏡のようなゴーグルを伸のび縮ちぢみさせながらマイクを手にした。

「諸君！」

　矍かく鑠しやくたる声が響く。

「これよりこの三丁目なんじゃえ横町は天才マッドサイエンティスト。ドクター・マロンフラワーが支配する」

　突とつ然ぜんの老人の登場に野や次じ馬うま達がオケラの周りへと集まってくる。

「ふふ」

　観衆の視線にマロンフラワーは満足そうに頷うなずいた。

「今すぐワシのために特上関かん西さい鳥どりのすなぎもを焼いてこい！　酒は菊きく水すいしか認めんぞ！」

　シ～～～ン。

　誰だれも何も言わなかった。

　そして誰も行動しなかった。

　ただ珍めずらしそうにオケラのロボットと奇き妙みような老人を見つめているだけである。

「何かのテレビのロケじゃないか？」

「ドッキリ？」

「映画の撮影かも」

「あんなすごいメカ出すなんてきっとハリウッドの映画だぜ」

「どうして台詞せりふが日本語なのよ？」

「そんなこと知らないさ。ただどっかにカメラがあって俺おれ達たちを撮とってるんじゃないかって」

「え～～～うっそ～～～～」

「アタシ達撮られてるの～～！」

「いや～～～ん。お化け粧しようしてないわ～～～」

　たちまち騒さわぎ出す民衆。

　中なか空そら町まち住人は少々お気き楽らく連中が多いようだった。

「あ～～～あ。困りますよ」

　自転車に乗った警察官がチャリチャリやってくる。

「撮影だったら事前に報告してくれなきゃ。許可はとってるんでしょうね。これだからテレビの人間は」

　まだ若い警察官はこじゅうとのようにぶちぶちと言った。

「とりあえず署しよまで来ていただけませんか。事情によっては責任者を連れてきてもらうかもしれませんよ」

　老人は何も言わずに騒ぎ出す群衆を見下ろしていた。

「愚ぐ民みんが」

　吐はき捨てるようにそう呟つぶやくとマロンフラワーは舌した打うちした。

　そして叫んだ。

「オケラーン！　この馬ば鹿か共どもにワシの恐おそろしさを教えてやれ！！！」

　オケラのロボット、オケラーンが吠ほえた。

『ケラケラケラケラ』

　笑い声のような声を上げると行動を開始する。

　巨大な手を無む造ぞう作さに振り下ろすと見事に道路に穴が開く。

　その頃ころになってやっとお気き楽らく連中共も、このメカオケラが単なる張りぼてではなく、その気さえあれば、自分たちをゲチョグチョにしてしまえるという恐ろしい事実に気がついたのだった。

「ぬわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁはっはっはっはっはっはっはっはっは」

　マロンフラワーは逃げまどう人々を見下ろしつつ笑い声を響かせた。

「オケラーン。次は酒じゃ焼やき鳥とりじゃ！」

　オケラーンは進路を変えると近くの居い酒ざか屋やへ頭から突進する。

　吞のん気きに酒を飲んでいた人々、店の主人は突とつ然ぜん現れたオケラのロボットに震しん撼かんした。

「あっしの酒を不ま味ずくする奴やつは生かしちゃおけません」

　背中に任にん俠きよう一代男と書かれた着流し姿のしぶい兄アニぃがゆっくりとした動作で立ち上がる。

　インド象ぞうですら失しつ禁きんするかのような鋭するどい視線をオケラーンに向けながら懐ふところからドスを取り出す。

「いいぞぉ。徳とく田だの兄ぃ」

　囃はやし立てられる中、徳田の兄ぃはドスを抜いた。

「落としまえつけていただきやす」

　徳田の兄ぃはしぶい台詞せりふを口にした途と端たんスコップにはねとばされた。

　その素す晴ばらしい兄ぃの態度に人々は賞しよう賛さんの拍はく手しゆを送った。

　涙を流しつつ拍手を送った。

　そんな中、スコップのような手はカウンターへ伸のびるとゴソッとえぐるようにいっさいがっさいかっ攫さらっていく。

　椅い子すだろうがコップだろうがおかまいなしだった。

　スコップまで降下したマロンフラワーは御ご満まん悦えつの表情で手を合わせた。

「これよこれ」

　細い腕を伸ばして一升瓶びんを持ち上げる。

『馬の洗あらい水みず』

「やはり、酒はこいつでなくちゃ」

　一升瓶びんに頰ほお擦ずりをした後、マロンフラワーは神しん妙みような顔つきへと戻った。

「よし！　オケラーン！　次は焼やき鳥とりじゃ。砂すな肝ぎもじゃ」

　オケラーンはごそごそと進路をやきとりと書かれた店の方へと向けた。

　そしてゆっくりと歩き始める。

「ぬわあっはっはっっはっっはっっはっっはっっっはっっはっっっはっはは」

　あくまで矍かく鑠しやくたる老人は豪ごう快かいに笑い続けた。

　その時だった。

　悲鳴と、怒ど声せいと、逃げまどう人々の足音で騒そう然ぜんとなったなんじゃえ横町に、突き抜けるように拡声された声が響いた。

「そこまでだ！　Ａ級犯罪人。ドクター・マロンフラワー！」

「なんだと！」

　マロンフラワーが血走った目をきよろきょろとさせる。

「オケラーン。今の声はどこからだ！」

『マスター。右みぎ斜ななめ前方、角度四十五度。高度十三メートル』

　無機質ながらも意い外がいに可愛かわいらしい声がオケラーンから響いた。

「分かりやすく言え！」

『電柱の上に人影を確認』

　マロンフラワーはオケラーンの指摘通り右斜め前方の電柱に目を向けた。

　マロンフラワーのはめ込み特殊老ろう眼がん鏡きようがその人影をズームアップする。

　オケラーンが気をきかせたのか、あるのかないのか分からないような目を開くと強きよう烈れつなライトを電柱の天てつ辺ぺんへと向けた。

　満月のようなライトの中、そいつは浮かび上がった。

　透すき通るようなブルーの肉体。

　肩と胸と膝ひざなど部分部分は固そうな厚みのある金属で覆おおわれてはいたが全体的には薄いプレートで覆われているだけのようだった。

　ヘルメットを被かぶったような頭部にはまん丸く光る目が二つ。

　そして額ひたいには一本の飾かざりのようなアンテナ。

　少々子供向けデザインのような気もしないでもない。腰に巻かれたベルトが幼よう稚ちなデザインに拍はく車しやをかけている。

　それでも通俗的なヒーローとしての格かつ好こうよさはあった。

「悪を倒せと正義の使し徒とかな。まじで言ってるこの心。たまたま手にした無敵の体。お金のためにもがんばります。株式会社オタンコナス製造、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー!!　契約通りにただいま参さん上じよう！」

　鈴すず雄お、いやドッコイダーはそのまま腰に手をあててハハハハハと笑い続けた。




「人格変化のαアルフア波デュエットミュージック。うまくいっているようね」

　巨大な黄金のバズーカのようなものをかついだタンポポは満足げに頷うなずいた。

「ドッコイダーヘルメットからドッコイダーのテーマソングがかすかに流れていると思うけど、その主しゆ旋せん律りつの裏に隠かくれて流れる可か聴ちよう域いきを超えた旋律に、人格変化の特殊音波を組み込んであるの。それがあなたの意識に浸しん透とうして恐きよう怖ふとか躊ちゆう躇ちよとかそういったものを極限まで減退させ、かわりに正義感を倍増させる。つまり、ヒーローの心になれるの。まあ恐こわいこと言うと可聴域を超えた音波の麻ま薬やくみたいなものだけど安心して。依い存ぞん性せいもなければ肉体や脳のう味み噌そに害はないから！」

　ドッコイダーは聞いていなかった。

　ノリノリでマロンフラワーに指を突きつけている。

「貴き様さまの悪あく行ぎよう。このドッコイダーが見逃すわけにはいかない！」

　ドッコイダーは芝しば居いがかった口調でそう叫ぶと微かすかに膝ひざを屈かがめた。

「とぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　ドッコイダーは電柱から跳躍ジヤンプした。

　オケラーン目め掛がけてである。

「とぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　ドッコイダーはかろやかに空中を舞まった。

　誰だれもがその雄ゆう姿しに目を奪うばわれた。

　そしてその雄姿が行き着いた果てには固そうなアスファルト。

　ドッコイダーは見事に頭から着地した。

　意い図として行った着地とは思えなかった。

　突とつ然ぜんのヒーローの登場に目を輝かせていた人々は早さつ速そく見せつけられたヒーローの醜しゆう態たいに啞あ然ぜんとなった。

　道路に頭をつっこんでぐったりとするドッコイダーのもとに慌あわてて飛来するタンポポ。

「ドッコイダーに変身したあなたは普ふ段だんの何百倍もの瞬しゆん発ぱつ力りよく、耐たい久きゆう力りよく、行動力、持久力が宿っているの。でも反射神経と運動神経だけはどうにもならない」

　タンポポはぐったりとするドッコイダーに天然記念物でも見るような瞳ひとみを向けた。

「ここまで運動神経が鈍にぶい人って私初めてみました」

　ドッコイダーはまだぐた～～～っとしている。

「でもこれで変身した体の頑がん丈じようさが分かったでしょ」

　タンポポの明るい台詞せりふだった。

「ぬわっはっはっっはっっはっはっはははっははは」

　先程まで少々引きつった笑みを浮かべていたマロンフラワーが白い入れ歯を見せて大笑いを始める。

「そいつがお前の会社が造り出したパワードスーツか。恐おそるるに足りんわ！」

　マロンフラワーはオケラーンに命令した。

「ぎっちょんぎったんにしてやれ！　オケラーン」

　オケラーンが両腕を振り上げる。

　ドッコイダーが首を突っ込んだ地面に向けてスコップの平たい部分を打ちつける。

　まさにその時ドッコイダーは首を引き抜くのに成功した。

「ぷはぁ」

　久しぶりに目にした外の世界は、想像を絶するものだった。

　迫せまってくる巨大スコップ。

「あっひょぉぉぉぉぉ」

　ドッコイダーは手足をゴソゴソと小こ刻きざみに動かしゴキブリのようにそのスコップを回かい避ひした。

　どんどん墜おちて行く雄ゆう姿しだった。

「ドッコイダー逃げて！」

　タンポポの叫びで横よこ殴なぐりに向かってくる反対側のスコップに気がついたドッコイダーは強く大地を蹴けった。

　高く跳躍ジヤンプし飲み屋の屋根に飛び乗る。

「これは思ったより強敵よ」

「よし。タンポポ。その巨大なバズーカで奴やつにドーナツ大王もびっくりの風穴を開けてやれ！」

「バズーカ？」

　タンポポは手の中の機械に目を落とした。

「これバズーカなんかじゃないよ」

「へ？」

「私達はサポートはできても直接戦闘に参加しちゃいけないことになってるの。私達が手を出したらパワードスーツの性能の証明にならないでしょ」

「じゃあそれは何なのだ？」

「これはカメラなの」

「カメラ？」

「ええ。ドッコイダーの動きを録画して会社へ送って改善点とかを検討するんです」

　嬉うれしそうにそう言うタンポポだったが我らがドッコイダーはちっとも嬉しくなかった。

「逃すな！　オケラーン」

　オケラーンはその小さな口を開いた。

　そこからスパゲティーが寄り合わさったかのような赤色のビームが発射される。

　断続的に射出されるビーム砲を運と偶ぐう然ぜんだけで避よけたドッコイダーは屋根から足を滑すべらせて落下した。

　今回も見事に頭から落下していた。

「う～～～～ん」

　タンポポは空中で頤あごに指を当ててかわいらしく考え込んだ。

「ヘルメットの重量をもう少し軽くしないといけないかしら」




　お約束を二度も披ひ露ろうしてくれたドッコイダー。今回はさすがに落下高度がそれほど高くなかったせいか復活が早かった。

　頭部に鈍どん痛つうがある。

　ドッコイダーに変身しているとはいえ痛みが皆かい無むというわけにはいかないのだ。

　頭を上げるとオケラーンが目の前にいた。

　迫せまり来るスコップを偶然で避け、続いて迫ってくる反対側の腕を運で避ける。

　この時ばかりは自分の幸運のバロメーターが少しでも多いことを期待するしかなかった。

　期待はしたが自分の幸運のバロメーターは結けつ構こう低かった。

　後あと退ずさりでスコップを避けていたドッコイダーは何か丸い物を踏ふみつけて盛大に素すっ転ころんだのだった。

　目の前には振り上げられた二本のスコップ。

　嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべるマロンフラワー。

　さすがのドッコイダーも恐きよう怖ふ心しんを覚えた。

　と同時に怒いかりも感じていた。

　このやろう！　オケラの分ぶん際ざいで！

　込み上げる怒りは右みぎ拳こぶしを熱くさせた。

　灼しやく熱ねつする拳が急に真しん紅くの光を発する。

「今よ！　あなたの怒いかりが灼熱のエネルギーとして拳に集まってるの」

「そうか……………」

　この拳で相手を殴なぐりつければ、きっとすごいことになるに違いない。

　しかし問題はこのデンジャラス過ぎて涙も出ない状況からどう抜け出すかということである。

　振り下ろされるスコップをまるで別世界からのお手紙のように呆ぼう然ぜんとした気分でドッコイダーは見つめていた。

　御ご満まん悦えつのマロンフラワー。

　だがその目にドッコイダーの脇わきに転がるある物体が映うつった瞬しゆん間かん、望遠鏡の目がギュィィィィィンって伸のびた。

「止めろ！　オケラーン」

　ドッコイダーの目の前でスコップは静止する。

　マロンフラワーはさらに目を長くすると驚きよう愕がくの表情で叫んだ。

「なんと、それは幻まぼろしの銘めい酒しゆ、『鹿しかの洗あらい水みず』ではないか！！！」

　ドッコイダーも目を向けると、そこには一升瓶びんが転ころがっていた。

　どうやら先程自分が素っ転んだのはこのせいだったのであろう。

「今よ！」

　タンポポの声が響く。

「んなことは言われなくても分かっているさ！」

　ドッコイダーは立ち上がるとそのままオケラーンへと突っ込んでいった。

「この一撃で貴き様さまに引いん導どうを渡してやるぜ！」

「しまった」

　マロンフラワーが顔をしかめるがもう遅おそい。

「くらぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　ドッコイダーはその真しん紅くのオーラを放つ拳こぶしをオケラーンの額ひたいへと打ちつけた。

　カ～～～ン。

　良い音が鳴った。

　それだけだった。

　オケラーンが内部から破は裂れつするとか頭部が吹っ飛ぶとかそういった類たぐいのことは何もおきなかった。

「あれ？」

　ドッコイダーは小首を傾かしげた。

　拳の光はどんどん薄れていく。

「何な故ぜだ！　何故きかないのだぁぁ！」

「駄だ目めよ駄目！」

　タンポポが手足をばたばたさせながら叫んだ。

「殴なぐる時にはドッコイダーミラクルハイパーエキセレントダイナマイツパンチ！　って叫ばないと技わざは発動しないようになってるの！」

「そういうことは先に言え！」

　しかし時すでに遅し。

　両りよう脇わきから迫せまってくるスコップにはがい締じめにされたドッコイダーはそのまま空中につり上げられた。

　どう体をよじらせようががっちりと食い込んだスコップは離してくれそうもない。

「ふふ、これで片方のパワードスーツは終わりじゃな」

　ドッコイダーの脇わきまで降下したマロンフラワーは何やら白はく衣いのポケットからペンのようなものを取り出した。

「犯罪者側の勝利条件は貴き様さまの正しよう体たいを暴ばく露ろすることなんじゃ。悪く思うでないぞ」

　マロンフラワーが手の中でペンを軽く操そう作ささせるとその先からレーザーの刃やいばが現れる。

「心配はいらん。人体には無害のレーザーメスじゃ。お主ぬしのパワードスーツだけを切きり刻きざむ」

「止めて！！！」

　絶ぜつ叫きようするタンポポに、マロンフラワーは冷ややか視線を送った。

「お主の手出しはルール違反。知っているだろうがな」

　レーザーの刃がドッコイダーに照しよう射しやされる。

　ヘルメットに一筋の傷ができた。

「ほ─────っほっほっほっほ。一いつ体たいどのような馬ば鹿か面づらが拝おがめるのじゃろうか」

　だがマロンフラワーが笑っていられるのはそれまでだった。

　ドッコイダーはそれまでぎちぎちと自分を圧あつ迫ぱくしていた力が消え失せるのを感じた。

　そしてスコップと共に落下する。

　再び腰を打ちつけたドッコイダーは自分の両脇に落下する切断されたオケラーンの両腕に驚きよう愕がくのポーズを決めた。

　そしてオケラーンの前に立ちはだかる人影をその丸い瞳ひとみに映うつした。

　臙えん脂じ色いろの装そう甲こうで身を固めた後ろ姿だった。

　まるでマントのように羽は織おられた紫むらさきの装甲板が何かしら芸術的なものを感じさせる。

　薄い紫の長い髪かみが角度の高いポニーテールとして縛しばられていた。

　そして何な故ぜか肩には可愛かわいらしい生物。

「どうしてあいつがやられるまでまっとれへんかったんや！　そうすればわいらの勝利やったんに」

　その可愛らしい生物は何やらぷりぷりと喚わめいている。

「弱い者いじめは嫌きらいなんだ」

　オケラーンのレーザー発射部分に蹴けりを入れてその部分を完全に破は壊かいするとそいつは答えた。

「するのも、見るのもな」

　多少金属的にコーティングされてはいるがその声は紛まぎれもない女性のものであった。

「くっそぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　マロンフラワーは上空で歯は嚙がみするがどうしようもない。

　しかし肝かん心じんのオケラーンは両手を切断されて使い物にならないし、彼自身には攻撃能力がないのだ。

「仕方ない。ここは撤てつ退たいじゃ」

　悔くやしさを隠かくし切れない表情で押し殺すようにそう呟つぶやく。

「クリーカ０Ｃ５型！」

　マロンフラワーが鋭するどくそう叫ぶとオケラーンの頭部がぱっくりと開きそこから大量の白い煙が放射される。

　そこから小型のロケットが飛び出した。

　そしてマロンフラワーの乗る円盤とドッキングすると、そのまま東の空へと飛んでいった。

「覚えてるんじゃぞ！！！！！」

　捨すて台詞ぜりふを夜空に響かせつつ。

　あっと言う間にその姿は見えなくなった。

「ハナモモンチョ！」

　タンポポは素すっ頓とん狂きような声を上げると大地に着地した。

　女性の肩にいた可愛かわいらしい動物はタンポポを見ると馬ば鹿かにしたような笑みをその小さな口に浮かべた。

「誰だれかと思えばデザイン担当のタンポポさんやん。てっきりサポーターはメカニックかソフトプログラマーが来るもんやとばかし思ってましたわ。よほどの人手不足なんやな」

「地球人と同じ体の作りをしてるのが私だけだったから。私こそまさかプロジェクトのチーフ自らやってくるとは思わなかったわ。よっぽど暇ひまだったのね」

　二人はどちらからともなくぎごちない笑いを浮かべた。

　見ていて楽しくない笑いだった。

「それにしても株式会社オタンコナスはんはこらまたええ人を選んだもんやな」

　それは思い切り痛つう切せつな皮ひ肉にくを込めたものだった。

「一いち応おうこっちも紹介しときまひょ。彼女こそ我が社の選んだモニター。そして我が社の開発したパワードスーツを着こなす、ネルロイドガールや」

　救きゆう世せい主しゆはゆっくりと振り返った。

　目の部分は大きなゴーグルで覆おおわれてはいたが口元は現れていた。

　薄い紫むらさきの口くち紅べにが深しん遠えんな美、妖よう艶えんな美を醸かもし出していた。

　そしてその胸の立りつ派ぱな膨ふくらみは間違いなく女性のものだった。

　非常～～～～～に色っぽかった。
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　ネルロイドガールは無表情のままドッコイダーに右手を突き出した。

「お互たがい妙みようなことに巻き込まれたもんだが、よろしく頼むぜ」

　ドッコイダーの手を握にぎるとそのままぶるんぶるんと振り回す。

　ドッコイダーは文字通り振り回された。

「それじゃ。わてらはいくで。良い勝負をいたしまひょ。正々堂々とな」

　ハナモモンチョはさらに馬ば鹿かにしたような目をドッコイダーへと向けた。

「あんさんも命を大切にせなあかんで」

　背中のマントのような装そう甲こうを翻ひるがえし、あっという間にネルロイドガールとハナモモンチョは姿を消した。

「あの、かわいいの何だ？」

　ドッコイダーの問いにタンポポは私も信じられないのってな口調で答えた。

「エメラルドカンパニー、汎はん用ようパワードスーツネルロイドＸ開発チーフ、ハナモモンチョよ」

「あのかわいいのが？」

　ドッコイダーは宇宙は広いってことを再認識した。




「ちくしょ───あと一歩じゃったのに！！！！」

「すみません。私がいたらなかったばっかりに」

「しかし株式会社オタンコナスの方はともかくエメラルドカンパニー製のパワードスーツは少少手て強ごわそうじゃの」

「勝てるでしょうか？」

「何、心配するな。このドクター・マロンフラワー。伊だ達てに三百年も生きていない」

「あ、マスター。ここですよ。銀河警察機構が用意した現地滞たい在ざい住居」

「馬鹿者。お互い戦いの場を離れたらドクター・マロンフラワーとその傑けつ作さく汎用ロボット、クリーカ０Ｃ５型ではない。大学教授、栗くり之の花はな栗くり三さぶ郎ろうとその孫娘栗くり華かじゃ」

「はい。すみませんマスター」

「違うじゃろ違うじゃろ違うじゃろ」

「申し訳ございません。お祖じ父い様さま」

「ふむ。それでよろしい」

「ではお祖父様。家の中へ」

「おお、クリーカ」

「栗くり華かです！」

「学習能力の高いロボットめ」

「ありがとうございます」

「近所つき合いがこの星では必要不ふ可か欠けつなものだと聞くからの、挨あい拶さつの一つもしておかないと不自然だろう。栗華。後で他の入居者の所へ挨拶にでも行ってきなさい」

「五号室…だけですね。分かりましたわ。お祖父様」




「だから。技わざの名前を言わなくちゃいけないとかそういった類たぐいのことは早く言ってくれないと困るよ」

「常識じゃないですか」

「何が常識だって言うんだよ」

「分かりました。早いうちに一覧表を作って暗記していただきます。お兄ちゃん」

「お、お兄ちゃん」

「あなたがドッコイダーでない時はあくまで私達は兄妹なんです」

「抵てい抗こうを感じる」

「慣れてくださいよ。お兄ちゃん」

「背筋がかゆくなるよ」

「大丈夫ですか。お兄ちゃん」

「あのさ。兄妹で敬語使うのは不自然だと思うよ」

「不自然ですか」

「うん」

「じゃあ、努つとめてかるい気持ちで会話が交わせるよう努力します」

「まぁ、慣れだろうから」

　ピンポ～～～ン。

「お客さんじゃない。お兄ちゃん」

「そうみたいだな。小こ鈴すず」

「アタシ今見たいテレビあるからお兄ちゃん行ってきて」

「お兄様になんて口を聞くんだい小鈴」

「…………なかなかいいんじゃないでしょうか。こんな感じで」

「けっこう照てれるな」

　二人はどちらからともなくへらへら笑った。

　ピンポ～～ン。ピンポ～～ン。

「はいはい今行きますよ」

　ガチャ。

「今晩は」

　扉ドアの向こうには、清純で大人おとなしそうなお嬢じようさんが立っていた。

　大きな眼鏡メガネがかわいさに微び妙みようなアクセントをつけて味わいを深めている。

「私、下の一号室に祖そ父ふと一いつ緒しよに住むことになった栗くり之の花はな栗くり華かと言います。今後ともよろしくお願い致します」

「これはこれはご丁てい寧ねいに。僕も引っ越してきたばかりなんですよ。桜さくら咲ざき鈴すず雄おといいます。でこっちは妹の」

「小こ鈴すずです初めまして」

「どうか今後ともよろしくお願いします」

　和なごやかに引っ越しの挨あい拶さつを交わしているタンポポと鈴雄は知らなかった。目の前ににこやかに微笑ほほえんでいる少女が、先程のオケラーンのホストコンピューターであるという恐おそろしい事実を。

　世間ってば意い外がいと狭せまい。

　そういうもんです。




「あんな可愛かわいらしい人が一つ屋根の下にいるなんて、ボクってラッキー」

　鈴雄はにんまりと笑った。

　桜咲鈴雄、いやドッコイダーよ。笑ってはいられないぞ。

　この時にも、第二の宇宙犯罪者が地球に到着しようとしているのだから。

　なんてったって、戦いはまだ始まったばかりなのだ。













　第三章　エーデルワイスは花の名よ
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　エルロード一族。

　その言葉が少女の全すべてだった。

　迫はく害がいされ疎そ外がいされ続けた血筋の末まつ裔えい。

　その強大な力ゆえに滅ほろび去った星の種族。

　その血を保有すること自体疎外される原因だった。

　少女は普通の生活を望んでいた。

　銀河孤こ児じ院いんで育ち、寄宿制の初等部へ入学した少女は、自分から放出する限りない愛は保有しても他人から受ける愛とは無む縁えんだった。

　疎外される中、うとましく思えていた自分の血液がやがて唯ゆい一いつの拠より所どころへと変化してゆくのが感じられた。

　彼女にとってはそれだけが、その誇ほこりだけが全てとなったのだ。

　それでも心の片かた隅すみにもしかしたら、もしかしたらいつの日か自分を許きよ容ようしてくれる、陳ちん腐ぷな言い方だが仲間という存在が現れるかも、そんな思いを捨て切れなかった。

　そしてその希望はある日無む惨ざんにも粉こな々ごなに打ち砕くだかれた。

　それは初等部で惑わく星せい開発の見学に行った時だった。

　それは銀河史に残る超巨大プロジェクト、星せい雲うんと星雲とを繫つなぐウォームホールを作り上げようとするものだった。

　減重力歩道を一人後ろから歩く少女の脇わきで爆発は起こった。

　それは膨ぼう張ちようした水蒸気が引き起こした小さな事故。

　しかし飛び散った破片は少女の背中に食い込み、生命の証あかしでもある真赤な液体を流れさせた。

　指導員、クラスメイト。誰だれも少女に手を差さし伸のべなかった。

　特殊な力を保有するエルロードの血液に触ふれることを恐おそれたのだった。

　確かに少女の血液には特殊な力があった。だがその血液に触れた生物に害を加えるような性質のものではない。

　そんなことは周知の事実であるはずなのに……。

　誰も少女の体に触れようとはしなかった。

　怯おびえたような目つきで少女の背中から流れ出す血液を見下ろすだけ。

　少女はドス黒い心を覚えた。

　頭の片かた隅すみで何かが囁ささやく声が聞こえた。

　血液の中に秘められた種族的記憶だったのかもしれない。

　滅ほろび去った先祖の思し念ねんだったのかもしれない。

　大地にしみ込んだ少女の血液はその力を開花させた。

　この時、それから二百八十年に亘わたり銀河中の教育機関を破は壊かいし続けたＡ級犯罪人、エーデルワイスが誕生したのだった。
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「でさぁお兄ちゃん」

　タンポポは炊すい飯はん器きから湯気の出るご飯をやまもりにしつつ口を開いた。

　鈴すず雄おは数日前タンポポから渡されたドッコイダー必ひつ殺さつ技わざ紹介というえらく派は手でな表紙の本をぺらぺらめくっている。

「え～～と。ドッコイダーハイパーミラクルスペシャルア～～～ンドデリシャスキィィィィィィィィィィィック！　覚えられるかよこんなの」

　鈴雄は開いて五分で挫ざ折せつした。

「ちょっと。お兄ちゃん。聞いてるの！」

「え、でなんだったっけ。小こ鈴すず」

　あの戦闘から早くも四日が過ぎていた。

　あれから大した事件は起こっていない。

　中なか空そら町まちの新聞にでかでかと記事がのってしまったくらいだろうか。

　もちろん内容はドッコイダーの不ふ甲が斐いなさと謎なぞのヒロインの雄ゆう姿しだったが。

　別に目立ちたくてやっていたわけではないため、別べつ段だん腹も立たなかった。

　早さつ速そく次の日、タンポポを近所の小学校に放り込み、その後は平へい穏おんな毎日を送っている。

　戸こ籍せきとか手続きとか難しいことはみなタンポポがすましていた。鈴雄はただ校長に頭を下げるだけというなんとも簡単な行動だけですんだのだった。

　そして来きたるべき次の犯行に備えて必死にドッコイダーの必殺技を覚えている毎日なのである。

「これさぁ。あまりにも難しすぎないかなぁ」

「でももうそれでインプットされてるから。今さら書き替えるっていうと目め茶ちや大変なの。でも簡単なのもあるでしょ」

「確かに簡単なのはある」

　鈴雄はパラパラとその本を捲めくった。

　必殺技は百八もあった。

「それにしてもなぁ」

　鈴すず雄おはお目当てのページを開くとタンポポの前に突き出した。

「簡単な名前の必ひつ殺さつ技わざにかぎって役に立たないのが多いんじゃないかな」

「どれ？」

　しゃもじを持つ手を止めてタンポポが本をのぞき込む。

「アップルカッターのこと？」

「リンゴをきれいに剝むく技なんて、一いつ体たい戦闘において何の役に立つんだ？」

「こういう部分がうちの目玉なの」

　タンポポは得とく意い気げに言った。

「家庭的な雰ふん囲い気きを出そうと思って」

「パワードスーツに家庭的な雰囲気はいらないと思うんだがな」

「それよりご飯できたよ」

「ああ、ありがとう」

　二人仲良くちゃぶ台を前にして手を合わせる。

「いただきます」

　モニターの健康管理もサポーターの仕事です！　ってな具合で炊すい事じ洗せん濯たく家事全すべてタンポポが行っていた。

　朝飯、夕飯、時には昼の弁当まで用意する始し末まつ。

　これでスペシャルデリシャスな料理が出てくるならば万ばん歳ざいをしながら日本を横断したい気分なのだが。

　彼女の料理の腕前がどの程度なのか？　それはご想像にお任まかせします。

「でさ、さっきの話の続きなんだけどさ」

「さっきの話？」

「今日学校でさ」

　タンポポの通う中なか空そら町まち第一小学校はここから歩いて三十分ほどの距離だった。

　タンポポはそこの三年三組さわやかグループに属しているのだった。

　無む論ろんタンポポにとってこんな僻へき地ち星ぼしの小学生の学習内容などオチャノコパイパイなのだろうと推測されるところなのだが、

『社会科って難しい』

　ってぼやいているのだがら世の中分からないものである。

『こんな星の地理とか気候条件なんか覚えなくても将来苦労なんかしないもん！』

　って本人が開き直っているから、彼女が富士山以外の山名を覚える可能性は低いだろう。

　はてさて、そんな学校で何があったのか………。

「今日さ、転校生が来たの」

　タンポポは健康によいと本人が強く主張する秋さ刀ん魚まの塩焼きに箸はしを伸のばしつつ言った。

　確かに秋さ刀ん魚まは健康にいいだろう。

　ここまで黒く焼いてなければ。

　それでも鈴すず雄おはなんだこの料理わぁぁぁ！　よう食えへんわぁぁぁ！　ボケェェェ！　なんて叫んでちゃぶ台をひっくり返すような鬼オニではなかった。

　たっぷりと醬しよう油ゆをかけて味覚をだましだまし口へと運ぶ。

　ある意味健康を損そこなう行為になっているがそれはこの際仕方ない。

「へぇぇぇぇ転校生ねぇ」

「そう。しかもアタシの班に」

　タンポポの口調だけを聞いているとどこにでもいそうな小学生となんら変わりなかった。

　それが演出によるものなのか、それとも彼女の地じなのかは分からなかった。

「でもさ、その子がさ。ものすごぉぉぉぉぉぉぉぉく変わってるの」

「ものすごぉぉぉぉぉぉぉぉっく変わってるのか？」

「そうものすごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっく変わってるの」

　鈴雄は塩分が少なすぎて味も何もない味み噌そ汁しるをすすってから。

「で、どんな風に変わってるんだ？」

「あのね」




「今日は君たちにとってもビックでスペシャルなニュースがあるんだ」

　三年三組の担任である西にし尾お克かつ起おき（三十六歳、独身）は声を張り上げた。

　オタッキーな外がい見けんで彼が誤解という名の差別をものともせず小学校教師になるには、それこそ怒ど濤とうのような苦労があったであろう。

　幼女誘ゆう拐かいとか近所で発生すれば彼がまず一番に疑われそうだが、実際は善良な男である。

　税金もちゃんと払っている。

　赤信号で道を渡る以外は犯罪らしい犯罪もしていない。

　ただ自分のクラスの生徒を我が子のようにかわいがるきらいがあり、それが少々度を越しているとの評がある。

　数年後にひかえる卒業式には、悲しみのあまり自殺でもするんじゃないかって心配されている。

　生徒のためなら清きよ水みずの舞台から飛び降りても痛くないって男なのである。

「先週、桜さくら咲ざき小こ鈴すずちゃんの登場で皆びっくりしたばかりかと思うが、実は今回はさらに新たな転校生がこのクラスにやってまいりました」

　ドドドドドドドドドドドドドドドド。

　西尾先生が三年前から教育し組織した三年三組鼓こ笛てき楽団が教室の後ろで太たい鼓こを叩たたき始めた。

　タンポポが初めて三年三組の教室に入る時も激しくなっていた太鼓だった。

　いつの間にか西にし尾お先生の手にはマイクが握にぎられていた。

「ようこそ！　我らが幸せの家族。三年三組へ！」

　西尾先生が大きく息を吸い込む。

　クラス総勢ごくりと唾つばを飲み干す瞬しゆん間かんだった。

「転校生！　梅うめ木ぎ瑠る璃りさん！」

　ドラムが鳴り響く中、教室前方のドアが開かれつかつかと一人の少女が入ってくる。

　身長は高くもなく低くくもなしといったところだろうか。

　後ろでポニーテールに縛しばられた髪かみが活発そうな雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかけていた。

　するどい目つきが子供らしからぬ印象を与えるがそれでもかわいい部類である。

　少女はつかつかと教壇に立つと黒板に乱雑な文字で自分の名前を書いた。

　そして振り返ると睥へい睨げいするようにあたりを見渡した。

「アタシの名前は瑠璃」

　負けん気さがあふれる口調で自己紹介を終えた少女は臆おくする様子も見せず続けた。

「このクラスのボスは誰だれ？」

「ボス？」

「ボスだって」

「このクラスのボスって誰だろ」

「委員長じゃない」

「そうか。学級委員長だよ」

「じゃあ、竜りゆう哉や君だよ」

　皆に周りで囃はやし立てられ仕方ないといった様子で真ん中の席の男子が立ち上がった。

　見るからにサッカー得とく意いそうな健康優良児だった。

「一いち応おう、俺おれが学級委員長だけど」

「そう、あなたがね」

　瑠璃は唇くちびるの端はしに笑みを浮かべると小さな腕を振り上げて竜哉に指を突きつけた。

「残念だけどこれからはアタシがこのクラスの頂点に立つわ！」

　高々と宣言する。

　一同、今回はすごい奴やつがやってきたなぁと感心しながら事の流れを見守っていた。

「委員長をやってくれるってんならありがたいけどよ」

　竜哉はポリポリと後頭部を搔かいた。

「こらこらこら」

　さすがに堪たまり兼かねたのか、西尾先生がしゃしゃり出てくる。

「瑠璃クン。委員長リコールにはそれなりの方法があるんだよ。このクラスの法律に従ってくれないと」

「法律？」

「そう、委員長リコールするためには魔まの一番勝負を受けてもらう決まりなんだ」

　意味深しん長ちような表情で囁ささやく西にし尾お先生。

　瑠る璃り、そして三日前やってきたばかりの新しん参ざんものであるタンポポ以外の生徒は期せずして同じことを頭の中で思い浮かべた。

　こいつ今考えやがったな。

「いいわ。受けてやるわよ」

　瑠璃は拳こぶしを固めた。

「あんたらにアタシの実力を見せつけてあげるわ！」




「それはまた現代の小学生にしては元気なお嬢じよう様さまだ」

「お兄ちゃんもそう思うでしょ」

「で、どうなったんだ。その後」

「その勝負がリンゴの皮剝むき競争だったんだけどね」

「リンゴの皮剝き？　委員長争そう奪だつにはあまり関係ないように思うが」

「うん。ただ次が家庭科の授業だったっていうだけなんだけど」

　タンポポはそこで笑いがこらえられなくなったのか口元に手を当ててプププと漏もらした。

「目め茶ちや苦く茶ちやへたくそで一センチもつながらないの！」

　あ～～おかしいおかしいと悶もん絶ぜつするタンポポの前で鈴すず雄おは無言でたくあんをつまみあげた。

　びろろろろん。

　案あんの定じよう皆つながっていた。

　人のこと言えないんじゃないか？

　鈴雄はなんとか一切れを千ち切ぎると口に放り込み心中で呟つぶやいた。

「でも彼女。すっごい負けず嫌ぎらいでわざとらしく髪かみの毛なんか搔かき上げて、今日は指の調子がおかしいから本番は次の家庭科の授業の時にするわって」

「いい言い訳だな」

「落ち込んでるかなと思って転校生同士仲良くしましょうって言ったら彼女なんて言ったと思う」

「さあ」

「この地球を支配したときにはアタシに領地を分配してくれるって。地球にもユーモアのセンスがある奴やつっているのよね」

「ふ～～～む」

　鈴雄はご飯茶ちや碗わんに残る最後の一口を口に放り込むと感かん慨がい深く呟いた。

「夢があるってことはとってもいいことさ」
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「夢があるのはとってもいいこと～～～」

　鈴すず雄おは講義教室の真ん中辺あたりでつっぷしていた。

「え～～子供は悲しいと泣き出します。嬉うれしいと笑います。怒おこってるときは怒っている顔をします」

　児童心理学教師斎さい藤とうが熱弁を振るう中、鈴雄は心地よい寝息をたてていた。

　教室には五十名近くの生徒が扇おうぎ状じように広がった席についていた。

　普通ならば一人くらい眠っていようが目立たないのだが………。

　さすがに五十人中、男子がわずか三名ともなると居眠りは目立つ。

「お～～～ぃ。桜さくら咲ざき～～～～」

　斎藤が間ま延のびした声を上げる。

「お～～～～ぃ。朝だぞ～～～」

　鈴雄はなおもむにゃむにゃと意味不明の言語をのたまっていた。

「誰だれか訳してくれないか？」

「朝飯はいらないからもう少し寝ていたいと言ってます」

　趣味で読どく唇しん術じゆつを勉強している奇き特とくな生徒が偶ぐう然ぜんにも鈴雄の前の席に座っていた。

「龍りゆう王おうをレベル45で倒すには無む理りがあるけど、今さらレベル上げるのも面めん倒どうくさいから誰かバイトで50まであげてくれないかな～～～って言ってます」

「ったく夢の中まで遊び腐くさって」

　斎藤はフンと鼻を鳴らした。

「誰か近くの奴やつ。起こしてやれ」

「しゃーねーなー」

　少し離れた所に座っていた少女が立ち上がる。

　とても保母を目指しているとは思えない容よう貌ぼうだった。

　髪かみを紫むらさきに染め上げ革のジャンパーを羽は織おっている。

　鋭するどい目は好戦的な性格を表し黒光りする革ジャンは少女の大ざっぱな性格を表していた。

　実際中身も見かけ通りなのだ。

　少女はつかつかと鈴雄の脇わきに移動すると何の躊ちゆう躇ちよも見せず鈴雄の足を思い切り踏みつけた。

「ぎゅわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　飛び上がる鈴雄だが傍はた目めには一人相撲である。

「お～～い起きたか。桜咲。駄だ目めだぞ。居眠りなんかしてちゃ」

　授業に戻る斎藤。

　鈴雄はつま先をなでつつ隣となりに腰を下ろした少女に鋭い目を向けた。

「何するんだよ！　朝あさ香か」

「居眠りしてる馬ば鹿かを起こせって言われたからね。起こしたまでよ」

　雰ふん囲い気きのままに鋭するどい言葉を吐はき出した朝香は思い出したように続けた。

「そう言えば、聞いたわよ。あんたが落第した理由」

「…………」

「ピアノが猫ネコふんじゃったしか弾ひけないんだって」

「……いいじゃないか」

「まぁいいんだけどね」

　朝香はそっけなく言うと教壇へと目を向けた。

　キ～～～ンコ～～～～ンカ～～～ンコ～～～ン。

　都つ合ごうよく終業のベルがなる。

「じゃあ、今日はこれまでだな。ちゃんと予習してくるように。試験は先だが安心するんじゃないぞ。まあ俺おれは簡単な試験を作ることでは定評があるがそれでもいるからなぁ。ひどい点とる男って。落第した奴やつとは言わんがな」

　まるで固有名詞で言っているようなものである。

　ざわざわと教室が家路の支し度たくでざわめく中、鈴すず雄おは無言で教科書やらノートやらを鞄かばん代わりのリュックへ詰め込んだ。

「それにしても、あんた相当馬鹿みたいね」

　反論できないのが悲しかった。

「今年も進級危ないんじゃないの」

　ここまで言われたら普通なら逆ぎやく上じようの鬼オニと化してシャーペン片手に襲おそいかかっても文もん句くは言えないのだろうが………。

　鈴雄は自分の頭が大変よろしくないことも自覚していた。

　よく言えば自分を理解している知識人。

　悪く言えば開き直ってる馬鹿。

「さてと」

　一通り人がいなくなったのを確認してから朝香は立ち上がった。

　どうやらこの容よう貌ぼうとこの性格からか、鈴雄以外に知り合いはまだできていないらしい。

　それもそうだろう、一般的に保母を目指している人とはタイプが百八十度違っている分度器だからである。

　別の世界の住人と言ってもよかった。

「鈴雄。行くぞ」

　ぶっきらぼうにそう言うと鈴雄の手を摑つかみ上げる。

　相手が相手なら心臓をときめかせる状況なのだが、さすがにここまで男らしい朝香相手に青春の鼓こ動どうは感じなかった。

　鈴すず雄おはおっとりとして清せい楚そな雰ふん囲い気きの女の子が好みだった。

　今にもポケットからチェーンやらカミソリやらけんだまやらヨーヨーやらビーダマやら折り紙の鶴ツルやらを取り出して「おまんら許さんぜよ！」って叫びそうな朝あさ香かにときめくなどありません。

「どこへ？」

　鈴雄はお馬ば鹿か一直線の表情で問い返した。

「決まってるじゃねえか」

　朝香はにんまりと微笑ほほえんだ。

「サークルの新入コンパだよ」
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「ではこの度たび、新しくこの子育て研究サークルに入った野の菊ぎく朝香さんの歓迎の意味を込めて、ぱあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっとやるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　斎さい藤とうは景気よくビールの栓せんを開けた。

　斎藤の車で繁はん華か街がいまで連れてかれてそしてたどり着いた居い酒ざか屋や。

　あちこちに残ざん骸がいやら潰つぶれた店などやら見えるがまだ復旧作業途中なので文もん句くも言えない。

　参加者は斎藤、鈴雄、朝香の三人のみ。

「よろしく頼むよ。朝香クン」

　斎藤は朝香にビールなんぞを注いでいる。

「おお、悪わりいな」

　普通の教師ならさすがに朝香の容よう貌ぼうと性格に臆おくするところだがそこは天下の斎藤さん。まったく動じることなく焼やき鳥とりをかっついている。

「それにしても。ひどいありさまだな」

　斎藤の言葉に鈴雄がピクリと反応する。

「新聞で読んだが、すごい事があったらしいな。え～～と、なんでもドッコイダー！　とかなんとか」

「先生！　飲んでくださいよ！」

　鈴雄がビール瓶びんを片手に腰を上げた。

「そうだぜ」

　何な故ぜか朝香もそれに続く。

「おぉ悪いな」

　元来、酒好きなのか斎藤も注がれるままにうわばみのごとく飲み干していった。

　思えば、去年もこうやって酒を飲んだような気がする。

　ただ単に酒が好きな奴やつらの集まりだったのかもしれん。

　鈴すず雄おはそんなことを考えていた。

　ピロロロロロロ　ピロロロロロ。

「おや？」

　突とつ然ぜんの電子音に斎さい藤とうはポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

「もしもし」

　それまでほくほくしていた斎藤の表情が凍こおりつく。

「はいはい」

　突とつ如じよ斎藤はおよび腰となってペコペコ電話に向かって頭を下げ始めた。

「どうしたの？」

　耳元で囁ささやくように尋たずねる朝あさ香かに鈴雄は答えた。

「多分、奥さん」

「馬ば鹿かいっちゃいけないよ～～～。飲んでなんかいないさ。仕事仕事。いや～～～書類の整理は大変だなぁぁ」

　バックに演歌が流れて、それでいらっしゃいませぇぇぇっとかいう板いた前まえさんの景気のよい言葉が飛び交っている中、仕事というのは無む理りがあるだろう。

　案あんの定じよう、斎藤の猿さる芝しば居いはあっさりと見破られた。

「……確かに確かに、居い酒ざか屋やにはいるが、断じて女の子と一いつ緒しよじゃないぞ。うん」

　それから受話器を鈴雄に突きつけると小声で叫んだ。

「頼む！　何かしゃべってくれ」

　鈴雄は携帯を受け取った。

　しぶしぶとだがそれを耳へと運ぶ。

　しかし横から手を伸のばした朝香が携帯をひったくる。

　そして、らしからぬお嬢じよう様さま声で言った。

「いや～～～～ん。斎藤先生のエッチィィィ。早くズボン履はいてくださぁぁぁぁぁい」

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　斎藤は血けつ相そうを変えて受話器を取り戻した。

「もしもし、今のは違うんだ。頼むから話を聞いてくれ。のりこぉぉぉぉぉぉ」

　斎藤の生命活動は停止した。

　電話が切れたのだろう。

「ＮＯ！！！！！！！！！！！」

　復活した斎藤はその場でごろごろと転ころげ回った。

「お客さん。困りますぅぅぅぅぅぅ。他のお客様の迷めい惑わくですぅぅぅ」って角かく刈がりのお兄ちゃんの言葉も聞かずに斎藤は転げ回る。

　人生の絶望を知った男のごとく数秒間転ころげ回っていた斎さい藤とうは、まるでオリンピックの体操の種目を見ているかのようなかろやかさでピッと立ち上がった。

　そしてロボコップのような動作で首を鈴すず雄おに向ける。

「鈴雄、朝あさ香かクン。悪いが親しん戚せきに不幸があったんだ。今日は帰らせてもらうよ」

　張っても意味のない見み栄えを張った斎藤はそのままシュタッって居い酒ざか屋やを飛び出していった。

　すぐに車の音が響く。

　全すべては一いつ瞬しゆんの事だった。

「なんであんな事したんだよ。斎藤先生ってかなり恐きよう妻さい家かなんだぞ。今晩殺されたら朝香の責任だぞ」

「そうやって夫婦は親しん睦ぼくを深めてくもんなのよ」

　朝香は大して興味がなさそうにそう言うとポケットから取り出したゴムバンドで髪かみを縛しばった。

「さて、俺おれの機き転てんをきかした働きでうざったい奴やつがいなくなったってことだな」

　鞄かばんからごそごそと取り出した煙草タバコを口にくわえる。

「あんたライターか何か持ってない？」

「持ってない……」

「あっそう」

　朝香は近所のおじさんから火を借りると煙草をスパスパ始めた。

「煙草吸うの？」

「見て分からない。あんたもやる？」

　鈴雄はプルプルと首を振った。

「いつまでたってもおこちゃまは仕方ないわね」

「だって、君」

「俺さぁ。君とかあなたとかそうやって呼ばれるの大だい嫌きらいなの」

　朝香の瞳ひとみは険けん相そうと称されるものだった。

　その瞳に逆らうことは不可能だった。

「朝香。未成年だろ」

「関係ねーだろ。なこと」

　そのままビールをコップに注ぐと一いつ気きに呷あおる。

　そして今度は鈴雄のグラスにビールを注いだ。

「今時煙草や酒なんて、小学生からやってるぜ」

　たくましいと言うのだろうか？　それとも不良と呼ぶのだろうか？

　多分、不良だ。

　啞あ然ぜんとする鈴雄の手が止まっていることに気がついた朝香は険相を向けた。

「飲めよ」

「僕、あんまし酒に強くない」

「一人だけ飲まねえってのはエチケット違反なんだぞ」

　強くないビールでいやいや喉のどを潤うるおしつつ鈴すず雄おは懇こん願がんした。

　お家帰りたい。

　それでも鈴雄は耐たえた。

　立りつ派ぱだった。

　ビールも必死で三杯も飲み干した。

　立派だった。

「よし次はカラオケボックス行くぜ」




　カラオケボックスでも鈴雄はがんばった。

　立派だった。

　好きでもない歌を十三曲も歌わされた。

　立派だった。

　しかしカラオケボックスでまでアルコールを補給したため、頭はフラフラ足もフラフラ。どうにもこうにもヘロリロリンという状況に陥おちいってしまっていた。




「情けない奴やつだな」

　朝あさ香かに引ひき摺ずられるようにして外へ出てきた鈴雄。

「家帰れるか？」

　鈴雄は呂ろ律れつの回らない様子でコクコクと頷うなずいた。

　タクシーを呼ぶという手テもあるし、いざとなっらドッコイダーに変身すればあっという間に家へはたどり着ける。

「まあいいか。送るよ」

　やっぱり引き摺られるようにして鈴雄は朝香と肩を組みつつ歩き続けた。

　しばし無言の時が流れた。

「不思議に思ってるだろ」

　おもむろに朝香が口を開く。

「俺おれみたいな奴やつが保母になりたいなんてよ」

　鈴雄の返事を待たず朝香は続けた。

「これでも一朝一夕に思いついたわけじゃないんだぜ」

　朝香はフッと笑った。

　自じ嘲ちよう気味な笑いだった。

「確かに俺はガラ悪い。規則なんて蹴けりつけて踏ふみつけたい質たちだ。故郷じゃ喧けん嘩かばっかしてた。警察の厄やつ介かいになったことだって何度もある。自分でも保母なんて職業似合うなんて思ってねえよ」

　朝あさ香かはそこで軽く顔を背そむけつつ。

「それでもさ。昔からずっと思ってた。夢だったんだ。なんか、いいじゃねえか。保母さんって。自分でもハッキリした理由は分かんねえけどな」

　朝香は軽くそこで鼻を鳴らした。

「なぁ、鈴すず雄お。お前どう思う。俺おれって保母になれると思うか？」

　鈴雄は眠っていた。

　朝香に引ひき摺ずられるようにして眠りこけていた。

　いつになく真ま面じ目めな心こころ内うちをさらけだした朝香は鈴雄の態度に激げき怒どした。

　貸していた肩を突き放す。

　当然鈴雄はバランスを崩くずし、土ど手てを転ころげ落ちていった。

「いてててててってて」

「じゃあな。鈴雄。気をつけて帰れよ」

　朝香は土手下で顔をしかめる鈴雄にそれだけ言うと去っていった。
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　鈴雄はポカンと空を見上げた。

　星がキレイだった。

　さてと、どうやって帰ろうか？

　普通に歩けば家にたどり着くには四十分は必要となる。

　こんな時にはあれしかない。

　鈴すず雄おは辺あたりをきょろきょろと見渡すと人がいないのを確認してから拳こぶしを握にぎり締めた。

　もう一度辺りを見渡し人がいないことを確認してからその言葉を口にした。

「へ～～～～んしん。ドッコイダー！」




　　　　　５




　闇やみを走るドッコイダー。

　前回よりも体が重く感じられるのはおそらく血液中にアルコールが入っているせいだろう。

　風のようにシュタタタタタタタタと走るドッコイダーは不ふ意いに足を止めた。

　異い様ようなものを発見したからだった。

　そこはコスモス荘からさほど遠くない場所に位置する公園。

　滑すべり台だいとブランコと砂すな場ば以外には何もない小さな公園。

　そこのブランコの脇わきにうず高く積まれたリンゴの山を見つけたのだった。

　不ふ可か解かいだった。

　別に真上がリンゴの木というわけではない。

　それだけなら気にもとめなかったのだが、ドッコイダーの目はすぐにそのリンゴを拡大する。

　半分程度皮が剝むかれていたのだが、それがまた恐おそろしく無ぶ器き用ような奴やつが剝いたとしか思えない杜ず撰さんなものなのだ。

　ドッコイダーはひょこひょことブランコに近寄った。

　確かにリンゴだった。

　そして果物ナイフが一つその脇わきに転ころがっている。

　何気なしに果物ナイフを手にしたドッコイダーは唐とう突とつにあの必ひつ殺さつ技わざの名前を思い出した。

　無む性しように叫んでみたくなるのも多少酔よっ払ぱらっていた証しよう拠こなのかもしれない。

　ドッコイダーは物は試しにこのリンゴを剝いてみようとリンゴを一つ拾い上げた。

　そしてぽつりと呟つぶやいた。

「アップルカッター！」

　気がついた時には遅おそかった。

　山のようなリンゴは全すべてキレイに剝かれていた。

　さらにウサギさんとかの形に切られてきれいに皿に並べられてしまったのだった。

　お、おそるべしアップルカッター！

　ドッコイダーは戦せん慄りつした。

　戦闘にはおよそ効力がないと思われる技だが、すごい。

　いや、もし敵の前でこれをやったら相手は驚きのあまり多少は怯ひるむかもしれない。

　タタタタタタ。

　駆け寄ってくる足音に気がついたドッコイダーは慌あわてて超スピードで近くの茂しげみに飛び込んだ。

　タタタタタ。

　タンポポくらいの少女が駆け寄って来る。

　髪かみをポニーテールにした活発そうな少女だった。

　とにかくこんな夜よ更ふけに出歩いて安全な年齢とはいえない。

　少女はきれいに並べられたリンゴの山を見ると頰ほおに手をあてて戦せん慄りつしていた。

「誰だれよ！　こんなにしたの！」

　少々怒おこっているようにも思われる。

　ドッコイダーはお人好しだった。

　リンゴを剝むいてしまったことも無視できない。

　それに、こんな夜更けに出歩いている少女を放っとくのは超無責任って感じだった。

　したがって静かにドッコイダー変身解除の言葉を口にした。

「ナマムギナマゴメナマタマゴ」

　意い図とは知らない。

　意味があるとは思えなかったがタンポポから伝えられた解除のコードがこれだった。

『覚えやすいから』

　どうもそれだけが理由らしい。

「ごめん！」

　鈴すず雄おは茂みから飛び出すと少女に向けて深く頭を下げた。

「あなたがやったの？」

　少女は子供とは思えないふてぶてしい口調で尋たずねる。

「つい手が伸のびちゃって。リンゴは弁べん償しようするよ」

「名前は？」

「へ？」

「あなたの名前を聞いてるの！」

　それにしても生なま意い気きな子供だった。

「鈴雄」

「鈴雄……ね」

　少女は見上げながらも、それでいて見下ろしているかのような複雑な視線で鈴雄を睨にらみ付けた。

「鈴雄。あなた瑠る璃りのコーチにならない？」

「コーチ？」

「コーチを引き受けてくれたら、瑠る璃りがこの星を支配した暁あかつきにはあなたにこの島国をあげてもいいわ」

　しばし分からない顔をしていた鈴すず雄おだが先日のタンポポの話が思い出された。

　ひじょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉに変わった転校生がやってきたという話である。

　鈴雄は口を開いた。

「もしかして、君は先日中なか空そら町まち第一小学校へ転校してきていきなり委員長に挑ちよう戦せん状じようを叩たたき付けたまではよかったけど、結局リンゴの皮剝むき競争で敗北してしまったという瑠璃ちゃんかい？」

　少女はひどく驚いた顔を見せた。

「どうして。もしやあなたは超能力の人」

「違うよ」

　鈴雄は苦笑した。

「クラスに桜さくら咲ざき小こ鈴すずって子がいるはずなんだ。まだ転校してきたばっかりだから知らないかもしれないけど」

「知ってるわ」

　瑠璃はコクリと頷うなずいた。

「小鈴ちゃんでしょ」

「ああ」

「リンゴ剝き競争でクラスで二番目に出来が悪かったのよ。小鈴ちゃん」

　なんだい。人のこと言っておきながら小鈴の奴やつ自分だって出来が悪かったんじゃないか。

　家に帰ったらからかってやろうという願望をあっちへおいといて鈴雄は話を続けた。

「僕は小鈴の兄なんだ」

「小鈴ちゃんの兄」

「ああ」

　瑠璃はしばし感心したようにコクコクと首を振ってから、

「手先の起用さは遺伝しないって本当だったのね」

「とにかく。勝かつ手てにリンゴを剝いちゃったことは謝る。弁べん償しようする。だから」

「コーチしてよ」

　瑠璃は鈴雄の言葉を遮さえぎって詰め寄った。

「へっ」

「瑠璃にリンゴの上手じようずな剝き方を教えてって言ってるのよぉ」

　鈴雄とてもう二は十た歳ちになるいい若者。

　リンゴの一つや二つ下へ手たなりでも剝くことは可能だった。

　しかしとぎらせずに剝むくとかそうなってくると話は別である。

「まいったな」

　ポリポリと頰ほおを搔かく鈴すず雄おは瑠る璃りの左手親指から出血していることに気がついた。

「怪け我がしてるのか？」

　瑠璃は慌あわてて左手を後ろに隠かくし視線を逸そらした。

「見せてごらん」

　鈴雄はしゃがみ込むと瑠璃と視線を合わせた。

「大したことない」

「いいから見せてごらん」

　しぶしぶと小さな手を伸のばす瑠璃。

「こりゃまサックリいっちゃって」

　鈴雄は顔をしかめるとその手をとり傷に目を寄せた。

「洗ったのか？」

　コクリと頷うなずく瑠璃。

「よしよしよし」

　鈴雄は鞄かばんからバンドエイドを取り出した。

　別に普ふ段だんからこんなものを持ち歩いて誰だれか怪我人を見つける度たびに、「大丈夫ですか？　さあどうぞ」ってバンドエイドを渡して、「気にしないでください。僕はただのワルガキ専の学生ですよ」と高笑いしながらスケさんカクさんと去っていくような習慣を鈴雄が持っているわけではない。

　このバンドエイドはタンポポの鈴雄に対する健康管理の一いつ環かんで、このバンドエイドに描かれたクマさんマークが人間の体に秘められた自然治ち癒ゆ力りよくを高め、小さな切り傷ならわずか数日で直してしまうという優すぐれものなのである。

　ちなみにどの程度自然治癒力をアップさせるかというと、その比率は数字にして０・００００００００５パーセント。ハッキリ言って普通の絆ばん創そう膏こうとどれくらい効力が違うのと聞かれたら営業さんは無言でＵＦＯに乗りたくなるほど微び々びたるものなのだ。

　それでもこのクマさんマークが子供には馬ば鹿かウケで宇宙では広く使用されているというから驚きである。

　鈴雄に絆創膏をはられつつ瑠璃は鼻を啜すすり上げた。

　張りつめていた緊きん張ちよう感かんがフッと途と切ぎれてしまったのだろうか？

　わんわんと泣きじゃくり始める瑠璃を前に鈴雄はおろおろと狼ろう狽ばいした。

　わんわんとおろおろである。

　犬のお巡まわりさんはやってこない。

　こんなところを他人に見られたら、自分は絶対幼女誘ゆう拐かいの汚お名めいを着せられて派出所行きやんか。

　かといってここで目の前の少女をほったらかして逃亡者になるわけにもいかない。

　鈴すず雄おは泣きじゃくる瑠る璃りの頭をぐしゃぐさとなで付けた。

「さてと」

　鈴雄は瑠璃に背中を向けると乗るように促うながした。

「さ、お家帰ろう。お兄ちゃんが連れてってあげるよ」




「というわけで僕は瑠璃ちゃんを家へと送って行きました。そしたら驚いたね。その瑠璃ちゃんの家ってのがこの下の梅うめ木ぎさん所なんだ」

　リンゴの皮剝むきの練習をしていたタンポポは驚きの表情を見せた。

「梅木さんって、一昨日引っ越しの挨あい拶さつに来た三号室の一家でしょ」

「そう」

「だって一昨日は」

「そう確かにあの時は一歳三カ月の次じ郎ろう君しかいなかった。ところが、空気のいい岩いわ手てのおばあさんの所で育てられていたぜんそく気味の娘さんがこの度たび静養を終えてやってきたって話なんだ。それが瑠璃ちゃんなんだよ」

「そんな話初めて聞いた」

「僕も初めてだったよ。でも梅木さんとこのおじさんとおばさんも遅おそくまで何してたんだって叱りつけてたし、次郎君もよだれだか吐と息いきだか分からんような声で、るりねえたんるりねえたんって言ってたから間違いないよ」

「へ～～世間って意い外がいと狭せまいものなのね」

「で、そのリンゴの皮剝き大会はいつあるんだ？」

「明日だよ」

「そこまでして委員長になりたいかね」

　鈴雄はそこで大きな欠伸あくびをかました。

「駄だ目めだ。眠い。酔よいが冷さめてないや」

「大量の飲酒は健康に悪いんだから気をつけてよ」

「ああ」

「それからお兄ちゃん。これ渡しておく」

　タンポポは脇わきの赤いランドセルに手をつっこむと何やら四角張った妙みようなものをつかみ出した。

「はいこれ」

「これって」

　鈴雄はタンポポに渡されたその物体を見下ろした。

　どう見てもポケベルである。

「昨日お兄ちゃん、通信機がタマゴッチの形してるのはいやだって言ってたでしょ。だから作り替えてもらったの」

「前から聞こうと思ってたけどその鞄かばんの中はどうなってるんだ？」

「直接アンドロメタンガス星せい雲うんにある株式会社オタンコナスの研究所につながってるの」

「へ～～」

「どうやってつながっているかというとアタシもよく分かってないから説明できないけど。ごめんね」

「いいよ。聞いても絶対分からないから」

　鈴すず雄おは確信を込めてそう言うと手の中のポケベルを裏返してみたりしてはしげしげと観察した。

「犯罪人からアタシんとこに通信が入ったらアタシからそのポケベルに連絡するから。南極と北極でも音声通信し合えるすぐれものよ。メカニックのタケムッチョさんが精せい魂こん込めて二分で作り上げた逸いつ品ぴんなんだから」

「これがね」

「今日、審査委員会から正式な連絡が入ったんだけど、第二のＡ級犯罪人がこの町に到着したらしいの」

「勘かん弁べんしてくれよ」

　できればこのまま平へい穏おんな日々を送らせて欲しい鈴雄は顔をしかめた。

「彼らは普ふ段だんは普通の地球人と同じように生活してるから探そうとしても無む駄だでしょうね。行動を開始した時しかチャンスはないわ」

「行動を開始しないのを祈るよ」

「いつ奴やつらの攻撃が始まるか分からないから、いつでも出動できる心構えだけは持っててね。くれぐれも飲みすぎてうごけません～～～ってことになんないようにしてよ」

　鈴雄は戒いましめるようなタンポポの視線に肩を竦すくめた。

「へいへい」

　それから欠伸あくびをかみ殺しながら洗面所へと向かう。

　ピンポ～～～ン。

　ドアチャイムの音に鈴雄は顔をしかめた。

　現在時間は十一時。

　これから歯磨いてさっさと蒲ふ団とんに入ろうと思っていた矢先だったのに。

　扉ドアを開ける。

　鈴雄の目の高さに人影はいなかった。

「なんだピンポンダッシュか」

　こんな夜に暇ひまな奴がいるもんだ。

　ドアを閉めようとした鈴すず雄おはパジャマのすそをぐいぐいと引っ張られる感かん触しよくに気がつき目を下ろした。

「コーチ！」

　呆あきれるほど大量のリンゴと果物ナイフを手にした瑠る璃りがいた。

「リンゴ剝むきを伝授して！」

　いたいけな少女を追い返すなんて芸当は優やさしい鈴雄クンにはできなかった。




　朝が来た。

　目の下にクマを作った鈴雄と瑠璃は遠くに昇るお日様を感かん慨がい深そうに見つめていた。

「もう君に教えることは何もない。自信をもって勝負に臨のぞむが良い！」

「コーチ」

　瑠璃は潤うるむ瞳ひとみで鈴雄を見上げた。

「瑠璃が天下をとった暁あかつきにはコーチにこの世界の半分をあげるわ」

「楽しみにしてるよ」

「瑠璃の言っている意味分かってる」

「これでもかってくらい分かってるさ」

「つまりコーチを瑠璃の旦だん那なさんにしてあげるってことよ」

「そいつはありがとう」

　元気よく階下の自宅へ帰っていく瑠璃を、鈴雄は半分眠りかかった目で見つめていた。

　まさか徹てつ夜やになるとは思わなかった。

　それにしても瑠璃ちゃんはどこからあそこまで大量のリンゴを引っ張り出してきたんだろ？

　考えが思し考こうにまで発展しない間に上の目ま蓋ぶたと下の目蓋が怒ど濤とうの大相撲を始める。

「まずい。学校へ行くまでなんとか一時間は眠らないと」

「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　欠伸あくびをしながら登場するタンポポ。

　さすがに深夜三時で力尽きてリンゴの中に倒れていたのだった。

「結局どうなったの？」

「ふふ」

　鈴雄は意味ありげに目を細めた。

「世の中僕以上に無ぶ器き用ような人間がいるとは思っていなかったが、どうやらいるらしかった」

　そして手にしたリンゴの皮をピラピラと振ってみせる。

「最高記録十五センチ。それでも瑠璃ちゃんにしてみれば快かい挙きよだろう」

「十五センチか。ぎりぎり勝てるか勝てないかといったところよ」

「僕には健けん闘とうを祈るしかできないよ」

　鈴すず雄おは床とこにへたり込んだ。

「とにかく眠らせてくれ」

「お兄ちゃん。現在七時三十分」

　鈴雄は生ける屍しかばねのようにむっくりと立ち上がった。

「学校行く」

　真ま面じ目めな男だった。




『第一回、三年三組委員長リコール魔まの一番勝負』

　クラス中が盛り上がる中、中央に机が二つ。

　それぞれにリンゴと果物ナイフが置かれていた。

　そして面めん倒どう臭くさそうに登場する委員長、荒あら木き竜りゆう哉や。

　西にし尾お先生が徹てつ夜やで作った黄金の委員長ベルトを着用している。

　挑ちよう戦せん者しや瑠る璃りは無言でリンゴを睨にらみ付けていた。

「先生」

　竜哉がうんざりとした顔を西尾先生へと向ける。

「俺おれ、委員長そんなに好きじゃないからいいぜ。こんなことしなくても」

「竜哉。君はとてつもない事実に気がついていない」

「とてつもない事実？」

「そう、この勝負は算数の授業を返上して行っているのだ。つまりこれを取り止めるということになると」

　見るからにあまり算数が得とく意いでない竜哉はしばし沈ちん思ししてから俄が然ぜんはりきった様子で指を鳴らしてみせた。

「かかってこい。挑戦者め！」

「望むところよ」

　竜哉と瑠璃の瞳ひとみが火花をバチバチ散らした。

　いい感じに出来上がった空気に満足げに頷うなずいた西尾先生は、まるで波を分けるモーゼのごとく子供達をかき分けて教室の中央へと立った。

　それにしても遊んでばっかりのクラスだね。

　タンポポは観客席で欠伸あくびをかみ殺しつつ事の成り行きを見守っていた。

　一いち応おう昨晩共に特訓した仲として瑠璃の応援をしないわけにはいかないのだが。

「勝負は両者が剝むいたリンゴの皮の長さを計り長い方を勝者とする！」

　わざわざ形式張って公言する必要もない見え見えのルールだが、場を盛り上げるためにか西尾先生は声を張り上げた。

「名付けて、リンゴの皮デスマッチ」

　そのまんまじゃね～～か。どこがデスマッチやねん。小学生馬ば鹿かにすんな！　などと多数抗こう議ぎの電話やら手紙やらが想像されるが、そんな細こまかいことを気にするような生徒はさんさんさんお気き楽らく三組～♪　にはいなかった。

　皆神しん妙みような顔つきで競技開始の合あい図ずを待っている。

「この危険な勝負を開催するにあたって特別に保健室に舞まい降りた堕だ天てん使し、瀕ひん死しの白鳥、久く保ぼ田た晶あき子こ先生にきていただきましたぁ。拍はく手しゆ！」

　ぱちぱちと拍手の起こる中、保健室の堕天使の異い名みようを持つ保健婦、久保田晶子は苦笑した。

　三年三組のド級テンションについていけるのはその生徒と西にし尾お先生しかいないのだ。

「それでは両者、位置について」

　竜りゆう哉やと瑠る璃りが机の前に立つ。

　お互たがいを牽けん制せいするかのごとく数すう刻こくにらみ合ってからリンゴと果物ナイフを手にした。

「この勝負。長引かないわね」

　勝負を悟さとったのかクラス一手先が器用な北きた沢ざわ由ゆ紀き乃のがそう漏もらした。

「その根こん拠きよは？」

　隣となりに座っていたタンポポが尋たずねる。

「竜哉だって運動できても無ぶ器き用ようで人生生きてるような奴やつなのよ。竜哉の記録が十五センチ足らず。あとは挑ちよう戦せん者しやがどこまで記録を伸のばすか」

　北沢の予言通り、盛り上がったわりには両者ともたちまちリンゴの皮を断ち切ってしまった。

　あまりもの速さに興きようざめする瞬しゆん間かんである。

「測定部隊！」

　西尾先生の合図でメジャーを持った生徒が駆け寄ってくる。

　厳おごそかに厳げん粛しゆくに、そして厳げん密みつに測定は行われた。

「委員長、十六センチ三ミリメートル！」

　クラスからどよめきが起こった。

「挑戦者」

　再び鼓こ笛てき隊たいが登場するとやかましく太たい鼓こを叩たたき始める。

「十六センチ二ミリメートル」

　静せい寂じやくがクラスを包み込んだ。

　瑠璃はその場でぱったりと膝ひざをついた。

　さすがに堪たまり兼かねたタンポポが瑠璃に歩み寄る。

「瑠璃ちゃん。すごいよ。自己新記録を作ったじゃない」

　震ふるえる肩に手を置こうとするが瑠璃はそれを振り解ほどいた。

　青春の海岸を走るさわやかさとは全く別ものの気き迫はくを帯びた猛進で、瑠璃は教室を飛び出していった。

「瑠る璃りちゃぁぁぁん！」




　瑠璃は図画工作室に飛び込むと荒い息を吐はき出した。

　髪かみ留どめを乱暴に外はずす。

　瑠璃の髪の色はまるで手て品じなでも見ているかのごとく豪ごう奢しやな金きん髪ぱつへと変化した。

「妾わらわを怒おこらすとこういうことになるのだ」

　凄すご味みを帯びた形ぎよう相そうのまま図画工作室を荒らし回りお目当てのものを発見する。

　瑠璃の手によって先日の図画工作の時間に一年生によって作られた不ぶ細さい工くな粘ねん土ど細工が展示台より消え去った。




　アップルちゃん

　一年一組　有ある賀が浩ひろし




「アップルちゃんだかプルプルちゃんだか知らないが妾がもらったからには自由にさせてもらう」

　自己中心的なことをのたまった後、瑠璃は金髪の髪を搔かき上げた。

　指の絆ばん創そう膏こうを勢いよく剝はがす、かさぶたが剝がれ軽い痛みが走った。

　体液が入り混じった血液を一いつ滴てき、粘土に垂らすとそれを強ごう引いんにねりこんだ。

　そしてその不細工な粘土細工を図画工作室の床ゆかに置く。

　さらに黒板からチョークを持ってくると慣れた手つきで周りの床に魔ま方ほう陣じんを描き始める。

　一分ほどで完成した魔方陣を前に瑠璃は満足げに息を吐はき出した。

　そして自分は魔方陣が位置付けるところの上座に立ち静かに目を閉じる。

「アブラカタブ～～ラ。ナマズアブラ～～ナ。オデンデンガラ～ノ。命なし形けい骸がいよ。妾エルロード一族の生命の雫しずくの元にその軀からだに生命を宿らせるがよい。ネアンデルタール。マクドナルドハッピーミール」

　魔方陣がゆっくりと円を描くように回転し始める。中央の粘土人形が奇き妙みように揺らいだ。

　瑠璃は目をキッと見開くと魔方陣の中央を指さして叫んだ。

「目覚めよ！　粘土人形アプリン！」













　第四章　学校の戦い
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　鈴すず雄おは寝息をたてて寝入っていた。

　お約束にも授業の最中である。

　彼にとって幸運だったのは現在教壇で児童教育学の講義をしている教師が家いえ康やすタイプに分類される片かた町まち先生だったことである。

『寝てるなら、起きるまで待とうホトトギス』という考えで授業を進める片町は、眠っている生徒に対して世界一寛かん大だい、ザ・モーストカインドで賞を受賞し次回のノーベル平和賞候補とまで言われている。

　片町は眠っている生徒を起こそうとしないばかりか、わざと授業の進行速度を緩ゆるめたりしてしまう優やさしい優しい教授なのである。

　無む論ろん絶対に重要ポイントなど口にしない。

　なごやかに雑談なんかして居眠り生徒が目を覚ますのを待つという、生徒にとっては仏様のような存在なのだ。

　ちなみに児童心理学の斎さい藤とうは秀ひで吉よしタイプに分類される。『寝てるなら起こして見せようホトトギス』。

　眠っている者には容よう赦しやなく授業を進めてゆき、それどころかここぞとばかりに重要ポイントを連れん呼こする『寝てるなら、落として見せよう資格試験』をモットーとする信のぶ長ながと呼ばれる教師も存在した。

　片町は辛しん抱ぼう強く安あ芸きの島から流れ着いた自転車のチューブについて語っていた。

　雑談で場を延のばしているのである。

　眠っている生徒がいる時は授業を凍とう結けつさせる！

　これが片町のモットーだった。

　ただそんな片町の優しい心持ちとは裏ウラ腹ハラに、授業が全く進まないという苦情が多数寄せられているのも事実だった、

　テスト前にテスト範囲が終わらない教師として、居眠りをする一部の生徒以外からは非難される気きの毒どくな存在だった。

「したがって、チューブは長い長い旅を終えてやってきたのです。すばらしい物語ですね」

　片町はチラリと講義室中央の席で潰つぶれる鈴雄に目を向けた。

　やはりまだ潰つぶれていた。

　復活するのはもう少し時間が必要のようだ。

　片かた町まちは次の雑談を始めた。

　ほぼ尽きかける脳のう味み噌その雑談ボックスをひっくり返し片町は新たなトピックを模も索さくし始めた。

　ピピピピ　ピピピピ　ピピピピ。

　軽い電子音が聞こえてきたのは片町が頭をひねらせている時だった。

　ピピピピ　ピピピピ　ピピピピ。

　いくら今年で六十になろうという片町でもこの音の正しよう体たいくらいは容よう易いに想像がつく。

　ポケットベルか？

　ピピピピ　ピピピピ　ピピピピ。

　授業中にポケベルが鳴るのも別べつ段だん珍めずらしくもない。

　ただ最近は振動するタイプが主流になっていたが。

　ポケベルくらいで目くじらをたてていたのでは家いえ康やすタイプを代表する教師とはいえない。

　片町はポケベルの音なと聞こえていない様子で新たな雑談を始めた。

　コタツについての体験談だった。

　ピピピピ　ピピピピ　ピピピピ。

　電信はまだ続いていた。

　ピピピピ　ピピピピ　ピピピピ。

　気のせいか先ほどよりも音量が上がっているような気がする。

　そしてそれが気のせいでないということはそれほど時間が経たたない間に判明した。





　ピピピピ　ピピピピ　ピピピピ。






　さすがにここまで音量が上がると普通の生徒も何事かと辺あたりをキョロキョロと見渡し始める。

　ざわざわとする教室の中、一人の男が立ち上がった。

　鈴すず雄おだった。

　鈴雄はしばし寝ね惚ぼけてくずれた顔を見せていたが、その表情は冷蔵庫に入れて二時間ほど経過した寒かん天てんパパのように凝ぎよう固こする。

　鈴雄は猛もう然ぜんと教壇に駆け寄ると片町に詰め寄った。

　そして言った。

「先生。トイレ行ってきます」

　片町は妙みような気き迫はくに圧あつ迫ぱくされながらもコクリと頷うなずく。

　鈴雄はそのままパタパタと講義室を飛び出していった。

　何やってんのかしら？

　そんな鈴雄を朝あさ香かは冷さめた目つきで見下ろしていた。

　どうやら先ほどの電子音は鈴すず雄おのポケベルから発せられていたらしい。

　あいつがポケベル？

　似合わない代名詞のように思われた。

　軽く鼻を鳴らして教科書に目を落とした朝あさ香かは胸の辺あたりがブルブルと震ふるえるのを感じた。

　すぐに胸のポケットから丸い小さなポケットベルを取り出す。

　液えき晶しよう盤ばんに角かど角かどしい文字で何事か書かれている。

　朝香はそれを一いち瞥べつすると軽く目を閉じて立ち上がった。

　そしてつかつかと片かた町まちへ向けて軽い勾こう配ばいとなった階段を下り始めた。

「先生。気分悪いから休んでくるわ」
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　時間を少しばかし前に遡さかのぼらせる。

「ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン」

　突とつ如じよとして現れたその巨大な化ばけ物ものは図画工作室の壁かべを突き破り校庭へと飛び出した。

　全長十五メートルはあるだろうか。

　小山のような背中に純白のドレスを着た金きん髪ぱつ少女が踏ふん反ぞり返るように立っていた。

　けたたましく鳴り出した非常ベルに生徒達は何事かとざわめきだした。

「どうしたんだ？」

　瑠る璃りを探していた三年三組の面々も、サイレンに足を止めるとお互たがいに顔を見合わせる。

「何？」

　タンポポは困こん惑わく気味に辺りを見渡した。

　廊ろう下かの突き当たりに見える図画工作室から響いてきた爆音にも不ふ可か解かいなものを感じていた。

　すかさず図画工作室へ足を向け扉ドアを開けたタンポポはその惨さん状じように息を飲んだ。

　壁にぽっかりと穴が開いていた。

　そして、二階の図画工作室から見下ろす校庭にはくすんだ灰色の巨大な怪かい物ぶつ。

　崩くずれかけたピーマンに手足をくっつけたような容よう貌ぼうのその化物の背中には、見るからに普通じゃない少女が一人。

「もしかして」

　タンポポの頭に芽め生ばえた予感は次の瞬しゆん間かん、ポケットでピーピー鳴り出したタマゴッチによって開花した。

『妾わらわはエルロード一族の末まつ裔えい、エーデルワイス。妾はこれより中なか空そら町まち第一小学校を支配する。愚おろかなる地球人のモニターよ。妾と一戦交える勇気と馬ば鹿かを持ち合わせているならばかかってくるがよい』

　タンポポはタマゴッチの液えき晶しよう部分から投とう影えいされた映像を前に唇くちびるを固く引き結んだ。

「すぐにドッコイダーを呼ばないと。学校が大変な事になってしまうわ」

　タンポポはタマゴッチを握にぎり締めて熱い瞳ひとみでそう言った。

　そのドッコイダーが信用するに値あたいする実力の持ち主であるかどうかの疑問は残るが。




「何あれ！」

「わ～～～怪かい獣じゆうだぁぁぁぁ」

「大変だぁ～～～～」

「怪獣に食べられちゃうぅぅぅぅ」

「ウルトラマン助けに来て！」

　とまあ至し極ごく一般的小学生が怪獣と遭そう遇ぐうした時に発する悲鳴を上げる子供達。

　一いち目もく散さんに逃げると思いきやところがどっこいここで好奇心が恐きよう怖ふ心しんを上回るところが小学生のすばらしいところ。

　逃げる教師とは対照的に小学生の好奇の視線はその怪かい物ぶつへと注がれていた。

　そんな異い形ぎようの怪物ヘツカツカと近寄って行く人影があった。

　体操服を着込み、生き真ま面じ目めそうな眼鏡メガネをかけた少女だった。

　どうやら校庭で体育の授業中だったらしい。

　要所要所しっかりと発達した体が低学年のおこちゃまとは一線を画していた。

　少女は辺あたりから出る止めとけ危ないぞ！　コールをものともせず粘ねん土ど人形に近寄ると腰に両手を当て仁に王おう立だちになり上うわ目め遣づかいにエーデルを睨にらみ付けた。

[image: ]

　校長先生をはじめ先生達が卒そつ倒とうする瞬しゆん間かんである。

「授業の邪じや魔まよ！」

　少女はものすごく立りつ派ぱにそう言い放った。

　もしこの少女に何かあったとしたら中なか空そら町まち第一小学校の歴史に深く名をとどめることになるだろう。

「学校は生まれ立ての蟹カニの甲こう羅らみたいな私たちの脳のう味み噌そをより深い人生経験を持って頭が固くなっちゃった先生達が一生懸けん命めいコンニャクゼリー程度の固さにしてくれるそんな大切な所なのよ！　チーズの一番おいしい時期は赤ちゃんの耳たぶくらになった時なのよ！」

　訳の分からない少女の出現にエーデルは困こん惑わく気味に眉まゆを顰ひそめた。

「貴き様さまは誰だれだ？」

「私はこの学校の生徒会長、寺てら谷たに久く美み子こちゃんよ」

　寺谷久美子ちゃんは踏ふん反ぞり返ってそう言い放った。

「生徒会長というのはつまりこの学校で一番偉えらいということか？」

「そうよ！」

　久美子ちゃんはさらに踏ん反り返った。

「そうか、この学校で一番偉いのは貴様か」

　エーデルは何事か一人こちると早口で粘土人形に指示した。

『アププ』

　気の抜けた鳴き声と共に粘土人形は久美子ちゃんをぱくりとくわえ上げる。

「何するの！」

　さわぐ久美子ちゃんなどおかまいなしといった様子でエーデルは泥どろ人形の背で微笑ほほえんだ。

　そして辺あたりを脾へい睨げいすると驚くほど通る声を張り上げる。

「これより、この学校は妾わらわの物とする」

　久美子ちゃんと比べると涙が出るほど薄っぺらい胸を張るとエーデルはそう公言した。

　そんなデンジャラスな状況に人々が息を飲み込んだ時だった。

「ぬはーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは」

　横おう隔かく膜まくを一定のリズムで動かした規則的な笑い声がどこからか響いた。

　そのリズムに一部の隙すきもなかった。

　ただ者でないそのリズムに戦せん慄りつしたエーデルは辺りをキョロキョロと見渡した。

「健全なる中空町第一小学校校舎を破は壊かいし、そして小学六年生のくせにちょっぴりグラマーな生徒会長寺谷久美子ちゃんに危害を加えようとは。ＰＴＡに代わってこの私が天てん誅ちゆうを下す」

「誰だ！」

　エーデルが叫んだ。

　校庭にいた体操服の子供も辺あたりをキョロキョロと見渡す。

「見て！」

　誰だれかが叫んだ。

「屋上に」

　やっぱり誰かが叫んだ。

「あれは！」

「スーパーマン？」

「ウルトラマン？」

「仮か面めんライダー？」

「ヤッターマン？」

「ヤットデタマン？」

「マジンガーゼット？」

「宇宙刑事ギャバン！」

　とても昭和六十年代生まれとは思えない台詞せりふだった。

「違うわ！」

　毎日〝中なか空そらタイムズ〟をかかさず読んでいるおませな生徒、千ち帆ほちゃんは確信のこもった声で叫んだ。

「あれは先日三丁目なんじゃえ横町で突とつ如じよ現れたオケラメカに颯さつ爽そうと登場して戦いを挑いどんだけど結局ぼろくそに負けちゃってもうだめよ～～～ってな状況にいた時、風のように姿を現した謎なぞのヒロインに助けられたという情けないヒーロー、ドッコイダーに違いないわ！」

　様々な羨せん望ぼう（？）を一身に受け、屋上の縁へりに屹ちよ立りつするブルーの姿。

　腰に巻かれたベルトがナイスでグーだ。

「迫せまる試験が氷の微び笑しよう。落第アゲインもういやだ。出席日数それにもめげず正義のためにやってきた。株式会社オタンコナス製作超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー！　呼び出し受けてただ今参さん上じよう！」

　ドッコイダーは大きくポーズを決めると勢いよく校舎の縁を蹴け飛とばした。

「とぉぉ」

　その姿はまるで大空に飛び出す幸せの青い鳥のように美しかった。




　幸せの青い鳥は無む惨ざんにも墜つい落らくした。

　地面に頭から突っ込んだドッコイダーを、エーデルをはじめとする観客の皆様は呆あつ気けにとられて見つめた。

「あぁぁぁぁん。この間より二百グラムもヘルメットの重量を減らしたのにぃぃぃぃぃぃ」

　タンポポは手足をばたばたさせつつ悔くやしそうに叫ぶ。

「やっぱり三百グラム減らしておけばよかったぁ!!」

「ぷふぁ」

　さすがに慣れたのかドッコイダーの復活は早かった。

　そんなドッコイダーをエーデルは冷さめた目つきで見下ろした。

「貴き様さまが株式会社オタンコナスのモニターか」

「その通りだ！」

　頭から突っ込んだ醜しゆう態たいを取とり繕つくろうように立ち上がると青いプレートで覆おおわれた胸を張るドッコイダー。

「妾わらわに刃は向むかうとはいい度ど胸きようだ。その脳のう味み噌そを支配する自己顕けん示じ欲よくを不純物の混ざらぬ後こう悔かいの結けつ晶しようへと変えてやろう」

　エーデルはその小さな口に笑みを浮かべた。

「アプリン！　こいつを始し末まつしろ！」

『アププププププ』

　アプリンは久く美み子こちゃんを放り投げると高らかにおたけびを上げる。

「危ない！」

　ドッコイダーは横っ飛びに跳躍ジヤンプすると落下する久美子ちゃんをキャッチした。

「大丈夫か？」

　久美子ちゃんは潤うるんだ瞳ひとみでドッコイダーを見上げた。

「ドッコイダー！　早く彼女を安全な所へ」

　バズーカにも似たカメラをかついだタンポポがそう助言する。

「おうっ！」

　ドッコイダーはさらに跳躍するとアロットオブな野や次じ馬うまが集まる地点へと着地した。

「彼女をよろしく頼む」

　そう野次馬達に言い残すとドッコイダーはシュタッて右手を上げると爽さわやかに言い放った。

「ここはこのドッコイダーに任まかせなさい！」

　ドッコイダーはそのままシュタタタタタと走った。

　アプリンから二十メートルほど離れた所でその足にブレーキをかけて静止する。

　ドッコイダーとエーデルは校庭で対たい峙じした。

「妾が力、思い知るがよい！」

　エーデルの叫びに応こたえるかのごとく、アプリンは小さな両足をばたばたさせさらに細い両腕をグルグル回しつつドッコイダーに突進してきた。

　巨大なおでこアタックはその進路を妨ぼう害がいする全すべてのものを破は壊かいする勢いだった。

「逃げて！　ドッコイダー！」

　タンポポの叫びにドッコイダーは顔の前で人差指を左右に振った。

「チッチッチッチ」

　ご丁てい寧ねいに舌したまで鳴らしてくれた。

「私を馬ば鹿かにしてもらっては困る。タンポポ」

　ドッコイダーは目の前で腕をクロスさせた。

「こんな時のために超スペシャルな必ひつ殺さつ技わざをマスターしてきたのだ」

「覚えてきたのね！　ドッコイダー！」

　タンポポが華はなやいだ声を上げる。

「その通りだ。相手を一撃で戦闘不能にする、思わず反則よ！　って叫びたくなる必殺技だ」

　ドッコイダーは迫せまり来るアプリンに向けてクロスした腕を向け、そしてそれを大きく螺ら旋せんを描くように振り回した。

「メタルインザシーホワイトストーム・ウインドツイスターインザ瀬せ戸と内ない海かいタイフーン！」

　ドッコイダーの手から二つの風の渦うずが出現、アプリンへと向かって行く。

「ふふ」

　ドッコイダーは自らの勝利を確信した。

　何な故ぜか磯いその香りがぷ～～んと漂ただよってくる。

　しかし突進してくるアプリンのスピードが一いつ向こうに衰おとろえる気け配はいを見せない。

「おや？」

　小首を傾かしげた瞬しゆん間かんドッコイダーは弾はじき飛ばされた。

　クルクルクルと飛ばされたドッコイダーはそのまま砂すな場ばへと頭から突っ込んだ。

「馬鹿ぁぁぁぁぁぁぁ！」

　タンポポが飛び寄ってくる。

「メタルインザシーホワイトストーム・ウインドツイスターインザ瀬戸内海タイフーンは強きよう烈れつな瀬戸内海の潮風を発生させて相手を錆さびさせてしまうという技なのよ。メカ相手には効果覿てき面めんだけどエーデルワイスにきくわけないじゃない！」

「あの馬鹿でかいのはロボットではないのか？」

　ようやく砂場から頭を抜き出したドッコイダーは尋たずねた。

「エルロード一族の末まつ裔えい、エーデルワイス。エルロード一族は銀河に名高いゴーレム使いの一族。彼女は粘ねん土ど人形を巨大化、そして自由に操あやつることができるの。彼女が今まで破は壊かいした小学校の数は数え切れないわ」

「粘土？」

「そう。だからメタルインザシーホワイトストーム・ウインドツイスターインザ瀬戸内海タイフーンなんか全く効果がないってことなの」

「それじゃあ私が必死で覚えたメタルインザシーホワイトストーム・ウインドツイスターインザ瀬せ戸と内ない海かいタイフーンは使えないということなのか！」

「そういうこと」

「なんてこったい」

「だから他ほかの必ひつ殺さつ技わざを」

「他の必殺技って言っても」

　ドッコイダーは少々申し訳なさそうに後頭部をぽりぽり搔かきながら呟つぶやいた。

「他にはアップルカッターしか覚えてないのだ」

　タンポポはあんぐりと口を開けた。

「今まで何をしてたのよ！」

「私の脳のう味み噌その素す晴ばらしさを甘あまくみるな。二日であれだけ長い技の名前を覚えただけでも快かい挙きよなのだ」

「馬ば鹿かぁぁぁ。何胸張って言ってんのよ！」

　二人が掛かけ合あい漫まん談だんをやっている最中にもアプリンのでこでこアタックは続いている。

　それに気がついたドッコイダーとタンポポは慌あわてて逃げ出した。

　ジャングルジムが大破した。

　鉄棒が飛び散った。

　滑すべり台だいが粉ふん砕さいされた。

　ブランコが四し散さんした。

　ドッコイダーが逃げる先々で健全なる小学生達の遊ゆう戯ぎ道具が破は壊かいされていった。

「にゃははははははは」

　狂くるったような笑い声を響かせるエーデル。

「大人おとなしく敗北宣言をするがよいぞ！」

　そして最後は校庭に描かれたトラックでぐるぐると追いかけっこをする始し末まつ。

　ひたすら逃げ回りつつドッコイダーは悲痛の叫び声を上げた。

「一いつ体たいどうすればいいのだ！」

「いい、今からアタシが使えそうな必殺技の名前を言うから、今だけでもいいから暗記してよ！」

「努力しよう！」

「いい、デルデルデルネールアボガドントロピカルオチャノコパイパイドッコイダーエレキバンと言いながら、両手をこうやって胸の前で合わせてそれから」

「無む理りだ」

「何がなんでも覚えてよ！」

「それが覚えられるくらいならば落第なぞしなかった」

「覚えてもらわなきゃ困るのよ。株式会社オタンコナスの社運がかかってるんだから！」

「だったらもう少し人選を考えろ！」

「早く、デルデルデルネールアボガドントロピカルオチャノコパイパイドッコイダーエレキバンと言いながら、両手をこうやって胸の前で合わせてそれから、ゴールデン洋画劇場ドラゴンアタック！　って叫ぶの！」

「デルデルネアンデルタールでアボガドはカルフォルニアロール」

「真ま面じ目めにやってよ！　デルデルデルネールアボガドントロピカルオチャノコパイパイドッコイダーエレキバンと言いながら両手をこうやって胸の前で合わせて、それからゴールデン洋画劇場ドラゴンアタック！　って叫ぶの！」

「デルデルデルネールアボガドントロピカルフルーツ」

「トロピカルオチャノコパイパイ！」

　壮そう絶ぜつなお勉強が始まった。命がけのお勉強だ。

　そして三分後。

「お、覚えたぞ！」

　やはりグルグルと回りつつドッコイダーは疲つかれはてた息を漏もらした。

　そしてそれまで猛もうスピードで走っていた足に急ブレーキをかけるとくるりと背はい後ごを向いた。

　突進してくるアプリンへ向けてタンポポに教えられた通りに、

「デルデルデルネールアボガドントロピカルオチャノコパイパイドッコイダーエレキバン！」

　ドッコイダーの構えた両手に強きよう烈れつなスパークが走る。

　傍はた目めからでも見える稲いな妻ずまが両手を包み込むように発生した。

「さぁ。発射して！」

「よし！」

　ドッコイダーはアプリンを見み据すえた。

　アプリンは数メートルほど前方でようやくこのスパークに気がつき慌あわてて後こう退たいしようと短い足をばたばたさせている。

　いける！

　ドッコイダーは確信した。

「ゴールデン洋画劇場ドラゴンアタック！」

　ほとばしる強烈なスパークの本流が黄おう金ごんの龍りゆうのようにアプリンめがけて突っ込んで行く。

　ドッコイダーもそしてタンポポも、傍ぼう観かんしている皆様もドッコイダーの勝利を確信した。

「止めてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　眼鏡メガネをかけた背の低い子供がアプリンの前に飛び出して両手を広げるまでは。

　このままではいたいけな小学生の頭がチリチリパーマになってしまう！

　ドッコイダーは慌てて腕を左へ曲げた。

　黄金の龍は少年の寸すん前ぜんでその進路を変える。

　稲いな妻ずまの本流は大きくカーブを描きつつ校舎の屋上へと突っ込んでいった。

　屋上に人がいないことを祈るしかない。

　直撃したらきっと頭がチリチリパーマになってしまうから。

「アップルちゃんをいじめないで！」

　少年はぱたぱたとドッコイダーに駆け寄ってくると、ポカポカと胸をなぐりつけた。

「アップルちゃん？」

「あれは僕が工作の時間に一生懸けん命めい作ったアップルちゃんなの！」

　支し離り滅めつ裂れつのうえ舌したっ足たらずの説明だったがその大まかな概がい要ようはこんなもんだった。

　この眼鏡メガネをかけた小学一年生、有ある賀が浩ひろし君は図画工作の時間にリンゴをモチーフにしたかわいらしいモンスターを作成したらしい。どうやらそれがあの化ばけ物もののもととなったのだ。

「しかし」

　ドッコイダーはアプリンへと目を向けた。

「あれがリンゴだったとはな。どうみてもピーマンかカボチャだ」

「アップルちゃんをいじめちゃいやぁ」

「浩君」

　ドッコイダーはしゃがみこむと浩君の肩に手を置いた。

「アップルちゃんは今、悪い女の子に操あやつられているんだ。君のアップルちゃんはきっとそんなことは望まないはずだよ。だからドッコイダーがそれを止めてあげるしかないんだ」

　ドッコイダーの熱い説明に浩君は納なつ得とくの色を見せた。

「止めてあげるのが優やさしさなんだ」

　我ながらなんともうまい説せつ得とくだと感心するドッコイダー。

「さあ浩君。私の後ろへ隠かくれていなさい」

　ドッコイダーは浩君を自分の後ろへ立たせると再びアプリンへ目を向けた。

　ギクリ！

　傍はた目めから見ても分かるくらいエーデルはその背景におどろ線を描いていた。

　ドッコイダーの侮あなどれないアドレナリンに今回は退たい却きやくしようと決め込んでいた矢先だったのだ。

「行くぞ！」

　ドッコイダーが両手を構える。

「くっ」

　思わずエーデルは目を背そむけた。

「……………………」

　静止する世界。

　沈ちん黙もくする戦場。

「どうしたのドッコイダー！」

　タンポポの問いにドッコイダーは非常に素直に答えた。

「忘れた」

「ど～してそんなにすぐに忘れちゃうのよ！」

「だから私の脳のう味み噌そを甘あまく見るなと言ったろ！」

「さっきはちゃんと覚えてたじゃない」

「人間の脳味噌というものは物忘れをするためにあるんだ。私の脳味噌はそのレベルが一般人よりもかなり高いのだ」

　エーデルは不思議そうにその光景を見つめていた。

　よくは分からない。

　よくは分からないがこれだけは言える。

　どうやら必ひつ殺さつ技わざが出せないらしい。

　エーデルは作戦を変へん更こうした。

「アプリン！」

『アプププププ』

　突進の体制に入るアプリン。

　そして巨大な弾だん丸がんは発射された。




「うひょぉぉぉぉ」

　果か敢かんに突っ込んでくるアプリン。

　逃げたいのだが焦あせったドッコイダーは思い切り足をつまずかせた。

　視し界かいの中で大きくなっていくアプリンのとぼけたおでこ。

　しかしあの西にし村むら雅まさ彦ひこをも上回るおでこには力りき道どう山ざんの頭ず突つきすら上回るパワーが込められているのだ。

　ピンチだった。このままでは自分は跳はね飛ばされて宇宙のもくずに……。

　待てよ。

　ドッコイダーの頭に唐とう突とつに一つの考えが生まれた。

　それはひどく突発的だったが悩んでいる暇ひまはない。

　マッチ棒の先よりも小さな希望を胸にドッコイダーは叫んだ。

「アップルカッター！！！！」




　戦いは終わった。




　校庭にはウサギさんに切られたアプリンが残った。

　エーデルワイスが逃げ去った後、それは途と端たんに収縮を開始しもとの粘ねん土どへと姿を戻す。

　浩ひろし君はそれを拾い集めてもう一度アップルちゃんを作ったそうな。

　めでたしめでたし。




「これから毎日最低一時間は必ひつ殺さつ技わざの名前を覚えるのに費ついやしてもらいますからね」

　鬼オニのように机の前に立ちはだかるタンポポを鈴すず雄おは暗あん澹たんたる気分で見上げた。

「まあいいじゃないか。無事助かったから」

「偶ぐう然ぜんの勝利でしょ」

　タンポポはそう言い放つと必殺技大辞典を開く。

「まず初めの必殺パンチの項こうから」

「はぁ」

　せっかく苦しい学校生活を終えてたどり着いた自宅なのに、どうして再び疲つかれる勉強をしなくちゃいけないのだろうか？

　それにしても……。

　鈴雄の脳のう裏りに今日一番の不ふ可か解かいな現象が浮かび上がった。

　朝会った時にはストレートだった朝あさ香かの髪かみ型がたが、鈴雄が戦場から帰ってきてみると何な故ぜかチリチリパーマになっていたことである。

　その意い外がいな変へん貌ぼうにクラスの連中も驚いているようだった。

　きっとイメージチェンジって奴やつだろうな。

　鈴雄はそう思った。

「ちょっと。聞いてるのお兄ちゃん！」

　目くじらを立てるタンポポに鈴雄は辟へき易えきした様子で肩を竦すくめてみせた。

　ピンポ～～～ン。

「お客様だぞ。小こ鈴すず」

　タンポポは唇くちびるを尖とがらせつつ玄関へと向かう。

「はい、どなたです」

　ドアが勢いよく開かれる音と同時に瑠る璃りが飛び込んでくる。

　迷まようそぶりもせず瑠璃は小鈴を突き飛ばすと鈴雄の胸の中に飛び込んだ。

「コーチ。瑠璃やりました！！！」

「へ？」

「委員長になれたのよ！」

　瑠璃は勢いこんだ口調で叫んだ。

「小鈴。確か瑠璃ちゃんが少しの差で負けたって言ってたよな」

「うん」

　瑠璃は御ご満まん悦えつの表情で鈴雄を見上げた。

「重さだったんです！」

「重さ？」

「そうか！」

　タンポポが指を鳴らした。

「皮の厚さの問題ね」

「そう。瑠る璃りの方がものすごく皮が薄かったの。それを先生が考こう慮りよして」

「で、委員長が交代したと」

「うん」

　がっちりと抱きついた瑠璃に鈴すず雄おは照てれくさそうに笑みを浮かべながら、

「おめでとう瑠璃ちゃん」

「それからコーチ。あの約束忘れないでくださいね！」

　瑠璃は少しだけ頰ほおを赤らめてそう言うとばたばたと去っていった。

「あの約束？」

「何それ」

「ど～～も思い出せない。まあ何はともあれ瑠璃ちゃんが委員長になれたんだ。めでたいじやないか」




　翌日。

「ど～～～して瑠璃がこんなことしなくちゃいけないのよ！！！！」

　瑠璃は檻おりの中で喚わめいた。

　瑠璃の手には薄うす汚ぎたないホウキが握にぎられ、そして足下には元気に跳はね回るウサギさんが一いつ杯ぱい。

「だってしかたがないだろ。三年三組の委員長の仕事ってウサギの世話なんだからな」

　竜りゆう哉やが格こう子し越しに言った。

「しかし助かったぜ。俺おれもほとほと嫌いや気けがさしてたんだ。これで好きなサッカーが思う存分できる。サンキューな瑠璃」

「も～～～～う」

　サッカーボールを器用に蹴けり上げつつ去っていく竜哉の背中に向けて瑠璃は憤ふん慨がいした様子で叫んだ。

「今度は校舎全部を破は壊かいしてやる！！！」
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「お～～～よちよち」

　専門学校教師、斎さい藤とう陽よう介すけは夜泣きする息むす子こを郊こう外がいの一軒家のベランダであやしていた。

「お～～よちよち」

　斎藤は児童心理学教師としての全すべての知識を駆く使ししてあやすが一歳になったばかりの息子はなかなか泣きやんではくれない。

　時刻はすでに午前三時。

　計算するとかれこれ三十分もここでよちよち音おん頭どをとっていることとなる。

「ったくどうして俺おれがこんなことしなくちゃいけないんだよ」

　斎藤はぼやく。もちろんこんなことを妻の前で言ったら実家に帰られちゃうから言えない。

　今考えてみればプロポーズが悪かった。

「泣いて頼んじまったからな」

　思えばあの時、今後数十年にも及ぶ支配体制が確立してしまったのかもしれない。

「ぐすっぐすっぐす」

　斎藤がものすごく真しん剣けんにタイムマシンについて考えていると、赤ん坊のぐずつきレベルが上がった。

「よちよち。頼むからお父さんをこれ以上睡すい眠みん不足にしないでくれよ」

「うわぁぁぁぁぁぁん」

　親不孝にも赤ん坊は泣き出した。

　斎藤はあからさまに渋しぶ面づらを見せた。

　自分の息子じゃなかったら二階のベランダから放り投げるところだった。

「よちよちよちよち」

　斎藤の命をかけた戦いはさらに数十分続いた。

　ようやく赤ん坊クンの上の目ま蓋ぶたと下の目蓋がピクピクと痙けい攣れんを始める。

　眠りに落ちる兆ちよう候こうだった。

「よっしゃ！」

　すっかり出がらしのお茶みたくなっていた斎藤は思わずガッツポーズを決めて赤ん坊を落としそうになる。

「おっと」

　一いつ瞬しゆんギクリとしたが、赤ん坊はゆっくりと瞳ひとみを閉じ軽い寝息をたて始めた。

　これでやっと眠ることができる。

　斎さい藤とうは安あん堵どの息を吐はき出すと、赤ん坊が目を覚まさないようにピンクパンサーのステップでベッドルームへと向かった。

　ベッドに横になるわりと美人系の妻にあかんべーをするとその脇わきに赤ん坊を横たわらせる。

「さて」

　赤ん坊を挟はさむように蒲ふ団とんに潜もぐり込もうとする斎藤は、この世で一番聞きたくない音を聞いた。

「グスッグス」

　ギギギギとひきつった表情で赤ん坊に目を向ける。

　夜泣きの前ぜん兆ちようだ。

　その時、斎藤は赤ん坊がいつも眠るとき手にしている緑のハンカチがないのに気がついた。

　赤ん坊とは不思議なもので何か自分が気に入ったものがないと安心できないきらいがある。

　ベランダだ！

　斎藤はベランダへ向かった。

　そして緑のハンカチを拾い上げた時、遠くの東の空に落下してくる青い光を目もく撃げきした。

　流れ星とは少し違う。流れ星にしては速度が緩かん慢まん過ぎるのだ。

「なんなんだあれは？」

　斎藤は好奇心丸出しでベランダの縁へりから身を乗り出した。

　青い光はゆっくりと針しん葉よう樹じゆ林りんの山へと降下してゆく。

「ＵＦＯ？」

　斎藤がピンクレディーした時だった。

　ミシミシミシミシ。

　いやな音が響いた。

「え！」

　斎藤が気がついた時には彼の体は空中に放り出されていた。

　斎藤は小さな庭に落下した。

　しこたま背中を打ち付ける。

「手抜き工事だぞ！」

　そう叫ぶ元気があっただけでもましだったのかもしれない。

　斎藤はそれでも起きてこない妻をなじりつつ、ズルズルと体をひきずって玄関へと向かった。

　玄関の脇の鉢植えの下に隠かくしてある鍵かぎで扉ドアを開くと、下げ駄た箱ばこの脇の受話器に手を伸のばした。

「すいません。屋根から落ちました。早く来てください」

　救急車を呼んだ後、斎藤は気き絶ぜつした。

　普通の人にはできないグレイトな行為だった。




　さて所変わってここは中なか空そら山やま。

　針しん葉よう樹じゆ林りんの中に見るからにＵＦＯすぎてかえって疑いたくなる物体が一つ。

　そしてひっくりかえったＵＦＯから這はい出て来る一組の男女。

　地球人的物の見方で軽く一いち瞥べつするとだいたい歳としは二人とも二十三、四ということだろうか？

　ただこれまたいかにもって感じのコスチュームで身を包み、宇宙人と言われても怪あやし過ぎて信しん憑ぴよう性せいにかけている。

　しかしこれだけは言えた。

　男の方は道ゆく女性の大半が目をハートにしちゃうほど端たん正せいな甘あまいマスクを保持する鉄人的美男子。

　女の方は道ゆく男性が思わず海かい綿めん体たいを充血させたくなるようなすこぶる美女。

　美男と美女のコンビはその後ろにある玩具オモチヤ的てきなＵＦＯさえなければかなり絵になっていただろう。

「一いつ体たいどういう運転してんのよ！　ピエール！」

　長い黒くろ髪かみをたたえた女性は男の胸倉を摑つかみ上げた。

「冗じよう談だんじゃないわよ。迷まい子ごするわ、恒こう星せいに突っ込みそうになるわ。おまけに着陸なんだか墜つい落らくなんだか分からない味アジな真ま似ねしくさって」

「すみませんお嬢じよう様さま。悪気があったわけじゃないんです」

「悪気があってやりましたなんて言ったらあんたこれ以上歳はとらないわよ」

「すみません。お嬢様」

「とにかく、迷子してたおかげで到着が目め茶ちや苦く茶ちや遅おくれてしまったわ。銀河お巡まわりには痛くもない腹を探られるし。それに他の連中はもう到着してるらしいじゃない」

「ああ」

「さっさと行動起こさないと減げん刑けいの対象にならないじゃない」

「行動？」

「なんとかって会社となんとかって会社の試作品を適当にいじめるだけで減刑。ア～～～ンドなおかつそいつらの顔面を曝さらけ出してやれば一いつ気きに無罪。あたしらはフリーマンになってヒヤシンス動物園を再興できるのよ！」

　女性は拳こぶしを夜空へ向けて突き上げ吠ほえた。

「お嬢様のためならたとえ火の中、水の中。このピエール努力も命も惜おしみません」

　男も吠えた。

　二人はしばし大宇宙に吠えた後、表情を現実へと向けた。

「ピエール。さっさとこのＵＦＯを始し末まつしちゃいなさい」

「あいですな」

　男がＵＦＯの外装の一部に手を当てる、そこにはでっかな文字で『自じ爆ばくのスイッチ』と書かれた赤いボタンがあった。

　十数秒後、ＵＦＯは爆発炎えん上じようした。

「さて、銀河のお巡まわりさんの方で用意したアジトへ行くわ」

「了りよう解かいしました」

　沈ちん黙もく。

「どこよそこは」

「お待ちください。釈しやく放ほうされる時、私地図をもらいました」

　男は辺あたりを自分の体をぺたぺたとさわりまくり、神しん妙みような顔つきで言った。

「船の中でした」

　女性のストレートパンチが男の右目に決まっていた。

「この役立たず！」
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「え～～～諸君」

　突とつ然ぜん講義室につかつかと入ってきた分厚い眼鏡メガネの老人は教壇に立つとめちゃんこ偉えらそうな態度でこう言った。

「児童心理学の斎さい藤とう先生が昨夜ベランダから落下して全治一カ月の怪け我がを負われた」

　ざわざわと学生達がざわめく。

　その中央の席で鈴すず雄おは口をポカンと開けていた。

「夫婦喧げん嘩かでもして突き落とされたんじゃね～～か」

　隣となりの席で暴言を吐はき出しているのは相変わらず保母目指しているとは思えない格かつ好こうをした朝あさ香かである。

　煙草タバコを吸うとか酒をがばがば飲むとか男の金玉を平気で握にぎり潰つぶすというパワフルなお嬢じようさんである。

　先日チリチリパーマになってしまった頭も見事にまとめて元に戻していた。

「一いち応おう、今度見舞いに行った方がいいなぁ」

　鈴雄はそう呟つぶやくと今度は教壇に立つ白はく衣いの老人へ目を戻した。

「う～～～ん」

　目をこらす。マサイの人みたく目が好いわけではないからこの距離だと顔に刻まれたシワの数を数えることはできない。

「何やってるんだよ」

　あきれたように隣から尋たずねられるが鈴雄はひたすら目を細めて老人の顔を見ていた。

「どこかで見たことあるような気がするんだよな。あの人」

「あのジジイ？　駅前の公園でゲートボールやってるのを見たんじゃないの」

　鈴すず雄おに見つめられているのも知らず老人の弁にはますます熱がこもる。

「本来ならワシはこんな所で赤ん坊の気持ちがどうのこうのを教えるような人物ではないのじゃ！　高こう尚しようにして知的でそして貴き様さまらのような下か等とう種族など思いもよらぬ偉い大だいなる頭脳を持つワシがなぜこんな所で……」

　老人のパワフルな愚ぐ痴ちはそれから三十分ほど続いた。

　ようやく落ち着いた老人はしばしぜ──ぜ──と息を整えてから授業へと入る。

　結局教科書を読むだけの単純な授業だがテスト対策にはその程度のことで十分なのである。

「ふ～～～ん」

　授業が終わった後も鈴雄は小首を傾かしげていた。

「どこで会ったっけ？」




　昼、食堂で一杯三百円のラーメンをすすりつつ鈴雄はまだ頭を悩ませていた。

「どこで会ったけや」

　どこかで会ったのだがそれがどこだか分からない。

　押しても引いても横にずらしても開かない記憶の扉とびら。

「う～～～む」

　鈴雄が話しかけられたのは、ひたすら悩みながらシナチクをくわえている時だった。

「桜さくら咲ざきさん」

　それはお上品な声だった。

　鈴雄はシナチクをくわえたまま振り返り、そして先程の老人が誰だれであるのかをやっとのこと理解した。

「栗くり華かさん！」

　コスモス荘の一階一号室に祖そ父ふと住む栗くり乃の花はな栗華が鈴雄の前で微笑ほほえんでいた。

　その正しよう体たいがなんであるかを説明するまでもないだろう。

「ここ、よろしいですかぁ？」

　栗華は鈴雄の前の椅い子すを指さした。

「え、ええどうぞどうぞ」

　栗華は鈴雄の対面トイメンに腰を下ろす。

「お祖じ父い様さまがこの学校に勤めはじめたんですう。それで私も」

　栗華は相変わらずのらりくらりとした口調で続ける。

「ああ、さっき栗乃花さんに習ったよ。どこかで見たような気はしてたんだ」

「ところで桜咲さん。ドッコイダーって知っていますぅ？」

　栗くり華かの物ぶつ騒そうな発言に鈴すず雄おは咀そ嚼しやくしたシナチクを吹き出した。

　シナチクは栗華の頰ほおへペシャリと張り付く。

　栗華は何事もなかったかのごとくそのシナチクをハンカチで拭ふき取った。

「はは、栗華さんどこでそんな物騒なことを」

　鈴雄はこめかみの汗を拭き取りつつしどろもどろに声を出す。

「桜さくら咲ざきさんのお友達で最近急に羽振りがよくなって、俺おれがこの町を救ってみせるなんて豪ごう語ごしている人いませんかぁ？」

　質問の趣しゆ旨しがまったく分からなかった。

　当然そんなんに該がい当とうする人物は鈴雄の友人にはいなかった。

「さぁ、いないけど」

「そうですか」

　栗華は残念そうに目を伏せると腕時計を一いち瞥べつする。

「あっすいません。私食事の時間ですので失礼させていただきますぅ」

　栗華は立ち上がり一いち揖ゆうするとパタパタと足音を響かせつつ去っていった。

「食事の時間って………」

　鈴雄は辺あたりを見渡した。

　考え違いをするはずもなくそこは食堂だった。

「コンビニでも行くのかな？」

　ちょっとだけ小首を傾かしげている鈴雄の耳元でささやかれる声があった。

「へえ、可愛かわいらしい娘こじゃない」

「朝あさ香か」

　軽く首を動かすとニヤニヤ笑う朝香がいた。

「お前がどこで知り合ったか知らないけど…………いいもん食ってるじゃねーか」

　朝香は鈴雄のラーメンを奪うばい取るとそれに箸はしを付ける。

「で、さっきの女だれ？」

「うちのアパートの下の階に住んでる女の子。ちなみにさっきの児童心理学の先生が栗華さんのお祖じ父いさん」

　ラーメンを奪われた鈴雄は唇くちびるを尖とがらせつつぶっきらぼうに呟つぶやく。

「へえ、偶ぐう然ぜんて面白いもんだな」

　朝香はラーメンをすっかりスープまで飲み下すと器うつわをダンとテーブルへ置いた。

　相変わらずパワフルな行為だった。

　つまようじで歯の隙すき間まを掃除してから、朝香は思い出したかのように言った。

「そういえば鈴雄。斎さい藤とうから聞いたんだが、お前免めん許きよ持ってるらしいじゃないか。車の」

「え？」

　鈴すず雄おは露ろ骨こつに顔をしかめた。

　確かに免許はある。

　去年の夏休み、帰郷先の静しず岡おか県の小さな町で半なかば無む理り矢や理りとらされた車の免許。

　運と奇き跡せきで夏休み終了時にはとぼけた表情の顔写真を張り付けた免許を手に入れることに成功したのだが……………。

　いきなり母親の軽自動車を電柱にぶつけて以来、どうにも運転が恐おそろしくて仕方ない。

　それからハンドルを握にぎっていない。

　証明書付きのペーパードライバーである。

「一いち応おう……………ある」

　頼むからアッシーになれとか言うなよ。

　鈴雄は心中でそう叫んだ。

　命の保障はできないからな！

「実はちょっと頼みがあるんだけどよ」

　朝あさ香かはそこではたと口をつむった。

　不ふ可か解かいそうな顔で右手を革ジャンの右ポケットに当てる。

「ちっ」

　軽く舌した打うちすると朝香は立ち上がった。

「また今度な」

　軽く手を上げるとクルリと背を向けて不自然に急ぐようなそぶりで去っていった。

「どうしたんだろ」

　鈴雄がそう呟つぶやいた時、胸ポケットからピーピーと漏もれる電子音が。

「わっわっ」

　鈴雄は慌あわてて胸ポケットから四角いポケットベルを取り出した。

　角かど角かどしい文字が現れている。

『ツウシンアリ・ナナバンショウテンガイノハズレ・ギンコウノカドノアキチ・ヒヤシンス』

「ヒヤシンス」

　聞いたことのない相手だ。

『シキュウキタレリ』

　鈴雄はポケベルをしまうと立ち上がった。

　いざ、いつも変身に使っている校舎裏の空き地へ！

　無む論ろん、セルフサービスのラーメンの器うつわをカウンターへ帰すことを忘れなかった。

　律りち儀ぎな男なのである。




　一方その頃ころ、栗くり華かは。

　お食事をしていた。

　栗くり三さぶ郎ろうは必死にゼンマイを巻いていた。

　ちなみにゼンマイ巻きは栗くり華かの背中から生えていた。

「なかなか骨の折れる仕事だわい」

　ギチギチとゼンマイを巻きながら栗三郎はぼやいた。

「いつもご迷めい惑わくをおかけします。マスター」

「仕方ないじゃろ。お前が動かなくなったら元も子もないからな」

　ゼンマイを巻き終えた栗三郎は額ひたいの汗を拭ぬぐうとため息混じりに言った。

「やはり電池で動くようにした方がよかったかもしれん」
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　七番商店街の外はずれ。ハナマル銀行の角の空き地を取り囲むブロック塀べい。

　ドッコイダーは塀を飛び越え颯さつ爽そうと現れた。

　空中で三回転半しさらにひねりを加えて頭から着地する。

　なんとか頭を引っこ抜くとドッコイダーは高らかに宣言した。

「正義の魂たましいこの手に握にぎり、やってきました正義の味方。下げ馬ば評ひよう酷こく評ひようそれにもめげず満員御礼花ラッキョ。株式会社オタンコナス製作特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー。道に迷まよって遅おくれて参さん上じよう！」

　ヒュ～～～～～～～～～～。

　四月の少し暖かくなった風がドッコイダーの脇わきを通り抜けていった。

　人が三十人ほど集まればもうラジオ体操ができるって程度の大きさの空き地には人の姿はなかった。

　買い物の帰りらしい主婦のおばさまが一人、ビニール袋をぶら下げて空き地の前の道を歩いていった。

　ドッコイダーにうさんくさそうな視線を向けながら。

「あら？」

　ドッコイダーは首を左右に動かした。

　別に首の運動をしたわけではない。

　自分が戦わなくてはならない敵を探したのだった。

　やはりいなかった。

　ドッコイダーは誰だれにというわけでもなく肩をすくめてみせた。

　その直後後頭部に強い衝しよう撃げきを受けた。

「何やってたのよ！」

　巨大なハリセンを手にしたタンポポがドッコイダーの背はい後ごで目を釣つり上がらせていた。

　もっとも赤いランドセルを背負った普通の子モードだったが。

「新たな敵はどこだ？」

　そう尋たずねるドッコイダーにタンポポは眉まゆ根ねを揉もみつつ、

「もうかたはついちゃったのよ」

「はぁ？」

「ドッコイダーがどこかでモタモタしている間にネルロイドガールが登場してさっさと倒していっちゃったのよ」

「で、その犯人ちゅうのは？」

「とっくに逃げちゃったわよ！」

　タンポポは吐はき捨てるようにそう言ってから、はぁと息を吐き出した。

「とりあえず変身を解除してよ。アタシと一いつ緒しよにいるところを見られたら正しよう体たいがばれちゃうかもしれないじゃない」

「ああ」

　鈴すず雄おは近くに生えていた木の陰かげに隠かくれるとその呪じゆ文もんを口にした。

「ナマムギナマゴメナマタマゴ」

　普通人に戻った鈴雄は木陰から顔を出すと唇くちびるを尖とがらして見せた。

「仕方ないだろ。ここらへんて道がいりくんでるんだから」

「オートナビゲーターシステムを入れたいけどそれは規格外だから仕方ないの。それよりもっと地理を勉強してよ」

「それにしても僕がいくら道に迷まよってたからってせいぜい五分くらいだぞ。その短い間にネルロイドガールは化ばけ物ものを倒したってことなのか？」

「それがね」

　タンポポは困こん惑わく気味に小首を傾かしげると鈴雄を見上げて軽く指を動かした。

　それがしゃがめという意味に気がついた鈴雄は膝ひざをつくと耳をタンポポへと向けた。

　ごにょごにょごにょ。

「コアラ？」

「そうなの。ワタシもそのヒヤシンスってＡ級犯罪者よく知らないんだけどね」

「ふむふむ」

「ぼよ～～～んて格かつ好こうした女性型で怪かい人じんコアラ男と共に現れたんだけど、コアラ男はそこの木にしがみついてただけでネルロイドガールの一撃でボッカァァァン。んでもって爆ばく煙えんが晴れたらそいつらいなくなってたわ」

　そこでタンポポは大きく息を吸い込んだ。

「メチャクチャ弱かったってことなのよ！」

「目め茶ちや苦く茶ちや弱かったのか」

　鈴すず雄おは悔くやしそうに舌した打うちした。

「どうしてそういう時に限って遅ち刻こくなんてしたんだろ」

「とにかく。これからは絶対に遅刻しないように。必ひつ殺さつ技わざの勉強と一いつ緒しよに地理の勉強も」

　タンポポは何かに気がついたかのごとく赤いランドセルに手を突っ込んだ。

　そこから真っ赤な目覚まし時計を取り出す。

「いや～～～ん。もうお昼が終わる時間じゃない！　西にし尾お先生に怒おこられちゃうぅぅぅぅ」

　パタパタと駆け出すタンポポを鈴雄は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　結局僕は何するためにやってきたんだろうか？

　なんてことをしみじみと考えちゃったりする。

「あ、そうそう」

　姿を消したかに思われたタンポポがひょこりと顔を突き出した。

「お兄ちゃん。今日の夕飯何がいい？」

「え……と、すき焼き」

「了りよう解かい！」

　タンポポはスキップしながら姿を消した。

　急いでるんだか遊んでるんだか分からない態度だった。

　僕は何するためにここに来たんだろう？

　再度自問するが、運よく理由は見つかった。

　夕飯のリクエストのために来たんだな。

　鈴雄は満足げに頷うなずいた時だった。

「うぅぅぅぅ」

　呻うめき声のようでいてやっぱり呻き声なんだろう。

　そんな押し殺した声が鼓こ膜まくを震ふるわした。

　鈴雄は背筋が寒くなるのを感じた。

　もしや……この公園で首くび吊つり自殺した男の霊れいでは………。

　なんて考えるが今は昼間だから霊なんて出てこないだろうと思い直しホッと一息。

　それでも世の中にはとちくるった奴やつ、とぼけた奴、頓とん馬まな奴、お馬ば鹿かな奴がいることは自分の存在から理解していた。

　言いい換かえればそういった奴らがポックリいった時にはとちくるった幽ゆう霊れい、とぼけた幽霊、頓馬な幽霊、お馬鹿な幽霊となっておかしくない。

　昼間にひょこひょこ出てくるくらいの奇き行こう、珍めずらしくもなんともないのかもしれない。

「うぅぅぅぅぅ」

　さらに呻き声は響いている。

　鈴雄は呻き声のする方向へギチギチと目を向けた。

　思わずドラエモンを連想する土管が三つ積み重ねられている。

「うぅぅぅぅぅぅ」

　呻うめき声はその土管の向こうから聞こえてくる。

　鈴すず雄おは恐こわいもの見たさ半分、好奇心四分の一。おまけの四分の一と共にひょこひょこと土管に近寄った。

　恐おそる恐おそる土管の上からのぞき込む……と。

　鈴雄はほっと胸をなで下ろした。

　うめき声の正しよう体たいは幽ゆう霊れいではなく、まるで宇宙人が着るようなキラキラ光る服を着た女だった。

　しかも美人レベルは危険数値だった。

　ゴクリ。

　ついつい唾つばを飲み干してしまう鈴雄は慌あわてて強く頭を振った。

　問題はこの女性をどうすべきかということである。

　呻き声を上げている。

　世の中、気持ち良くて呻き声を上げる人もいるかもしれないが一般的には苦しくて呻き声を上げるのが主流である。

　この女性はどうやら苦しがっているようだ。

　このままほったらかしにするのはさすがに無責任過ぎる。

　鈴雄が救急車の番号を頭に思い浮かべた時、その女性がうわ言のように何かを呟つぶやいた。

「え？」

　父の仇かたきである廻かい船せん問とん屋や成なる美み屋や成なり左ざ衛え門もんを必ひつ殺さつしてください！　なんて小こ銭ぜにを握にぎらされる展開はごめんだったが幸いに仕事人への依頼ではなかった。

「…………すいた」

　鈴雄が耳を近寄らせる。

　うわ言はうわ言のくせにわりとしっかりと鈴雄の耳に飛び込んで来た。

「お腹すいた」




　鈴雄はただただ言うべき言葉を失って目の前の女性を見つめていた。

　いや別にそれは鈴雄に限ったわけではない。狭せまい店内にひしめき合う総勢二十余名の男女が一人の例外もなくその女性を見つめていた。

　店員も右に同じである。

　それもそうだろう。こんななんの変へん哲てつもない零れい細さいラーメン屋にて、どっかのＵＦＯ博覧会から抜け出て来たような女が鬼オニのような気き迫はくをまとってラーメンを食べているのだ。

　さらに付け加えるならこの女はとてつもなく美女である。

　これで注目しないようだったらそいつはキュウリかカボチャなのだ。

　鈴すず雄おはどんどん積み重なってゆくラーメンのどんぶりを前に財布の中身をチラリと思い浮かべた。

　目の前の女性は相変わらずの食欲でラーメンを平たいらげている。

　どんぶりの数は十八。

　いったいこの素す晴ばらしいプロポーションの中、大量の麵めんと汁しるはどこに入るんだろうか？

　鈴雄は解けない謎なぞに思いを張はり巡めぐらせた。

「ぷふぁ」

　十九杯目のどんぶりを勢いよくテーブルに叩たたき付けると女性は満足の意のこもった息を吐はき出した。

　鈴雄は概算し総合計が自分の財布の中身の金額をかすかに下回るのを知り安あん堵どのため息を吐き出した。
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「満足しましたか？」

　鈴雄はそう尋たずねた。

　女は上品に口元をペーパータオルで吹きとりつつ深く頷うなずいた。

「じゃぁ。僕、急いでるんで。お金は払っておきますから」

　鈴雄は軽く腰を上げる。

「ごきげんよう」

　立ち上がりかけた鈴すず雄おはその手を思い切り摑つかまれ引き戻された。

「あの」

　潤うるんだ瞳ひとみからほとばしるキラキラとした光線が容よう赦しやなく鈴雄を攻撃する。

　鈴雄はため息を吐はき出すと席に戻った。

　思えば先ほどもこの光線を受けてラーメンをおごる羽は目めになったのだった。

「ギョーザも食べたいの」

　鈴雄は振り返るとカウンターに向けてギョーザを一皿注文した。

　首を戻すと女は指を三本立てている。

　鈴雄は二皿追加した。

　まもなくやってくるギョーザ三皿をキレイに平らげた女は今度こそ満足したらしくニンニク臭くさい息を吐き出した。

「それじゃあ、本当に僕急いでるんで。失礼します」

　さらにキラキラとした光線が飛来する。

　食欲を満たした彼女が何を欲しているかは分からない。

　しかしそこに一いつ旦たん足を踏み入れたならば今度こそ引き返すことができなくなってしまう。

　ただでさえお人好し根こん性じよう丸出しでラーメンをおごったのだ。これ以上深みにはまったら……。

　しかし鈴雄はやはりお人好しだった。

「何があったんですか？」

　さらなる深みに足を突っ込む質問を鈴雄は口にした。

　彼女もそれを待ちわびていたのだろう。

　まるで演技みたく目頭に手を当てるとおよおよと泣き崩くずれる。

「異い邦ほうの地でたった一人。私は迷まい子ごになってしまったの」

「はあ」

「唯ゆい一いつの私の下げ僕ぼくピエールは行方ゆくえ不明」

　下僕…………ピエール？

「早く見つけないと」

「はぁ」

「でも一人で探すのはとても大変」

「確かに」

「誰だれかに協力を頼まなければ。しかしここは故郷よりはるか遠く離れた異邦の地、頼れるのは我身一つ。あぁ、渡る世間は鬼オニばかり。こうして私はエイリアンに囲まれたまま路ろ地じ裏うらで冷たくなってゆくのね」

　言っていることは支し離り滅めつ裂れつだが何を言わんとしているかは明らかだった。

「つまり、あなたは」

「岼ゆり根ね沙さ由ゆ里りよ」

「ああ」

　相手に名乗らせておいて黙だまっているわけにもいかない。鈴すず雄おは反射的にお辞じ儀ぎを返しつつ、

「桜さくら咲ざき鈴雄といいます」

　沙由里は鈴雄の両手を自らの両手でがっしりと摑つかんだ。

　そして鈴雄の両眼をひたと見み据すえて言った。

「助けて。鈴雄ちゃん」

　突とつ然ぜんそんなスターウォーズの姫ひめ様さまのようなことを言われてもこっちも困るというものなのだ。

「つまりその行方不明となった…………」

「ピエール」

「ピエールさんを探し出したいと」

「ええ」

「それじゃあ警察へ案内します」

　立ち上がりかけた鈴雄の手にさらに力が加わる。

「警察へは行けないの」

　沙由里は目を伏ふせてそう言った。

「へ…………」

「警察へ行くわけにはいかないの」

「あのお、そのピエールさんが実はブラジル生まれのアメリカ育ちで大阪の金融業関係者を殺害してそれで逃げ回っているなんてことば言わないでくださいよ。まあその格かつ好こうで逃げ回っているとは到とう底てい思えませんけど」

「父が動物園を経営していたの」

　なんの脈みやく絡らくもなく沙由里はそう話し始めた。

「その動物園が不況の煽あおりで倒産。迫せまる借金取りの中、父は持病の膀ぼう胱こう炎えんで他た界かい。私と動物園の飼育係だったピエールは人目を忍しのんで逃げ回る逃亡者ハリソン・フォードのような生活を」

「その格好でですか？」

「時にはサングラスをかけた黒服の連中に追われて、時には一個師団に攻撃され、それでも私達は逃げ続けたわ」

「その格好でですか？」

「お願い。鈴雄ちゃん。私と一いつ緒しよにピエールを探して」

　きらきらと潤うるむ瞳ひとみに対抗するのはお人好し鈴雄には不可能チャンチャンだった。
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　その男は非常に目立っていた。

　キラキラと光る火星人あたりが着てそうな服で町中を阿あ呆ほうのように歩き回っているのである。

　しかもかなりの美男子。

　駅前で煙草タバコをふかしていた朝あさ香かはその男の奇き妙みような行動を何となく目の端はしに入れていた。

　何やってるんだろ？

　コンクリート製の冷たい柱に寄りかかりつつ朝香は小首を傾かしげた。

　別べつ段だん男の端たん正せいな顔立ちに特別な感覚はうけない。

　朝香のタイプとは割箸二十三本分ほどかけ離れていたからである。

　男は道路に這はいつくばりつつ犬が鼻をならすかのごとく匂においを嗅かいでいる。

　男の近未来的な服装と端正な顔立ちとそのお犬チックな行為が渾こん然ぜん一体となってさらに奇妙な雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかけていた。

　触さわらぬ神に祟たたりなし。

　厄やつ介かい事ごとに自分から突っ込んでいくのは馬ば鹿かのすること。

　朝香はそう決め込んでただ黙だまって煙草をふかしていたが、その男が不良風の学生に囲まれるのを見てさすがに無関係をぶっこいているわけにもいかなくなった。

　朝香は煙草をくわえたままポケットに手をつっこむと幾いく分ぶん暖かくなった柱から背中を離し男へと向けて歩き出した。




　勝負がつくのは早かった。




「覚えてろよ！」

　多くの小こ悪あく人にんが吐はき出すセオリーを不良学生らは残すと尻尾しつぽ巻いて逃げていった。

　男達を後しり目めに朝香は煙草の煙を唇くちびるの端から吐き出した。

「阿あ呆ほう共どもめ」

　そんな朝香の隣となりで男は歓かん喜きの表情で立ち上がると朝香の手を握にぎり締める。

「ありがとうございます」

　物腰、表情、言葉遣つかい、どれをとっても一流の執しつ事じになれそうな慇いん懃ぎんぶりだ。

　しかしその慇懃さがかえって無ぶ気き味みにもとれる。

「まあ、礼なんかいいけど。気をつけなよ」

　関かかわり合いになるのを危き惧ぐして朝香は背中を向けた。

　しかし、どうも後うしろ髪がみを引かれる。

　振り返ると男が朝香の後ろ髪を引っ張っていた。

「あのなぁ」

　拳こぶしを固める朝香の前で、男は頼まれもしないのに一人、語りに入った。

「異い邦ほうの地で、私のお仕えするお方………お嬢じよう様さまとはぐれてしまった今、私に手を差さし伸のべていただいたあなた様はこの辺へん境きようの天てん使し様さまの使いに違いありません」

　感激する男とは対照的に朝あさ香かは頭をボリボリと搔かきながら、厄やつ介かいな奴やつを助けちまったなあと、少々後こう悔かいしていた。

「きっと天使様は不幸のどん底にいてそこから這はい上がる梯子はしごも縄なわもエスカレーターもない私のためにあなたを遣つかわしてくださったのでしょう」

　ますます厄介になったな。

　朝香はさっさとこの場を離れることにした。

　それが賢けん明めいな策さくに思えたからだった。

「あばよ」

「あぁ、天使様、私はこれからどのようにすればいいのでございまするか」

　男は何やら天を両手でかきむしるような行為をダイナミックに演じて悲ひ壮そうな雰ふん囲い気きを演出している。

　タイトルは『危き篤とくの白鳥』

　サブタイトルは『青年の初しよ潮ちよう』

　去りゆく朝香に向けて手を握にぎり締めさめざめと涙を流す男。

　朝香は嗚お咽えつの声を聞き足を止め、自分のお人好し度数は思っている以上に高いんじゃないかと思った。

　朝香は振り返った。

「で、そのお嬢さんって人とはどこではぐれたんだ？」




　昼下がりから少し時間が進み、春うらうらうららららかな午後三時。

　中なか空そら町まちの繁はん華か街がいを歩く妙みようなコンビがいた。

　美女となすび。

　そんな形容詞が当てはまるといった様子だろうか？

「あの～～～。本当にこっちなんですか」

　鈴すず雄おはおずおずと隣となりを歩く沙さ由ゆ里りに尋たずねた。

「そうよ。鈴雄ちゃん」

　年上の美女にちゃん付けで呼ばれるというのはそれなりに甘かん美びなものなのだが……。

　鈴雄にそれを堪たん能のうするのは不可能だった。

　彼にしてみればこんな人通りが多い所をこんな宇宙人な格かつ好こうをしたお姉さんと一いつ緒しよに歩くのが恥はずかしいのだ。

　こんな所を知り合いの女の子にでも見られたら、僕の清純なイメージが粉こな々ごなになってしまうのでは……。

　などと考えるがその心配は無用。

　鈴すず雄おに対してそこまで意識を傾ける女性などここ中なか空そら町まちにはほとんどいなかった。

「おい、見てみろよあの格かつ好こう」

「ありゃきっとアニメキュートでボンバーに出てくる火星人の格好だぜ」

「何言ってるんだよ。あれはナサの営業用のコスチュームじゃね～か」

「い～や、イメクラの宇宙人プレイのお姉さんだ」

　ひそひそと囁ささやかれるヤジが鼓こ膜まくを震ふるわせる。

「あぁぁぁ！　もう」

　耐たえられなくなった鈴雄は頭を抱かかえてのけ反ぞった。

「着替えの服とか持ってませんよね」

　沙さ由ゆ里りが明らかに手ぶらであるにも関かかわらず、鈴雄はそう尋たずねた。

　持っていないという返事が返ってくるのは分かりきっていた。

　それでも一いち応おう沙由里の頭をてっぺんから足のつま先までを一いち瞥べつし、やっぱり着替えが入っているような袋がないのを確認すると鈴雄は頭こうべを垂たれた。

　歯は嚙がみする気分にもなれなかった。

　三秒ほど頭を垂れたまま首を軽く左右に振っている時。

　その天てん使しのような答えは返ってきたのだった。

「着替えならあるわよ」

「え！」

　頭を上げた鈴雄の前にはこれまた上品そうな薄い臙えん脂じ色いろの服を着た沙由里の姿が。

　お子様とは一線を画した豊満なバスト。キュッとくびれたウエスト。

　先程までは奇き抜ばつなコスチュームで完全に打ち負かされ、鈴雄の男神経に響かなかったときめきという感情がようやく生まれる。

　そこにはタンポポ、瑠る璃りはもちろん栗くり華か、そして朝あさ香かですらウイナーにはなれない何かがあった。

　大人おとなの色気という奴やつだろうか？

「似合うかしら？」

「は、はい！」

　鈴雄は打てば響く鐘かねのようにそう答えた。

　この服がどっから沸わいてきたとかそういった類たぐいの疑問はさっぱり覚えず鈴雄はぎくしゃくと歩き始めた。

「さぁ探しましょう」




「つまりあんたは」

「ピエールと呼んでください」

「ピエールねぇ」

　朝あさ香かは少々疲ひ労ろう気味で隣となりの男に目を向けた。

　男はどう見ても日本民族の血筋ではなかった。

　豪ごう奢しやな金きん髪ぱつも、星なんかが表面張力で浮かんでいる瞳ひとみも、そして絹きぬのような肌はだも。

　げ～じんさんなのである。

「で、探しているお嬢じよう様さまってのは」

「はあ、それはそれは清純でおしとやかでまるで人形のような女性です」

「そんだけじゃ探せるわきゃね～だろ」

「レザーのボンテージファッションで身を固めてもしかしたら鞭むちを持っているかもしれません」

「なんか最初に聞いた説明と目め茶ちや苦く茶ちやかけ離れてんだけど」

「気にしないでください。つまりそ～～ゆ～～～素す晴ばらしい女性です」

　朝香はそれ以上詳しよう細さいを尋たずねるのを自じ重ちようした。

　疲つかれるからである。

「それにしても中なか空そら町まちってこう見えても広いからな。見つけろって言われても」

「お願いします」

「ところでどうしてはぐれちまったんだ？」

「はぁ。よくは覚えていないんですがね」

　ピエールは顔を曇くもらせると深しん刻こくそうな顔つきで告つげた。

「殴なぐり飛ばされたんですよ。非常に凶きよう暴ぼうな女性に」

「凶暴な女性に殴り飛ばされて、それでそのお嬢様とかなんとかいう奴やつとはぐれちまった」

「ええ、そうなんです」

「う～～ん。ますます訳が分からん」

　朝香は薄い紫むらさきに染め上げた頭に手をあてボリボリと搔かいてから諦あきらめたようにふうと息を吐はき出した。

「まぁ、これから学校戻る気もないし、暗くなるまで一いつ緒しよに探してやるよ」
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「西にし尾お先生サヨウナラ」

「はいさようなら。可愛かわいらしい声で今日もお兄さんを眠らせないのかい。小こ鈴すずちゃん」

「西尾先生また明日」

「はい、また明日。今日もその健康美溢あふれるポニーのテールがキュートで先生のハートを直撃して離さないよぉ。瑠る璃りちゃん。明日も元気に来るんだよ」

「先生。あばよ」

「そのぶっきらぼうな態度で先生の心はハートでブレイクさ。性別なんて関係ないよ竜りゆう哉や君」

　教室の出口に立ち愛いとしい生徒達にさよならを告つげる西尾ゲートを潜くぐり抜けた瑠璃と小こ鈴すずことタンポポ。そして長年の委員長（ウサギの保父さんと同義語）という役職を瑠璃に受け渡し晴れて大好きなサッカーに打ち込める、もしかして俺おれ、今、世界で一番幸せな小学生かもしれんなんて考えているお気き楽らくなスポーツ少年竜哉。

「しかし西尾先生も毎日毎日よく飽あきないね」

　小鈴がそう漏もらす。

　その仕し種ぐさ、口調には株式会社オタンコナスのドッコイダー製作チームデザイン担当、タンポポ・トコドット・ポポールの色はなく、小学生、桜さくら咲ざき小鈴に染まり切っていた。

　もっとも両者にそれほど大差がないということも事実であったが。

「お前らなんかまだいいぜ。俺おれなんか小学一年の時からあれやられてるんだぜ」

「はあ、それは大変だね」

「でもただ一つ感心することは同じ台詞せりふを二回言うことは絶対にないってことだな」

「へぇぇぇぇ」

　感心する小鈴。

「アタシが世界征せい服ふくした時には教育顧問として抜ばつ擢てきしてあげようかしら」

　瑠璃は他人には意味不明なことをのたまった。

「まぁあの先生、宿題あんまし出さねえから、俺としてはありがたいけどな」

　竜哉はサッカーボールを器用に頭にのっけつつ階段の手て摺すりに馬乗りになるとそのままつ───っと滑すべってゆく。

「いつ見ても素す晴ばらしい技わざだ」

　なんて感心するのは自じ称しよう竜哉ファンクラブ団長、熊くま谷がい淳あつ彦ひこ。

　男ってところが冷や汗が出る。

「竜哉！　そのたくましい体を僕が受けとめてあげる！」

　一階で待ち構えていた淳彦は大きく手を広げて唇くちびるを突き出した。

「さっ。行くぞ」

　サッカーで鍛きたえ上げられた膝ひざ蹴げりを顔面に受けとめ、鼻血の海に沈む淳彦を背に竜哉は少々疲つかれた表情で呟つぶやいた。

「あの、淳彦君大丈夫？」

「心配するな。あいつのしつこさは幼稚園の頃ころから知っている」

　玄関へと向かってゆく竜哉の後ろを小鈴は追いかけた。

　瑠る璃りだけが何か深しん刻こくそうに考えていた。

「あの体当たりの愛。瑠璃も見習わないといけないわね」

　玄関にて花柄のポイントのついた靴を履はき赤いランドセルを背負い直す。

「それじゃな。桜さくら咲ざき。瑠璃」

　竜りゆう哉やは軽く手を上げると校庭へ向けて駆け出した。

「バイバイ」

　瑠璃と二人で手を振ってから校門へと続く浅く広い階段を降り始める。

「小こ鈴すずちゃん」

「何？　瑠璃ちゃん」

「コーチに恋人っているの？」

「コーチ。ああお兄ちゃんのことか」

　小鈴は断定的に首を横に振った。

　モニターに選ぶ時、鈴すず雄おの身しん辺ぺん調査は徹てつ底てい的てきに行われているのだ。

　嗜し好こうから足のサイズ。趣味、特技、そして性せい癖へき。家族関係、生まれてから現在に至るまでの交遊関係。

　そのデーターの中に彼女とか恋人とかそういった類たぐいの言葉は見当たらなかった。失恋とか片思いとかそういう類の言葉ならけっこうあったのだが。

「いないよ」

「そう。いないのね」

「どうしてそんなこと聞くの」

「コーチが瑠璃の将来の配はい偶ぐう者しやだからよ」

「はぁ」

　小鈴はぎこちなく苦笑した。

　前回のリンゴの皮剝むき勝負以来、どうもこの一風変わった少女の矛ほこ先さきが鈴雄に向いてしまったらしいのである。

「まぁ、お兄ちゃんもてない男の代名詞みたいなもんだから、競争率はものすごく低いと思うよ。もしかすると一倍かもしんない」

　お茶を濁にごすかのごとく小鈴はそう答えた。

　ピーピーピーピーピーピー。

　赤いランドセルから響くタマゴッチの音。

　犯罪人からの犯行予告に違いない。

「あ、瑠璃ちゃん。ちょっとアタシ忘れ物しちゃった。先に歩いてて」

　小鈴は慌あわてて階段を駆け上がると校舎脇わきの掃除用具入れの横へ身を潜ひそめる。

　タマゴッチを取り出す。

　懐なつかしい髭ひげの老人が中指を突き上げる映像が浮かび上がった。

『女形パワードスーツよ。前回は油ゆ断だんと不ふ意いをつかれてたまたま敗北してしまったが、今回はそうはいかんぞ。ワシはこの度たび、中なか空そら町まち第一小学校を襲おそうことにする。もしワシのミラクルなメカと勝負するつもりがあるのならばやってくるがよい』

　ドッコイダーはどうやら完全に無視されている様子だった。

　それ自体小こ鈴すずにとっては非常に虫ムシのすかない事こと柄がらなのだが、今は腹をたてている場合ではない。

　よりによってここなのだ。

　どうしてまた！　と文もん句くを言いたくもなるがドクター・マロンフラワーがそんなことで場所を変へん更こうしてくれるとは思えない。

　早くドッコイダーへ知らせないと。

　小鈴はあせあせとタマゴッチをいじくり始めた。

「何やってるの？」

　不ふ意いに後ろから話しかけられた小鈴はわあと驚きタマゴッチ型通信機をつい落とす。

　振り返ると瑠る璃りが不思議そうに小鈴を見ていた。

「瑠璃ちゃん」

　小鈴は通信機を拾い上げると瑠璃の手を取った。

「早く」

「どうしたの？」

「いいから早くこの学校を出よう」

　強ごう引いんに瑠璃の手を引っ張りつつ校門へと続く階段を降り始める。

　早くドッコイダーに連絡を取らないとっていう焦しよう燥そう感かんもあったが瑠璃を放っておくわけにもいかなかった。

　学校の前を走る歩道へ二人は飛び出した。

「あれぇ。小鈴」

　そんな間抜けな声で小鈴は足を止めた。

　声の聞こえて来た右の方向に目を向ける。

「今学校が終わったのか？」

　そこには小鈴が今一番連絡を取りたい人物が立っていた。

　とっても大人おとな大人してて成人指定な女性と一いつ緒しよに。

「鈴すず雄おちゃんの妹さん？」

「ええ、ここの小学校に通う三年生なんです」

　小鈴を沙さ由ゆ里りに紹介する鈴雄は、後頭部をチリチリと焦こがす鋭するどい視線に気がついていなかった。

「コーチ。誰だれその女の人は」

　視線の発信源である瑠る璃りが思い切り不ふ機き嫌げんな声を上げた。

「えっ？」

「どういう仲なの？」

「どういう仲って言われても……」

　口ごもる鈴すず雄おに代わって沙さ由ゆ里りが口を開く。

「鈴雄ちゃんはね。まぁ一言で言うと一いつ緒しよにレストランで食事してそれから繁はん華か街がいを仲良く歩くような仲なのよ」

「レストランに繁華街」

　瑠璃がよろりと後あと退ずさる。

「それって…………デデデート！」
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「噓うそじゃないわね。鈴雄ちゃん」

「まぁ確かに噓じゃないけど」

　噓ではないが正確に言うと空腹で動けない沙由里をラーメン屋に連れてゆき、その後一緒に人ひと捜さがしをしているだけ。デートとは程遠い。

　しかし額面通りに受け取った瑠璃にはその辺あたりの詳しよう細さいは伝わらない。

「コーチ。瑠璃とのことは遊びだったんですか。あの夜、一いつ睡すいもせずに皮を剝むいた時間。あの時のコーチの汗は噓うそだったんですか？」

「だから違うんだって、瑠る璃りちゃん」

「一いつ睡すいもせずに………皮を剝むく」

「ちょっと、沙さ由ゆ里りさん。へんなこと想像してるんじゃないでしょうね」

「そんな話してる場合じゃないの！」

　小こ鈴すずが手足をばたつかせた。

「今ね、今」

　小鈴はハッとした。

　ここで先ほどの通信のことを鈴雄に伝えれば全すべてが暴ばく露ろされてしまう。

　かといって黙だまっていても危険は着実に向かっているのだ。

「あのね、お兄ちゃん。あのね」

　口をパクパクさせるが読どく唇しん術じゆつの心得がない鈴雄に理解するなんて不可能。

「どうしたんだ？　金魚の物もの真ま似ねか？」

　小鈴の慌あわただしい様子から機き転てんをきかせて察さつ知ちするなんて気のきいた芸当も彼には不可能だった。

「だからね、だから。だから」

　小鈴が言いたくても言えない狭はざ間までもがき苦しんでいる最中、ガシャガシャと金属がこすり合わされる音がどっからか響いてきた。

　そしてそいつはやってきた。

　銀色の金属で覆おおい包んだボディー。

　伸のびた両腕の先には貝かい殻がらを二つ重ね合わせたたようなカッポレ君。

　器用に足を動かしつつ横に歩き中なか空そら町まち第一小学校玄関前で静止したそれは、世にも巨大なカニの形のメカだった。

「つまりこ～ゆ～ことなの」

　啞あ然ぜんとする鈴雄に向けて小鈴はそう言った。
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「ぬはーっはっはっはっは」

　前回登場時と同じく、メカの背中に設置された外部ハッチから出現した浮遊円盤にはのけ反ぞり笑うドクター・マロンフラワーの姿があった。

　幸い校門前に人影はない。しかしそれは単なる男のおまたについている物体（たまたま）であり、いつ何なん時どき何も知らない小学生が帰宅するためひょこひょこと玄関から顔を出すかもしれないのだ。

　とってもデンジャラスな状況だ。

「出てくるがよい。ネルロイドガール」

　超高性能小型マイクを通し拡張した矍かく鑠しやくたる声が辺あたりに響いた。

「この間の恨うらみ、晴らしてくれるわ！」

「一人無視されてるんじゃないか」

　と鈴すず雄お。

「それは言わないでよ。アタシだって気にしてるんだから」

　階段脇わきの茂しげみに身を潜ひそめた鈴雄、小こ鈴すず、瑠る璃り、沙さ由ゆ里りは折り重なるようにして息を殺していた。

「いやん。鈴雄ちゃん。手が胸に当たってるわん」

「す、すいません」

「ちょっとお兄ちゃん。こんな時に何やってるの！」

「コーチ。瑠璃とは遊びだったの」

「だから今はそんなこと言ってる場合じゃないだろ！」

　鈴雄は努つとめて小さく緊きん迫ぱくした声を上げるとカニメカに再び目を向けた。

　カニメカはまだその小さな首をキョロキョロさせているだけで行動には移っていない。

　が、それも時間の問題であろう。

　はてさてどうしたものだろうか？

　鈴雄は昔話の翁おきなのように冷静に今後の対策を考えた。

　何はともあれドッコイダーに変身しなければ話にならないという結論に達する。

　鈴すず雄おは折り重なる余よ計けいな人々に目を向けた。

　瑠る璃りと沙さ由ゆ里りのことである。

　今ここでドッコイダーに変身するということはこの人達の前で正しよう体たいを曝さらけ出すということなのだ。

　それはなるべくなら敬遠したい。

　世のヒーロー達は少なからず一度はこういった状況に追い込まれるのが摂せつ理りというものらしいが、大たい抵ていそれは最終回間ま際ぎわと相場が決まっている。

　もうすぐ最終回なのか？

　まだ始まったばかりじゃないか！

　あまりにも早すぎるぞ！

　ばれそでばれないスリルが快感だという意見も多々あるが鈴雄はそれには承しよう服ふくできなかった。

　ここはやはりあれしかないだろう。

　鈴雄は当座の行動予定を決め込むと両手を目の前で握にぎり締めた。

　そして祈った。

　ネルロイドガールさん。どうか早く来てください。

　真しん剣けんに祈ったがネルロイドガールが訪れる気け配はいはない。

「困った………」

　鈴雄はもう一度そう吐はき出した。

「みんな」

　小こ鈴すずが小さな声を上げる。

「アタシがこれからあのカニの前に飛び出して囮おとりになるから、その間に皆は逃げて」

「おい、小鈴」

「お兄ちゃんは早く…………言わなくても分かってるよね」

　小鈴は莞爾につこりと微笑ほほえんでみせた。

「期待してるから」

「おい！」

　小鈴が茂しげみから飛び出す。

　一直線にカニメカへと向けて。

　鈴雄は反射的に瑠璃の手を振り払い小鈴の後を追いかけた。

「コーチ！」

　少女を危険な目に遭あわせるわけにはいかない！　僕が囮になる！

　なんて崇すう高こうで格かつ好こういい意識があったわけではない。

　それは本当に無意識の世界での出来事だった。

　走りながら後こう悔かいするくらいだったのだから本当に意識していなかったのだろう。

　鈴すず雄おは小こ鈴すずの後を追いかけた。




「おや？」

　マロンフラワーは眼下、つまりカニメカの前で奇き妙みように踊おどる少女を見下ろした。

　ヒョコリヒョコリと踊っている。

　人工眼球と特殊老ろう眼がん望遠鏡の調子が悪く細こまかい顔立ちなどはよく把は握あくできなかったが、それがまだ幼い少女であるのに間違いはなかった。

「ははぁ」

　マロンフラワーは理解した。

　どうやら恐おそろしさのあまり小学生の小さな脳のう味み噌そのニューロンが神経回路と混雑して不自然な筋肉運動を引き起こしているんだな。

　分かり易やすく言うと恐きよう怖ふのあまりパニックを起こしているということ。

　そのままうっちゃっておこうかとも思ったが、そんな老人の頭に先日読んだ本『正義の味方とその傾向と対策』に乗っていた記事の一つを思いだした。

　至し極ごく一般的な摂せつ理りとして正義の味方は人ひと質じちに弱い。

「カニカーニ！」

　マロンフラワーは早口に命令した。

「そいつを捕えろ！」




　カニカーニはカッポレ君をがちょんがちょんと鳴らすとそれを小鈴へと向けた。

　人質をそのハサミに納めるためカッポリと開く。

　大きく口を開き蛇ヘビのごとく襲おそいかかるカッポレ君を小鈴は厭えん世せい的てきな気分で見つめていた。

　そんな小鈴の背中が力強く突き飛ばされた。

　コンクリートに叩たたき付けられた小鈴は痛みをこらえつつ瞬しゆん時じに振り返る。

　一瞬だけ鈴雄が見えた。

　どうやら自分を突き飛ばしてあのカッポレ君から救ってくれたらしい。

　それを理解した瞬間、鈴雄の姿はカッポレ君に飲み込まれた。

　透とう明めいのカッポレ君のハサミ内部で阿あ呆ほうのような顔をする鈴雄の姿が見えた。

「お兄ちゃんが捕まったらどうにもならないじゃないのぉ！！！！！！」

　小鈴の叫びが中なか空そら町まち第一小学校玄関前ロータリーに木霊こだました。

「ぬおーほっほっほっほっほ。人は違えど人質には変わりないだろう」

　マロンフラワーは豪ごう快かいに笑った。
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　瑠る璃りは走っていた。

　小さな足を小こ刻きざみに動かして。

　小さな女の子が走る姿というのはこれはこれでなかなか微笑ほほえましいものがあるのだが、現在の瑠璃を目撃して表情を緩ゆるめる者は少ないだろう。

　気き迫はくと形ぎよう相そうが桁ケタ違いだったからである。

　自分の命をかけるかのごとく走り続ける瑠璃は歩いて十五分の道程を二十分かけて到着した。

　道に迷まよったのである。

　瑠璃はコスモス荘一階、三号室の扉ドアを勢いよく開ける。

　ただいまの挨あい拶さつもせず靴を脱ぎ捨てると狭せまい廊ろう下かを駆け出した。

「瑠璃。帰ってきたの？」

　居間で内職をしている母親の声が聞こえたが瑠璃は一言も声を発しなかった。

『瑠璃の部屋』とかかれた部屋へ飛び込むとピカピカな三年生の机から粘ねん土どの箱を取り出す。

　蓋ふたを開けた瑠璃は啞あ然ぜんとした。

　カラッポだったのだ。

「ママヤン！」

「どうしたの？」

　オムツの眩まぶしい一歳児次じ郎ろう君を抱きかかえた梅うめ木ぎの奥さんが現れる。

「瑠璃の粘土は！」

「次郎がさっきまで遊んでたから居間にあるわ」

「どうして！　触さわらしちゃ駄だ目めって言っておいたじゃない！」

　瑠璃は自室を飛び出した。

　二日かけて作り上げた特製粘土人形が入っていたのに。

　無ぶ器き用ような自分が必死になってやっと作り上げた傑けつ作さくなのに。

　居間に飛び込んだ瑠璃は変わり果てた姿の粘土を見つけた。

　本当に変わり果てた姿だった。

　慌あわててなんとか造形しなおそうとするが、乾かん燥そうしてコチコチになっている。

「仕方ないわ」

　瑠璃は奥歯で青虫でもかみ潰つぶしたような表情でそう呟つぶやくと粘土を摑つかみ、家を飛び出した。

「夕飯までには帰ってくるのよ」

　梅木夫人の声も彼女には届いていなかった。

　道路に飛び出した瑠璃は髪かみ止どめを外はずすため手を伸のばした。




　エーデルワイスは手の中の粘ねん土ど細ざい工くを握にぎり締めた。

　愛いとしい人が危険にさらされている。

　初めて少女の血液に恐きよう怖ふ心しんをいだかず接してくれた人物だ。

　それは彼女の血液の特異性質を知らないという理由もあったろう。

　しかし少女、エーデルワイスにとってはそれで十分だった。

　エーデルワイスはポケットに手を突っ込むとその中にある画が鋲びように指を這はわせて力を込めた。

　痛みに一いつ瞬しゆん顔をしかめるがすぐにもとの焦しよう燥そう感かん溢あふれる表情へと戻す。

　エルロード一族が粘土人形を操あやつるにはその血液が必要となる。

　その血液が大量であればあるほど粘土人形の力は強大となるのだ。

　そもそも自分の死と引き換えに最後のすかしっぺ的能力なのだ。

　しかし少量の血液で巨大化させ操る術すべをその種族の歴史の中で編み出していた。

　それが魔ま方ほう陣じんと呪じゆ文もんを用いる方法である。

　その原理はよく知らない。

　エーデルワイス自体、滅ほろびた種族の文ぶん献けんの切きれ端はしから覚えた方法で、なぜそうなるかはさっぱりなのだ。

　だがこの方法を使えばたった一いつ滴てきの血液で、掌てのひらに乗る程度の粘土からでも巨大ゴーレムを誕生させることができる。

「あんたら退どきなさいよ！」

　マンションの駐車場でコンクリートの地面にチョークで絵を書いていたお子様達は突とつ然ぜん乱入してきた金きん髪ぱつの少女に啞あ然ぜんとした。

　金髪少女は豪ごう奢しやなドレスのような服のすそを持ち上げつつお子様達を蹴け散ちらすと、チョークを奪うばいコンクリートの地面に魔方陣を描き始めた。

　そしてその中央に粘土細工を置く。

　粘土細工に命の源ともいえる血液をねりこむことも忘れなかった。

『マッチャアイスーノ。ペキンゲンジーン。ヤキニクタベターイ。スキヤキタベターイ。命なしの形けい骸がいよ。妾わらわ、エルロード一族の生命の雫しずくのもとにその軀からだに生命を宿らせるがよい！」
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　相変わらず鈴すず雄おはカッポレ君内部に捕われていた。

　通つう風ふう孔こうがついているのか息苦しいという感覚は受けない。

　鈴雄は辺あたりをキョロキョロと見渡した。

　透とう明めいな特殊金属を通して辺りの様子が見える。

　野や次じという名前の馬達がごろごろしていた。

　大人おとなから子供まで。

　彼らは皆鈴すず雄おに視線を向けている。

　カニのメカに捕まった情けない男を見るような目つきで。

　ハッキリ言って晒さらし者ものだった。

　捕われた直後はじたばたしてみたがそれが全くの無意味、手足が痛くなるだけだというのに気がついた鈴雄は体力の温存を決め込むことにした。

　ドッコイダーに変身したならばその怪かい力りきで脱出するのも可能だろうが、こんな野や次じ馬うま達の前で変身するわけにはいかない。

　ドッコイダーの正しよう体たいがばれた時、それが株式会社オタンコナスの敗北なのだ。

　ただひたすらネルロイドガールが登場するのを待つしかないのだ。

　俯ふ瞰かんする視し界かいに鈴雄はまるで神になったような気分だった。

　ピーピーピーピー。

　ポケットベルが電子音を響かせたのは、待つことを決め込んだ鈴雄がその類たぐい希まれなる無神経を駆く使しして、この状況下におかれながらもうとりうとりと睡すい眠みんへの扉とびらを開き片足を踏み入れた時だった。

　ピーピーピー。

　お目覚め度数が起動値である七十を超えた鈴雄はポケベルを取り出すと手にとった。

　ピーピーピーピー。

『ドッコイダー！　ドッコイダー！　ドッコイダー！』

　囁ささやくようなタンポポの声が聞こえてくる。

『生きてますか？　元気ですか？　脳のう味み噌そちゃんとうごいてますか？　心臓ちゃんと脈うってますか？　どうぞ』

「あ～～元気ですよ！　平気ですよ！　ちょっと眠いけど、どうぞ」




『あ～～元気ですよ！　平気ですよ！　ちょっと眠いけど、どうぞ』

　人混みから少し外はずれた地点でタマゴッチ型通信機をいじるタンポポは返ってきた返事に安あん堵どの息を吐はき出した。

「それじゃ、これから作戦を伝えます」




『株式会社オタンコナス製作、ヨルヨル煙えん幕まく花火にて少しの間だけこの辺あたりを夜にする。その間に変身を完了させ、格かつ好こうよくデビューしてよ。時間は十秒くらいかな』

「変身……するのか？」

　鈴雄は辺りをキョロキョロ見渡した。

　ネルロイドガールは来る気け配はいを見せない。ここは、自分が出で張ばるしかないだろう。

「了りよう解かい」

　鈴すず雄おはそう返事を返した。

『期待してるからね。ドッコイダー』

　続いてもう一つ。

『それからさ、この行為ってルール違反になっちゃうから黙だまっててね』




　タンポポは辺あたりを見渡した。

　彼らの視線は皆カニカーニへ注がれている。

　よし！

　タンポポはランドセルの脇わきのボタンを押した。

　ランドセルの蓋ふたが開いてジュースの缶大の灰色の円柱が三本飛び出して行く。

　その筒つつは空高く飛び上がるとそこで爆発し漆しつ黒こくの闇やみをまき散らした。

　たちまち漆黒に包まれる界かい隈わい。

「お！　なんだ！　暗いぜ」

「何も見えない！」

「誰だれ！　アタシのおしり触さわったの？」

「いやん！」

　闇の中、視し界かいを失った人々は騒そう然ぜんとなる。

「さあ変身して」

　タンポポはそう一人ごちた。

　晴れた闇の中からさっそうと現れる。

　それはそれで格かつ好こういいに違いないわ。

　胸をわくわくさせつつ見守る中、ヨルヨル煙えん幕まくは空気に浸しん透とうするように消えていった。

　地球に優やさしいシステムを使用しているのだ、大気を汚す心配もない。

　何な故ぜか脱いでる奴やつとか妙みような連中がいたがタンポポはそんなことには気を回すことなくその瞳ひとみをカニカーニへと向けた。

　しかし肝かん心じんのドッコイダーの姿は見えない。

　あの素す晴ばらしい正義の笑い声も響いてはこない。

　その理由が判明したその瞬しゆん間かん、タンポポはその場で盛大に素すっ転ころんだ。

　先程と全く変わらない場所（カッポレ君の中）で鈴雄は情けない顔を見せていたのである。

「どうして変身してないのよ！」

　ピーピーピー。

　鳴り出したタマゴッチを耳に押し当てたタンポポは鈴雄の声を聞いた。

『狭せますぎて変身ポーズが取れん。だから変身できない。結けつ構こう努力はしたんだが』

「盲もう点てんだったぁ！！！」

　ちょっとだけお馬ば鹿かだったタンポポは頭を抱かかえると天を仰あおいでそう叫んだ。




「なんだったんじゃろう」

　マロンフラワーは晴れた闇やみに目を向けつつ浮遊マイクに向けて鋭するどい命令を発した。

「カニカーニ！　今の発はつ煙えん弾だんがどこから発射されたのかその頭脳に眠るスーパーミラクルコンピューターで座表計算しろ！」

　ピピピピピピピピ。

　カニカーニの小さな瞳ひとみが激しく点てん滅めつする。

　小さな目をクリクリと動かし人混みの一点を見つめる。

　拡大。拡大。拡大。
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　濁だく音おんのついた母音を発している引きつった少女の姿が内蔵カメラに写し出される。

「捕えろ」




　それまでもぞもぞとしていたカニカーニは行動を開始した。

　鈴すず雄おを捕えた反対側のカッポレ君をタンポポへと向ける。

　しかしそのカッポレ君がタンポポを捕えることはなかった。

　カニカーニは背中を思い切り突き飛ばされ、前のめりに素すっ転ころんだのだった。

「ネルロイドガールか？」

　今回ばかしは期待を込めて叫ぶ鈴雄。

　しかし透とう明めいな外がい壁へきを通して目にした物は思わず呆あつ気けにとられてしまうものだった。

　全すべての野や次じ馬うまが呆気にとられた。

　目を点にし、口を半開きにして虚きよ脱だつしたような表情でそいつを見上げる。

「え～～～い。汚きたない視線を向けるでない！」

　エーデルワイスの裂れつ帛ぱくした声が響いた。

「妾わらわもこんな魔ま導どう人形で出しゆつ陣じんなどしたくはなかったわ！」

　とぐろを巻いた蛇ヘビ？

　お正月の鏡かがみ餅もち。

　それとも………。

　鈴雄はその異い様ような魔導人形を前にぽつりと呟つぶやいた。

「ウ○コ？」




　エーデルワイスの目に相変わらずおとぼけな表情をしている鈴雄の姿が映った。

　今助けてあげるわ……。

　恐おそろしくどクソう的な形をしたゴーレムとカニカーニは、いっしょクソくはつの様子で対たい峙じしていた。

　エーデルワイスは愛いとしい人のためプライドを捨てて叫んだ。

「行け！　魔ま導どう人形。ゴールドスクリュー」

　半なかばやけくそでつけられた名前のゴーレムは足をしっちゃかめっちゃかに動かしカニメカへの突進を再び敢かん行こうした。

　その異い様ような外がい見けんに呆あつ気けに取られていたカニメカは大きく弾はじき飛ばされそして校庭へと着地する。

　その陰かげには先日破は壊かいされた校舎を修理していた作業員のおじさん達が必死に天へ祈りを捧ささげている姿があった。

　どうか校舎が破壊されませんように。




「どういうことなの～～～～」

　混こん沌とんのナルトでラーメンに浮いているタンポポ。

　なぜＡ級犯罪人同士が争い合っているのか、さっぱり分からないからである。

　それが微び妙みような恋心の産物だということはタンポポは知る由よしもなった。

　ただひたすらラーメンに浮くことしか今の彼女にはできなかった。

　エーデルワイス操あやつるゴールドスクリューはカニカーニに飛びかかると鈴すず雄おが捕えられているカッポレ君に執しつ拗ようにくらいついている。

　カニカーニの右腕が引きちぎられるのにさほど時間はかからなかった。

　切断された面からスパークがバチバチと走り校舎の白い外がい壁へきに反射した。




『ドクター。右腕部破は損そん、切断されました』

「説明せんでも見て分かるんじゃ」

『切断面を自動増殖金属舗ほ装そう液えき、ロボットのお薬でコーティング終了』

　マロンフラワーはがちがちと歯は嚙がみした。

　宿しゆく敵てきであるネルロイドガールにやられるならともかく、こんな訳が分からないウ○コ野や郎ろう相手に痛いた手でを受けるとは。

　老人の血圧が最高点に達した時、理性の糸がぶちきれる音がした。

「え～～い。妙みようなピ──（放送禁止）の化ばけ物ものめ。そんなピ──（放送禁止）ごときにこのドクター・マロンフラワーが一週間かけて自宅の地下の秘密研究所で作り上げたカニカーニがやられると思っておるのか！　やれ！　カニカーニ。対ネルロイドガール用、スペシャル卵型追つい尾びミサイル。通称、タマタマミサイルを食らわせてやれ！」

『しかしドクター、余よ計けいな被害が』

「いいからやれ！」

『承しよう諾だくしました』

　カニメカの腹がぱっくりと開くとそこから垣かい間ま見えるのは無数のミサイルの弾だん頭とう。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　補修作業員の叫び。

　中には校舎破は損そんを確信して新たにセメントを作り始める気の早い男もいた。

「くっ」

　エーデルワイスの表情に苦く悶もんの色が浮かぶ。

　白色の煙をひきつつ押し寄せる無数のミサイルに脅きよう威いを感じたからだった。

　それでもなんとか機き転てんをきかすとゴールデンスクリューを盾たてのようにしてその後ろに身を隠かくす。

　グルグルとナルト目を回し、はらほれひれと意味不明なことをのたまう男と共ともに。

　先程こじあけたカッポレ君の中から引ひき摺ずり出した青年だった。




　チュド～～～ン×無数。

　ドッカ～～～ン×無数。

　ドカドカ～～ン×無数。




　爆風と煙。

　野や次じ馬うま達が缶ジュースとポップコーンを手にして見る校庭の一角はそんな物ぶつ騒そうなもので覆おおわれていた。

「あぁ、可哀かわい想そうに。あのウ○コもおしまいだな」

「結けつ構こう白熱した戦いだったのにね」

「正義のヒーローが現れて三みつ巴どもえになるってのもおもしろかったのに」

「あの上にのってた女の子大丈夫か？」

「僕が思うにあの化ばけ物ものはあの女の子が操あやつっているんじゃないね」

「え？」

「きっとどこか遠くからの電波か何かで動いてるに違いない」

「どうしてそう思うんだ？　淳あつ彦ひこ」

「えんかクソうさ」

「……………」

「きっとあの爆風が晴れたら不ふ死し鳥ちようのごとく立ち上がって相手に突進していくんじゃないかな。最後の力を振り絞しぼって」

「どうして？」

「焼けクソ」

「こいつを摘つまみ出せ」

「竜りゆう哉やぁ！　僕何か悪いこと言ったかなぁ！　あぁ、竜哉！　冷たくしないでぇ。あぁぁぁ（小さくなってゆく声）」




　うつらうつらと目を開ける。

　不ふ明めい瞭りような視し界かいと不明瞭な意識の中、目の前に立ちはだかるように女性の背中があった。

「なんで飛び出したりなんかしたんねん！」

　甲かん高だかい叫び声が響いている。

「ネルロイド装そう甲こうの八十パーセントがおしゃかや。補修にもどえらい時間がかかるで。あそこでミサイルの直撃なんか受けるからこういうことになるねん。こんな奴やつら放って置けばよかったんや。それを妙みような仏ほとけ心ごころ出しおって」

　この声は、確かネルロイドガールにくっついていたサポートのハナなんとかとか言う奴だ。

　ということは。

　クリアになった視界の中、ボロボロになったネルロイドガールはがっくりと膝ひざをついた。

「ネ、ネルロイドガール！！！」

「早く逃げろ！　鈴すず雄お！」

「えっ」

「あいつはまだ死んだわけじゃないんだぞ」

　鈴雄は現在の状況把は握あくに勤いそしんだ。

　どうやら何かが起きてそれで何かがあってそれでこうなったらしい。

　記憶があるのはウ○コのゴーレムが、自分を捕らえたカッポレ君を引ひき千ち切ぎったあたりまで。

　よくは分からないが周りにそのゴーレムの破片が散らばっていること、爆ばく煙えん、ハナなんとかの台詞せりふ。その他モロモロの手て掛がかりから予想して………推理して……………………。

「分からん」

「何をぐずぐずしてるんだ！」

「は、はい！」

　鈴雄は弾はじかれたように立ち上がった。

　そこで自分の脇わきに転ころがるドレスの少女に気がつく。

「確か、エーデルワイス」

　仰あお向むけに倒れた少女の純白のドレスは煤すすで汚よごれ、金色の髪かみはくすんでいた。

　鈴雄はエーデルワイスを抱きかかえると校舎にそって駆け出した。

　必死に逃亡しつつ鈴雄はちょっとだけ疑問に思った。

「あいつ、どうして僕の名前を知ってたんだろ」




「お嬢じよう様さまぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　青春の汗と涙でぐしゃぐしゃになった顔を向けつつ走るピエール。

「お探ししていましたぁ」

　辺あたりは海岸、打ち寄せるさざ波が静かな音を奏かなでていた。

　沈みゆく太陽が優やさしげでありそして崇すう高こうさをかねそなえた光を発し、駆けて行く男を照らし出した。

　点々とついた男の足跡が、波で消されて行く。

　男はもう一度、確かめるかのごとく叫んだ。

「お嬢じよう様さまぁぁぁぁぁ」

　飛び込んでくるピエールに沙さ由ゆ里りは強きよう烈れつな鉄てつ拳けんを浴びせた。

　拳こぶしが顔面にめりこんだピエールはおやっさんとかなんとか言いながら吹っ飛んでいく。

　しこたま電柱に背中を打ち付けたピエールは想像の海の中でアップアップした。

「今までどこをほっつき歩いてたのよ！」

「すみません。すみません」

「現在の状況は分かっているわよね」

「え？」

「現在の状況よ」

　沙由里は遠くに見えるカニカーニを指さした。

「ええ、なんとなく理解してます」

「あんたがあんたなりに分析した状況を原稿用紙三十枚以内にまとめなさい。誤字脱字は許さないわよ」

「え～～と。カニが出てきて次にウ○コが出てきてそれでカニの卵が爆発して、かわいそうに子供は生まれなかった」

　さらに強烈な拳がピエールの顔面にくいこむ。

「あんた何を見てたのよ、何を。あのカニとウ○コは私らのように派は遣けんされて来たＡ級犯罪人。それであそこでボロボロになっている奴やつがさっきあんたを殴なぐり飛ばした憎につくき敵かたき、ネルロイドガールよ！」

「え、あそこでいかす格かつ好こうをしてるけどちょっとボロボロ立つのもえらいって感じの人がさっき私を弾はじき飛ばしたネルロイドガール？」

「あんた記憶ない？」

「特殊遺伝子をサルベージして変化してる間はあんまし自我がないんですよ。本能で動いてますから」

　ピエールは申し訳なさそうに頭を搔かいた。

「しかしお嬢じよう様さまに対する忠誠心だけは」

「よけいな話はいいわ。分かりやすく言うと、今がチャンスなのよ。見たところカニの方もめぼしい装備は失ってるみたいだし。今からあんたがのりこんであのネルロイドガールをこてんぱんにのしてその顔を曝さらけ出せば」

　沙さ由ゆ里りはその場で踊おどった。

「晴れて私達は無罪放ほう免めん。いけすかない警察の管理下になんかおかれないってわけよ」

「しかし、今から出ていくってのは卑ひ怯きようじゃないでしょうかね。私結けつ構こう人間味溢あふれるカインドリーな男なんですよ」

「自分で言うなよ、自分で。とにかくさっさとサルベージするわよ」

　沙由里はピエールの手を引っ張って校舎裏へと向かう。

　人々の目の蛇じや口ぐちはカニカーニアンドネルロイドガールに完全に開かれているため、それほど人目を気にしなくてもいい。

　沙由里は首にかけていたブローチに人差指を当てた。

　ブローチから発された一筋の光が沙由里の前に等身大の半はん透とう明めいな膜まくを作り上げる。

　沙由里が足を踏み出しその半透明の膜を通過するとその服装はめっちゃいけてるボンテージファッションと変化した。

　目には蝶ちよう蝶ちようの形をしたアイマスク。

　メチャクチャ怪あやしかった。

　沙由里、いやＡ級犯罪人ヒヤシンスは胸の谷間から取り出した奇き妙みようなグリップを握にぎり締める。

　そこから伸のびるのは光こう沢たくを放つ電子の帯。

　女王様の鞭むちなのだ。

「さあピエール」

　ヒヤシンスが不ふ敵てきな笑みを浮かべる。

　ピエールはゴクリと唾つばを飲み干した。

　それから行われた行為は一般的良い子ちゃんが見たら卒そつ倒とうしかねないものだった。

「痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い」

　鞭の責せめに合い当初悲鳴を上げていたピエールだが、その一方的な調教が三分も続くと表情が恍こう惚こつとしてくる。

「あぁ、なんか気持ちいい」

　めくるめく快感の中、ピエールの体に埋うめ込こまれていた無数の特殊遺伝子の一つが、目を開く。

　ヒヤシンス動物園が閉園となり宇宙動物達を処しよ分ぶんする際、ヒヤシンスが飼育係であったピエールを柱にしばりつけ無む理り矢や理りに埋め込んだ宇宙動物達の遺伝子だ。

　いつの日かヒヤシンス動物園が再興した時、彼の体に埋め込まれた遺伝子を取り出してクローン培ばい養ようで復活させ、再び数多の宇宙動物を作り上げようと。

　しかしここに盲もう点てんがあった。

　ピエールの快楽が最高点に達した時、凍とう結けつされている遺伝子が何な故ぜか目覚めてしまうのだった。

　無む論ろん、ピエール独自の遺伝子の方が強きよう靭じんなため、ものの十数分で目覚めた遺伝子は消滅する。

　しかしその十数分間、彼の肉体は宇宙動物遺伝子との融ゆう合ごう体たい、怪かい人じん○○○男となってしまうのだった。

　そして野性の力は恐おそろしくつおいのだ。ただ一つ、困った事はその遺伝子が選択不可能だということである。

　つおい動物が出てくるか？

　つおくない物が出てくるのか？

　全すべては神のみぞ知るちゅうこった。
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「ふっ。まさかこんな形で宿しゆく敵てきである貴き様さまと会えるとはな」

　マロンフラワーは含ふくみ笑いでネルロイドガールを見下ろした。

「今すぐその顔を全世界の皆様に拝おがませてやろう。行け！　カニカーニ！」

　さすがにカニ形なので横向きになってからカニカーニはカシャカシャと歩き始めた。

「くっ！」

　ネルロイドガールは顔をしかめると敵の突進を防ぐため、高く跳躍ジヤンプした。

「撤てつ退たいや！」

　肩でわめく可愛かわいらしい生物、ハナモモンチョと共に。

「今日の失敗は明日の栄光への円えん滑かつ油ゆ。そして父ちゃんはホームランや！」

　しかしネルロイドガールの跳躍はグィィィンと伸のびたカッポレ君２号によって妨ぼう害がいされた。

　パックリと口を開いて襲いかかるカッポレ君２号。

　咄とつ嵯さに背中の小型ブースターからの噴ふん射しやにより方向を変え、カッポレ君をやりすごす。

　ここいらがやはりネルロイドガールのすごさといえるだろう。

「逃すか！　カニカーニ！　必殺液体爆薬使用泡アワ状兵器、通称バブルバブルボンバーじゃ！」

『了りよう解かいしました』

　カニメカの口部分ハッチが開いてそこから無数のシャボン玉が姿を現す。

　強力なファンにあおられてシャボン玉はネルロイドガールへと向かって行く。

　チュドドドドッドドドン。

　威力はさほどでもないが、視し界かいに霧きりがかかったような特殊な爆ばく煙えんで遮さえぎられる。

　赤外線モードに自動切り替えされるが、その時にはすでに目の前にカッポレ君２号が迫せまっていた。

　ネルロイドガールは持前の反射神経で体をつっぱらせ、閉じるカッポレ君２号の口の支え棒になった。

「ぬははは。どこまで耐たえられるかな。握あく力りよくを測定したことはないが強いぞ」

『握あく力りよくは千五百キログラム少々です』

「何！　そんなにあるのか？」

『はい』

「ならばその握力全すべてを費ついやしてネルロイドガールを捕えろ。捕えた後はカッポレ君２号内部に生物細胞以外のものはどんな物でも溶よう解かいさせてしまうという、無生物完全溶解煙とろけちゃってイヤ～～ンを充満させる。そうすればネルロイドガールの素顔はもちろん、ちちもしりもそして禁断の部分までが…………あ、心配しないように。毛は溶けないから」

　年寄りのくせに嫌いやらしい老人である。

「くそったれが」

　ネルロイドガールはそう憎にく々にくしげに吐はき出した。

　頼まれたってこんな所でヌードショーを開くつもりはない。

　身体からだに自信がないというわけでもないが、だからといってホイホイ見せてはスーパーで五匹三百六十円で売られているアジの開き。

　大トロはそう簡単に値引きされないのだ。

「ネルロイド。先に謝っておくで」

　肩のハナモモンチョが口を開く。

「なんだ？」

「もしガスが充満して、あんさんがスッポッポンになったら」

「………」

「わては会社のためあんさんの顔を隠かくすからな。チチとシリとそしてピ──（放送絶対禁止）は我が慢まんしてくれや」

「そうなる前にここから脱出してやる！」

　ネルロイドガールは腕に力を込めた。

　普ふ段だんのネルロイドガールならばこの状況を回かい避ひする馬力を出せたであろう。

　しかしタマタマミサイルを全すべて体で受けとめた損そん傷しようによりメイン動力炉ろの出力もかなり低下している。

　本来の力が発揮できないのだ。

　このまま大衆の面前で裸はだかをさらさなければならないのか？

　気き丈じようなネルロイドガールの頭の片かた隅すみに生まれた一筋の不安。

　そんなネルロイドガールの耳に届く声があった。

「メタルインザシーホワイトストーム・ウインドツイスターインザ瀬せ戸と内ない海かいタイフゥゥゥン!!」

　その声と連続するように竜たつ巻まきが吹きつける。

　ネルロイドガールは思わず目を閉じた。

　通り過ぎて行く風が肌はだで感じられる。何な故ぜか強きよう烈れつな磯いその香かおりがした。




「一体なんだったんじゃ」

　一いつ瞬しゆん脅きよう威いに覚えた竜たつ巻まきだが結局通り過ぎていっただけでカニカーニにも外傷は見られない。

「フン。単なる虚こ仮けおどしか。カニカーニ、握あく力りよく全開。ネルロイドガールを捕ほ獲かくせよ」

　しかし外部スピーカーから帰ってくる淡たん々たんとした返事は……。

『できません』

「なんじゃと」

『関節部分が急激に腐ふ蝕しよくしました。腐蝕レベルＣ。稼か動どうしません』

「ば、馬ば鹿かな！」

『マスター。油をさしてください』

「こんな所にあるわけないじゃろぉぉぉぉ」

　そして慌あわただしい空気を吹き飛ばすさわやかな笑い声が響く。

「はーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは」

「ぬう」

　マロンフラワーは声のした方向、校庭の東の一本杉へと目を向けた。

　樹齢三百年を超える一本杉のてっぺんには直立する人影があった。

「だ、誰だれだ！」

　お約束にもマロンフラワーは裏うら返がえった声を吐はき出した。

「満員御礼。危機到とう来らい。悪を刈り取るその男。ブルーの瞳ひとみのナイスガイ。株式会社オタンコナス製作、特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー。満を持しての登場だ！」

「ド、ドッコイダーだと！　先程のあの強きよう烈れつな金属腐ふ蝕しよく攻撃はあいつがやったというのか？　先日はヘナチョコリンだったあいつがこの傑けつ作さく、カニカーニを戦闘不能にまで追い込んだというのか？　納なつ得とくできん、いや納得してたまるか！」

「ドッコイダー！」

　どこかでかチェンジを終えたタンポポがふわふわと近寄る。

「よかった。変身できたのね」

「ああ！　タンポポ。私が変身したからには何の心配もいらない。今すぐあの悪のカニを缶詰めにしてやろう」

　タンポポは安あん堵どの息を吐き出した。

　ドッコイダーは勇気百倍、モリモリ食べてホウレンソウってな状態に突入している。

「それからタンポポ。一つ質問なんだがな」

「何？」

「さっきから屋上でドッコイダーＬＯＶＥ・ＬＯＶＥって旗を降っている連中。あれは何なのだ？」

「ああ、あれはね。ドッコイダーファンクラブなの」

「そんなのが出来てるのか？」

「ええ、昨日結成されたらしいわ。部長は寺てら谷たに久く美み子こちゃん」

「キャ─────ドッコイダー！！！！　がんばって！！！！！！」

　一ひと際きわ、黄色い声援が校舎の屋上から上がった。

　昨日急きゆう遽きよ結成されたドッコイダーファンクラブの小学生達の頂点に君くん臨りんする、先日エーデルワイス来らい襲しゆうの時ドッコイダーに救出された寺谷久美子ちゃんから発せられるパワフルな応援だった。

「応援受けて勇気百倍」

「ドッコイダー。相手はもう満足に移動もできない状態よ。単純な技わざでも勝利できるはずだわ。早く止とどめを刺さしてドクター・マロンフラワーを逮たい捕ほして」

「任まかせなさい！」

　マロンフラワーが困こん惑わくの苦く渋じゆうで心を一杯にしてスプーンでかき混ぜているのを後しり目めに、ドッコイダーは杉の木のてっぺんから高く跳躍ジヤンプした。

　カニカーニに向けてである。

「一撃で決めてやる」

　ドッコイダーは空中で飛とび蹴げりのポーズを決めた。

「ドッコイダー本ほん郷ごうさん直じき伝でん岩をも砕くだいて発泡スチロールキィィィィィィィィィィック」






　　　豆知識　ドッコイダー岩をも砕いて発泡スチロールキィィィィィィックとは。




　　　この技はドッコイダー二十八番目の技である。ドッコイダーの靴の裏に内蔵された装置が特殊分子変換波（メタモルチエンジウェーブ）を発生させ、岩石、もしくは金属を一瞬発泡スチロールに変えそこに蹴りを入れてしまうという画期的な技である。瀬戸内海アタックと同じく生物相手には有効とは言えないがこのメタモルチエンジウェーブを浴びた金属はその原子配列を変換、発泡スチロールへと変化させたいして強くもないドッコイダーの蹴りでポッキリといってしまう寸法となる。別名、骨こつ阻そ鬆しよう症しようアタックとも呼ばれる。




ＢＹ　ドッコイダー広報担当　ゴンゾーハヤテ。








　陽光をバックに天空を飛ひ翔しようするドッコイダーの姿は精せい悍かんなブルーコンドルのようであった。

　もしこの攻撃が炸さく裂れつしたならばカニメカの超合金製の体は見事に発泡スチロールへと変化することだろう。

　何な故ぜに発泡スチロールという質問は控えていただきたい。

　ただし、攻撃が決まればの話である。

　ドッコイダーは目標を飛び越えて行った。

　どうひいき目に見ても狙ねらいが外はずれたのは間違いなかった。




「あのさぁ、ドッコイダー」

　タンポポはフヨフヨとやってくると校庭に頭を突っ込ませる鈴すず雄おを気きの毒どくそうに見下ろす。

「これからはもう少し低い所から登場しようよ」

　ドッコイダーは無言でもがいていた。

　固い校庭の土にすっぽりと埋うまった頭を引き抜くのが目め茶ちや苦く茶ちや大変なのだ。

「まぁ、今回は敵が動けないからいいもの」

　カニカーニに目を向けたタンポポはその口を半開きにして呆ぼう然ぜんとした。

　カニカーニの腹部がはち切れんばかりに膨ふくれ上がっているのを目にしたのだ。

　それが外部ハッチを爆破する覚かく悟ごでミサイルを発射したことによる現象だと気がついたタンポポは、頰ほおに両手を当てると叫んだ。

「あんぎゃらばばばばっばばばっばばばばっばば」

　案あんの定じよう、ハッチを押し破ってミサイルが発射された。

　ようやく首を引き抜いたドッコイダーは迫せまり来るタマタマミサイルを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　避よけなければ！

　咄とつ嗟さにタンポポを抱きかかえて跳躍ジヤンプする。

　外部ハッチを破は壊かいするのにそのほとんどの同胞を失ってはいたが、それでも小型ミサイルは百本近く迫っていた。

　ドッコイダーの背中に三十一本炸さく裂れつした。

　右足に十二本、左足に二十三本。

　そしてプリッとしたオシリに五十六本。

　めっぽう痛かった。

　特に尻シリが痛かった。

「う！」

　なんだか知らないけど、バラの花か弁べんが一枚落ちる光景が頭に浮かんだ。

　ドッコイダーは撃ち落とされた鳩ハトのように落下した。

　もちろん頭からである。

　パチパチパチパチ。

　ここでもまた頭からつっこむという芸当を披ひ露ろうしてくれたドッコイダーのために野や次じ馬うまさん達はついつい盛大な拍はく手しゆをしてしまったのだった。

「この馬ば鹿か野や郎ろう！」

　いまだ錆さびついたカッポレ君でつっぱり棒状態になっているネルロイドガールが眼下のドッコイダーに罵ば声せいを浴びせかけた。

「期待してたんだぜ！」

　マロンフラワーは安あん堵どの息を吐はき出す。

（馬鹿でよかった）

　久く美み子こちゃんは熱い瞳ひとみでドッコイダーを見つめている。

（ドッコイダーがんばって）

　野や次じ馬うま達も見守った。

（面白い事しろ！）

　そして校舎裏のうず高く積まれた机の脇わきで横たわるエーデルワイス。

（コーチ）

　あせあせとドッコイダーを引き抜こうとするが、それはルール違反だから出した手を引っ込ませたりやっぱ差し出したりして一人せわしくなく動いているタンポポ。

（やっぱりヘルメットの重量をもう少し減らそう）

　そして地中に頭を突っ込んだ我らがドッコイダー。

（痛い）

　様々な思いが取り巻く中、マロンフラワーは御ご満まん悦えつの表情で頷うなずいた。

「よし、止とどめを刺さすのじゃ！」

　しかし…………。

『マスター』

「なんだ」

『腐ふ蝕しよくレベルがＤを超えました。タマタマミサイルも全弾撃ち尽くしました。シャボン液もありません。武装０ゼロ。私に攻撃能力はありません』

「なんじゃと！　それじゃあつまり、こんなおいしい状況下のまま何もできないということなのか？」

『率そつ直ちよくに申し上げるとそういうことです』

「しかし」

『さらに申し上げますと右腕部の圧力が増加。ネルロイドガールがカッポレ君を破は壊かいするのは時間の問題です』

　カニカーニの言葉通り、間かん髪はつ入れずにカッポレ君は破壊され、飛び出したネルロイドガールはドッコイダーの脇わきに着地した。

『現在のネルロイドガール、おまけのドッコイダーの戦闘能力とマスター個人の戦闘能力を考えますと我々の勝利確率は二十八ーパーセント弱』

「分かっておる！」

　マロンフラワーはギチギチと歯を嚙かみ鳴らした。

　こんなおいしい状況なのに。

　目の前でおいしそうなカレーライスが湯気をたてているような状況なのに。

　自分にはそれを食するスプーンもフォークもお箸はしもない。

　手ですくうには少々熱すぎるといった状況だ。

「撤てつ退たいするぞ」

　押し殺した声でマロンフラワーは呟つぶやいた。

　その顔は苦く渋じゆうという名の鼻水と涙と汗で一杯だった。

『了りよう解かいしました』

　カニカーニの後部がパックリと開き中からミサイルが飛び出す。

　ミサイルはマロンフラワーの乗る円盤とドッキングすると東の空へと消えていった。

「覚えてるんじゃぞぉぉぉ」

　お決まりの台詞せりふを残して。

「助かったってことだよね」

「ああ……………」

　そう呟つぶいたネルロイドガールの目が険けわしく光る。

「避よけろ！」

　裂れつ帛ぱくした声を上げると浮遊するタンポポを引っ張った。

「えっ？」

　タンポポは何がなんだか分からなかった。

　何がなんだか分からなかったが気がついた時には先程まで自分達がいた地点に爆ばく煙えんが巻き起こった。

　十メートルほど離れた地点で砂すな煙けむりが晴れるのを見る。

「なんや……………」

「生せい態たい反応があるから、爆弾とかじゃないと思う」

　タンポポが株式会社オタンコナス製汎はん用ようゴーグルに映る赤いサーモグラフィーを目にそう呟く。

「ふん。そんな玩具オモチヤ会社の玩具信用できまへんなぁ」

「そっちこそその馬ば鹿かみたいな目玉で何を見てるのよ」

「なんやとぉ」

「何よぉ」

「ここで勝負つけたりまひょか」

「望むところよ」

　ハナモモンチョとタンポポの下か等とうな争いの中に割って入ったネルロイドガールは小さいながらも鋭するどい声で呟いた。

「見えるぞ」

　砂すな煙けむりが晴れていた。

　そしてそこには背を屈かがめた後ろ姿が……。

　露ろ出しゆつした手足には茶色の剛ごう毛もうが生えている。

　そしてそいつは振り返った。

『ウキ』

「ホーッホッホッホッホッホッホッホッホッホ」

　耳もつんざけとばかりに響く高こう慢まんな高笑い。

　一人の女性が空中を歩いていた。

　誇こ張ちようでも比ひ喩ゆでもなくつかつかと空中を歩いている。

　きわどいボンテージ。闇のような黒い色彩。

「お前は」

　ネルロイドガールはサル男とそして空中の女性を一いち瞥べつしてから、

「今日の昼。俺おれの一撃を受けてさっさと敗北してしまったＡ級犯罪人、ヒヤシンス」

「非常に屈くつ辱じよく的てきな紹介ありがたく思うわ」

　ヒヤシンスは頰ほおをピクピクと痙けい攣れんさせながら、鞭むちを握にぎり締めた。

「あの時はよくもやってくれたわね。だがそれも今回の勝利を華はなやかにさせるための前ぜん座ざ。前フリ。成功の前に一つくらい苦労話があってもいいと思っただけよ」

　それから誇ほこらしげにウッキィィィと頭を搔かくサル男を見つめた。

「前回は宇宙コアラという人じん畜ちく無害な遺伝子をサルベージしてしまったけれども、今回は最強の宇宙動物の遺伝子をサルベージするのに成功したわ」

「サルベージ？」

　小首を傾かしげるタンポポにハナモモンチョが小声で囁ささやいた。

「Ａ級犯罪人、ヒヤシンスと名前不ふ詳しようの下げ僕ぼく。毎回怪かい人じんを造り出して戦闘に臨のぞむ。弱いときは弱いが強い時は強いでぇ」

「聞いて驚きなさい！　今回は宇宙カニクイザルの遺伝子のサルベージに成功したのよ」

　誇らしげに公言するが…………。

　ウキャッと振り向いた宇宙カニクイザル男は可愛かわいらしい目を向けて鳴いた。

『ウキャ』

　ほんわかとした可愛いさ一杯だった。

「あんまし強そうじゃないよね」

　タンポポのその一言がヒヤシンスを激げき昂こうさせた。

「あんたらは宇宙カニクイザルの実力を知らないからそういうたわけたことが言えるのよ。私の父がどれだけ苦労して惑わく星せいネタンマから宇宙カニクイザルを輸入したか、この宇宙カニクイザルがどれほど凶きよう暴ぼうで恐おそろしい生物なのか。今説明してあげるからよくお聞き」

　ヒヤシンスはたっぷりともったいをつけてから言った。

「宇宙カニクイザルはカニを倒すことができるのよ！」

「………それってすごいことなのかなぁ」

　タンポポはそう漏もらした。

「アタシだってカニくらい倒せるよ」

「待つんや」

　ハナモモンチョが少しばかり青ざめた顔を見せた。

「わてちょっ思い出したんだがな」

「何よ」

「惑星ネタンマの宇宙カニの話や」

「だから何よ」

「聞いたことくらいあるやろ。２０００１年、エーリアン事件。連合艦隊の巡じゆん洋よう艦かんが隕いん石せきの直撃を受けて未開惑星ネタンマに不ふ時じ着ちやく。生息していた生物の強きよう襲しゆうに合い、一人の女調査員シガニーちゃんだけが生せい還かんしたという。その時の生物が宇宙カニ」

「たかがカニにやられたの？」

「惑わく星せいネタンマのカニは特別だっちゅう話や。その体長は三十メートルを越しハサミの一振りで艦を横よこ殴なぐりに攻撃。一撃でメインエンジンは大破。とっても恐こわかったわぁって生還後のインタビューでも言っていたやろ」

「そういえばなんかそんなことが、まだアタシ小さな頃ころだからよく覚えてないけど」

　タンポポとハナモモンチョは仲良く青ざめた。

「ほーほっほっほ。ようやくなんとなく悟さとってきてくれたこと。嬉うれしく思うわ。そう。惑星ネタンマのカニは別名、破は壊かいの甲こう羅らと呼ばれる極ごく悪あく生物。その破壊の甲羅を捕ほ食しよくする宇宙カニクイザルの力。とくと見るがいいわ」

　ヒヤシンスは鞭むちを鳴らした。

「さあ、私のかわいい下げ僕ぼく。そいつらをのしちゃいなさい」

『キュイ』

　宇宙カニクイザルは可愛かわいらしく鳴くと可愛らしくネルロイドガールに突進した。

　しかしその可愛らしさとは裏ウラ腹ハラに、ネルロイドガールは大きく跳はね飛ばされ錆さびて屹きつ立りつしているマロンフラワーが置き捨てていったカニカーニに直撃する。

「めちゃめちゃ強いやないかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ハナモモンチョの叫びである。

「この装そう甲こう服ふくの状態で勝てる相手やない！」

「ほーほっほっほっほ」

　ヒヤシンスは豊ほう満まんな胸をゆらしつつさらに高笑いをかました。

「やっぱり残り物には福があるってのは本当の事だったのね。太たい閤こうと信のぶ長なががかき混ぜたお風ふ呂ろに入るは家いえ康やすだったかしら、今の私を表すこの国の諺ことわざは。さあ、カニクイザル男。のしちゃいなさい。その後はそこで頭をつっこんでる馬ば鹿かが目標よ」

　しかしカニクイザル男は動かなかった。

「ちょっと、カニクイザル男。何やってるのよ」

　ヒヤシンスが鞭を鳴らすがそれでもカニクイザル男は黙だまってある一点を見つめているだけだった。

　ヒヤシンスはカニクイザル男の視線を追った。

　錆さびついたマロンフラワー作、戦闘兵器があった。

　なんかいやな予感がするヒヤシンスだった。




　ようやく頭を地面からひっこぬいたドッコイダーはその光景に大きく首を傾かしげた。

　サルのような男が動かないカニカーニをスクラップにしていた。

「なんだあれ？」

「ドッコイダー。あれさっさと片づけちゃって」

　呆あきれたように呟つぶやくタンポポの声がきこえた。

「ああ」

　ドッコイダーは腕を曲げ胸の前に突き出すと、必ひつ殺さつ技わざの名前を口にした。

「デルデルデルネールアボガドントロピカルオチャノコパイパイドッコイダーエレキバン」

　スパークがドッコイダーの腕に走る。

　ドッコイダーは敵を見み据すえて叫んだ。

「ゴールデン洋画劇場ドラゴンアタァァァァァァァァァァァァァァァック」




　こうして町に平和が戻ったのだった。













　第七章　世間ってば狭い！







「だぁぁぁぁ、信号赤だぞ！　止まれよ止まれ。ぶつかっちまうじゃねーか。おいおい、青になった。行けよ。行けっておいなんか右によってるぞ。車体がよってるぞ。ハンドル切れよ。なんで制限速度六十ん所とこで三十以下で走ってるんだよ。後ろからプープー鳴らされてるじゃねーか。もういい。お前に比べたらまだ俺おれの方が真マ面ジな運転できる。代われよ。どっかのコンビニかなんかの駐車場へ入れって、おい擦こする、擦る、ベンツと擦るぞ」

　命の危機を乗り越えてようやく駐車できたコンビニ。

　鈴すず雄おは汗でベットリとしたハンドルから手を放すと生きていることを神に感謝した。

　助手席では呆あきれたように鈴雄を見つめる朝あさ香かの姿があった。

「お前本当に免めん許きよ持ってるのか？」

「し、仕方ないじゃないか。僕だっていつも乗ってるわけじゃないんだから」

「でもよぉ、限度ってもんがあるぞ。これオートマなんだぜ。もう少し真面な運転しろよ」

　時は日曜日。

　鈴すず雄おと朝あさ香かは病院で静養する斎さい藤とうに頼み小型バンを貸してもらったのだった。

　その理由は、ドライブなどというピンク色の青春ではない。

「これじゃあ引っ越し先にたどり着く前に鈴雄と心中しちまうぜ」

「うるさいやい。第一なんで僕が朝香の引っ越しの手伝いをしなきゃいかんのだ？　引っ越しセンターにでも頼めば」

「友達だろ」

　朝香は上うわ目め遣づかいに鈴雄を睨にらみ上げた。

「子育て研究会の仲間だろ」

　その迫はく力りよくのある眼光に鈴雄は交代のためバンを下りるしかなかった。

　コンビニで缶ジュースを二本購入してバンを発進させる。

　鈴雄はふてくされた表情で缶ジュースのプルタブを開け朝香に手渡した。

　そして自分の缶ジュースを開けると一口口に含ふくみダッシュボードの窪くぼみへと置く。

　そして後ろを振り返った。

　後部座席に山と積まれた家財道具の中に一つ、アンバランスな籠かご。

　その中では一匹の小さなピンクのウサギがカリカリとキャベツの芯しんをかじっている。

「え～～と。こいつの名前なんだったけや」

　鈴雄の質問に朝香は、車を発進させるタイミングを計るため対向車線に目を向けながら答えた。

「ハナ一ハジメ」

「そうか、ハナちゃんって言うのか」

　鈴雄が柔にゆう和わな顔を向けるとウサギは馬ば鹿かにしたように一いち瞥べつしてからカリカリとキャベツの芯しんに視線を戻した。

「え～～～と。確かこの角を曲がって、それから」

「道分かるのか？」

「心配するな。ちゃんと昨日地図を書いてもらったんだからよ」

　朝香は路ろ地じ道みちへ入るとさらにアクセルを踏んだ。

　鈴雄はコーラの缶を手に取り口をつけつつ呆ぼう然ぜんと前方を見み据すえた。

　その眉み間けんにシワが寄るのにさほど時間はかからなかった。

　なんだかどこかで見たような通りに出たのだ。

　なんだかどこかで見たような角で曲がり、やはりなんだかどこかで見たような軒のき先さきを通り、公衆電話の前を通り過ぎて……。

　どこかで見たような建物の前で止まった時、鈴雄の顔はミラクルトワイライトゾーンに迷まよいこんだ少年のようでもあった。

「ここって」

「そう。ここが俺おれの引っ越し先。四号室が俺の新しい城ってわけだ。ったく、もう少し分かりやすく地図書けよ」

　軽くハナ一ハジメの籠かごを突つつきその中でハナ一が歯を剝むき出すのを見ているほど、鈴すず雄おは悠ゆう長ちようではなかった。

　だって、だって。

　その建物の入り口にはコスモス荘と書かれて、さらに軒先で竹ホウキを持った栗くり華かが掃そう除じしているからである。

「お帰りなさいませ。鈴雄さん」

　車からフラフラと出てきた鈴雄に栗華は優やさしく微笑ほほえんだ。

　そして運転席から出て来た朝あさ香かにも気がつく。

「あら、野の菊ぎくさん」

　オーバーウォールに野球帽を後ろにかぶった朝香はホウキを持つ栗華に目をぱちくりさせた。

「えっと、あんたは確か………栗くり乃の花はな」

「栗華です」

　朝香の頭に二、三日前、食堂での鈴雄の言葉が思い出された。

　栗乃花教授のお孫さん。それから僕のアパートの下の階に暮らしてる人。

「まさか……」

　朝香に向けられた視線を受けとめた鈴雄はぎこちなく笑った。

「そのまさかなんですよ」

　推おし量はかったようなタイミングで五号室の扉ドアが開かれパジャマ姿の小こ鈴すずがパタパタと飛び出してくる。

「お兄ちゃ～～～ん」

　パタパタと飛び出してきた小鈴は鈴雄の前で足をひっかけるとそのままパタリと倒れる。

　それでもめげずに立ち上がると早口にまくしたてた。

「大変大変大変」

「何が大変なのか分かりやすく説明してくれないか？　小鈴」

「新しい入居者が来たの！」

　鈴雄は軽く息を吐はき出した。

「そうかよく分かったな。こちらが新しく四号室に入ることになった野菊朝香さんだ」

　小鈴はポカンとして朝香の顔を見上げた。

「へえ、鈴雄の妹か。かわいいじゃねえか」

　朝香はしゃがみ込むと目線を小鈴へと合わせた。

「名前は？」

「タ、じゃなくって小鈴」

「小こ鈴すずか。俺おれは朝あさ香か。よろしく頼むぜ」

　和なごやかに握あく手しゆを交わす二人。

　しばし目をぱちくりさせていた小鈴だがなんとか現実世界に理性を引き戻すと、

「違うの、違うの！　アタシが言ってるのは二号室の入居者」

「へ？」

「ほら、この間、お兄ちゃんと一いつ緒しよに歩いていた髪かみの長い」

　鈴すず雄おは後頭部をポリポリと搔かいた。

「もしかして…………」

　鈴雄の予想を裏付けるように二号室の扉ドアが開かれて姿を現す沙さ由ゆ里り。そして後をついてくるピエール。

「鈴雄ちゃ～～～んじゃない。お帰りぃぃぃぃ」

「おや、あなたは私を助けてくれた女め神がみ様さまのお使い」

「ピ、ピエール…」

　朝香も口をパクパクさせる。

　さらには三号室まで開いて飛び出してくるのは次じ郎ろう君を背負った瑠る璃り。

「コーチ。今日暇ひま？　瑠璃と遊園地行こうよ遊園地」

　開く一号室。

「栗くり華か。わしのズボンはどこじゃ？」

　鈴すず雄おと朝あさ香かは同時に同じ言葉を吐はき出した。

「世間ってば狭せまい」

　このアパートの住人達の本当の意味での関連性を知ったならば、二人はこう言ったはずであろう。





「本当に世間ってば狭い！」






　株式会社オタンコナス製作、特殊汎はん用ようパワードスーツ『スットコドッコイ』。

　エメラルドカンパニー製作、特殊汎用装そう甲こう服ふく『ネルロイドＸ』。

　二つのパワードスーツ。

　どちらが銀河警察機構の正式採用となり銀河の恒こう久きゆう的てき平和を守るための鞭むちとなるのか？

　採点はまだ始まったばかりだった。
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この作品は平成10年12月刊行の『電撃ｈｐ』に掲載され、文庫化に伴い加筆・修正しています。















　　　あとがき







　ＳＦ……のつもりです。

　こんなおちゃらけた馬ば鹿か話ばなしですが、書いた本人は本ほん格かく派はＳＦ小説と信じて疑ってません。質たちが悪いことに。

　もっとも、そう思っているのは多た分ぶんこの世で僕一人だけでしょう。

　でも、あえて僕は言います。

　これはＳＦです。

　真のＳＦファンに夜道で刺さされても僕は主張を変える気はありません。

　言い張る根こん拠きよはいくつかあります。




　第一に宇宙人が出てきます。

　第二にロボットが出てきます。

　第三に主人公が変身します。




　これだけで僕の中では文もん句くなしのＳＦ作品なのです。

　それに、高校三年間かけて元素記号を三つばかし覚えただけの僕に、ちゃんとした科学的根拠に基づいたＳＦ設定を要求しても無む理りというものです。




　振り子はなぜ揺ゆれるのか？

　振り子だからです！　揺れなかったら振り子じゃありません。

　船はなぜ水に浮くのか？

　船だからです！　浮かばなかったら船じゃありません。




　こ～～ゆ～～～御ご都つ合ごう主義的な考え方ができる方は、アホ臭くさいＳＦを楽しんでください。

　こ～～ゆ～～～御都合主義的な考え方ができない方は、アオ臭いＳＦを馬鹿にしてやってください。




　さて、前置きが長くなってしまいましたが、『住めば都のコスモス荘』いかがだったでしょうか？

　鈴すず雄おくんのような情けない男が好きという方がいたら、たいへん嬉うれしく思います。




　イラストの矢上裕さん。ありがとうございました。うちの姉ちゃんが実は猿エルシアの大ファンです。サインを欲しがってます。




　そして、またしても無む断だんで名前を使わしてくれた高校の先輩、後輩、同級生たち、どうか怒おこらないでください。本当に悪わる気ぎはないんです。




　それともう一つ。

　ものすごく勘かんの鋭するどい方はすでにネルロイドガールの正しよう体たいに感づいているかもしれません。

　そういう方は人に言わないようにしましょう。

　作者からのお願いです。




　それじゃ、機会があったらまた会いましょう。











阿智太郎
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月３日、長野県の秘境にて誕生。恐竜と妖怪と共に歩んだお子様時代を乗り越え、怒涛の高校演劇の世界に足を踏み入れて見事に踏み外す。１９９７年『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。現在イギリスに在住。
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イラスト／矢や上がみ 裕ゆう

１９６９年兵庫県尼崎市生まれ。大阪産業大学を優秀な成績で中退した後、漫画家を目指し単身上京。『日替わり矢上ランド』で初連載を果たし、現在『エルフを狩るモノたち』（電撃コミックガオ！）が大ブレイク中。
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住すめば都みやこのコスモス荘そう








阿あ智ち太た郎ろう
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